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　電話が鳴っていた。

　それも、ボックスタイプの公衆電話が鳴っていた。




　すべてが真(ま)っ白(しろ)に染まった世界で、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は公衆電話を前に、しばし立ちつくす。

　始まりは、ここからだった。

　そして終わりもまた、この場所から紡(つむ)がれてゆくのだろう。

　ゆっくりと、電話ボックスの扉(とびら)を開け、受話器を取る。

　こちらの決意をくみ取るかのように、受話器の向こうにいる相手は、落ち着いた声(こわ)色(いろ)で、第一声を放った。

「やっと、ここまで来たわね」

　神を名乗る女。

　けれど、世界を滅(めつ)亡(ぼう)に導いているかもしれない存在。

「これまでよくやってくれたわ。次で、最後だから」

　真吾は口の中がカラカラに渇(かわ)いていることに気がついた。懸(けん)命(めい)に唾(つば)を絞(しぼ)り出(だ)して、飲み込む。

「最後の場所は、キミのよく知っている場所。県(あがた)ヶ丘(おか)高校よ」

「……そうか」

　どうにか出てきた言葉は、そっけなかった。

「これで最後。本当に、あなたたちには感謝しているわ」

「最後、か……」

　真吾は意を決して、切り出す。

「本当に、最後なのか？」

「えっ？」

　相手の、意表をつかれたような声。

「そもそも、どういう意味の最後なんだ？」

「どういうって……」

　とまどうような、それでいて、真吾の問いかけを楽しむような響(ひび)きで、相手の声は震(ふる)えた。実際、受話器の向こうでは笑っているのかもしれない。

　想像したら腹が立ち、さらに勢い込んだ。

「世界を救うのか、世界を滅(ほろ)ぼすのか、あんたの目的はどっちなんだ？」

「どうして、そんな疑問を口にするのかな？」

「あんたの言うとおりに、世界を救ってきた。だけどその度(たび)に、世界は破(は)滅(めつ)に向かって進んでいるだろう？」

「…………」

「なにが目的だ？　俺(おれ)たちになにをやらせてきたんだ？」

「…………」

「いや、そもそも、あんたは本当に神様なのか？」

「……もちろんよ」

「じゃあ……」

　口にするべきか一瞬迷ってから、真吾は続けた。

「あんたは俺(おれ)たちの敵なのか、味方なのか、どっちなんだ？」

　相手は答えなかった。代わりに、押し殺したような笑い声が聞こえてきた。

「なにがおかしい」

「くくく……、いや、ごめんね、あまりにハッキリ訊(き)いてくるんで、おかしくなっちゃって。くく……、でも、うん、そうね、あんたはどっちだと思う？」

「俺が訊いてるんだよ！」

「はいはい、そんなにがっつかないの。どうせ、すぐにわかるんだから」

「すぐに、わかる？」

「そ。だから、そのときまで、おとなしく待ってなさい」

　こちらの知りたいことには何一つ答えずに、電話は切れた。

　真吾はゆっくりと、耳から受話器を離した。

　味方であれば、ごまかす必要はない。ということは、暗に敵であるということを認めたことになる。

　真っ白な空を見上げれば、世界が歪(ゆが)み、溶け、消え去ろうとしていた。

　少なくとも、神は自分たちの味方ではない。

　世界が滅びに向かっている以上、神は世界を救おうとしていない。

　だから、真吾たちは戦わなくてはならない。

「敵は、神か……」

　夢の世界が、音もなく崩(ほう)壊(かい)していく。

　これが、近い将来、現実世界でも実現してしまうのだろうか。

　させない。

　させてなるものか。

　そんな真吾の決意を呑(の)み込(こ)むように……。




　夢が、終わりを告げようとしていた。
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　唇(くちびる)になにか柔(やわ)らかいものが押し当てられたような気がして、真吾は目を覚ました。

　目の前には、口元を歪めて真(ま)っ赤(か)な顔をした異世界の王女、リーナ・シェン・フィス・オクターヴァがいた。

「……どうした？」

　寝ぼけまなこで訊くと、リーナは頰(ほお)を紅(こう)潮(ちよう)させて怒(ど)鳴(な)った。

「び、ビックリさせるな！」

「なにが？」

「起きるなら、起きると言ってから起きろ！」

　ムチャを言うな。

「し、心臓に悪いじゃないか……」

「心臓に悪いような距離にいるほうが悪い」

　上体を起こしながら、真吾は、ふと疑問を覚えた。

「あれ？　じゃあ、そんな距離でリーナはなにをやっていたんだ？」

「そ、それはっ……！」

　言葉に詰まり、今度は顔中が真っ赤になる。

「つ、つい……、き、貴様のマヌケな寝顔を眺(なが)めて、嘲(あざ)笑(わら)ってやろうと思ったのだ！　そう、それだ！　せっかくいい感じにマヌケ面をさらしていたのに、いきなり目を覚ますから残念だったよ、フン！」

「胸張って言うことじゃないだろ。なんだよ、それ。趣味悪いなぁ……」

　呆(あき)れると、リーナは困ったような顔で強気の姿(し)勢(せい)を解(と)いた。

「あ、いや、その……、別にバカにするとかじゃなくてだな……」

「さっき嘲笑うとか言ってたじゃないか」

「うぅ、だから、それは……、噓(うそ)だ」

「は？」

「すまん、噓をついた。嘲笑うつもりはまったくないんだ」

「じゃあ、なんだよ。あ、もしかして、寝顔に見とれてたとか……？」

「ばっ……！」

　からかうつもりで言ったのだが、リーナの反応は予想以上に激しかった。

「そ、そんなわけないだろう！　なんで貴様の寝顔に見とれねばならんのだ!?　自(うぬ)惚(ぼ)れるのもたいがいにしろ！」

　真吾はポカンとなった。

　全力で否定しているわりには、首まで真っ赤になっている。

　え、じゃあ、本当に……？

　真吾の顔まで熱くなる。

「お、おい……」

「うるさい、それ以上言うな！」

　魔(ま)剣(けん)を取り出し、問(もん)答(どう)無(む)用(よう)で口を封(ふう)じようとする。

「うわっ！　ま、待て！　落ち着け！」

　魔剣から逃(のが)れようと、布(ふ)団(とん)を盾(たて)にする。しかし、リーナは魔剣を手にしながらも、振りかざすようなことはしなかった。

「……ど、どうした？」

　そのまま動かないので、真吾はおそるおそる訊いてみた。すると、意外な言葉が返ってきた。

「……そのとおりだ」

　魔剣をそっと床(ゆか)に置き、膝(ひざ)をついた姿勢でベッドの上に身を乗り出してくる。

「わたくしは、シンゴの寝顔に見とれていたんだ」

「なっ、なんで？」

「気持ちよさそうに眠る顔が、思いのほか可愛(かわい)かったからな」

「か、可愛い？」

「だから、つい、な……」

　つい、どうしたというのだ。

　疑問はいっぱいあったが、うかつに突っ込むとまた怒られそうなので、あえて呑み込んだ。

「なあ、シンゴ」

　さらに身を乗り出してくるリーナに、真吾はなぜか追いつめられた気分になる。

　リーナはじっと、真吾の目をまっすぐに覗(のぞ)き込(こ)んでくる。なんだろう。いつものリーナと雰(ふん)囲(い)気(き)がちがう。

「シンゴは、わたくしの婚(こん)約(やく)者(しや)だろう？」

「い、いちおう、な」

「婚約者ということは、いずれは結婚するということだ」

「ま、まあ、普通ならそうなるね」

　真吾とリーナは、ムリヤリ婚約者にされたのだから、普通の範(はん)疇(ちゆう)には入らないだろうが。

「結婚したら、次は子をなすことになるな」

　なにか飛(ひ)躍(やく)したような気もするが、流れとしては自然なので、頷(うなず)いた。

「なにをどうすれば子をなせるか、シンゴは知ってるか？」

「そりゃあ、もちっ……て、グゴフォ!?」

　思わず咳(せ)き込(こ)んだ。

「な、なにを言いだすんだ!?」

「知っているんだな？」

「いや、その……」

「知っているなら、さわりだけでもいいから、教えてくれないか？」

　真吾は慌(あわ)てた。

　リーナは本気で言っているのだろうか？

　いや、そうではないはずだ。これまでさんざん、ハレンチだなんだと騒(さわ)いできたのだ。まったく知らないということはないだろう。では、どうしてこんなことを言いだすのか。なにがしたいのか。なにを真吾に求めているのか。

　からかったことへの仕返しかとも思ったが、自らを辱(はずかし)めるようなマネはしないだろうし、できない性格だから、それも違う。となると、本当になにも知らないのだろうか。いや、そもそも、どうしてムリヤリさせられた婚約者でしかない真吾に、そんなことを求めるのか。

　真(しん)摯(し)な瞳(ひとみ)が、まっすぐ真吾を見上げている。思わずドキッとするくらいにまっすぐな視(し)線(せん)だった。

　やっぱり、いつものリーナではないような気がする。なんというか、こう、女の子らしいというのだろうか。いつもの険(けわ)しさや厳(きび)しさが感じられない。いつも暴力的でケンカ腰のリーナに辟(へき)易(えき)していたが、それさえなければ超のつく美少女なのだ。だから、いまのリーナには、普通の女の子のような、それでいて男心をくすぐる艶(つや)のようなものを感じてしまう。

　急に、自分がベッドの上にいることに危(き)機(き)感(かん)を覚える。いまのリーナなら、普通の女の子のようなリーナになら、言われたとおりに「それ」を教えても、怒らないのではないか、受け入れてくれるのではないか。

　ベッドの上に抱き上げたいという衝(しよう)動(どう)が走る。              

　真吾は懸命に自(じ)制(せい)心(しん)を働かせた。けれど、目は吸い寄せられるように、リーナから離れない。そんな自分に、ますます危機感が募(つの)る。

　冷や汗を流して身を固くしていると、不意にリーナの肩が揺(ゆ)れた。次いで、「ぷっ」と吹き出して、表情が歪む。

「ぷっ、くく、どうした、シンゴ。マジメな顔をして」

　リーナは、笑いをこらえきれないかのように体を震わせている。

「さっきの仕返しだよ」

「……へ？」

「冗(じよう)談(だん)だ。さすがにわたくしでも、どうすれば子をなせるかくらい、知っている」

「あ、は、そう、ですか……」

「変にマジメな貴様のことだから、うろたえるだろうとは思っていたが、ここまであからさまにうろたえてくれると、なんだか可愛いぞ」

　また可愛いか。

　いろいろと腑(ふ)に落ちないところはあるが、冗談とわかりとりあえず胸をなで下ろす。

　それに、登校時間が迫(せま)っている。そろそろ着替えをしないと、遅(ち)刻(こく)してしまう。

「じゃあ、ひとまずベッドから降りてくれないか？　着替えたいんだ」

「まあ、今日はこのくらいにしておいてやるか」

　なにやら聞き捨てならないセリフを吐(は)いたが、突っ込んでいる暇(ひま)はなかった。

　いきなり、部屋のドアが開け放たれたのだ。

「ほらほら、二人とも！　早くしないと学校に遅れるわ……」

　入ってきた母親の由(ゆ)紀(き)子(こ)は、絶(ぜつ)句(く)して立ちすくんだ。

　それはそうだろう。

　ベッドの上で息子(むすこ)と女の子が密(みつ)着(ちやく)しているのだ。

「あ、あら？　もしかして、お邪(じや)魔(ま)だったかしら？」

　ブルンブルンと首を振るが、由紀子はちっとも見ちゃいなかった。

「さすがに朝からとは予想してなかったわ。ごめんなさいね、それじゃ、ごゆっくり～」

　おほほほほと、ぎこちない愛(あい)想(そ)笑(わら)いをしながら、部屋を出て行く。

「……シンゴ」

「な、なに？」

「ゆっくりしていいそうだぞ？」

「お、俺はゆっくりしてられないんだよ！」

　そう、いろんな意味で。




　早く家を出たいのに、リーナが由紀子に捕まってなにやら話し込んでしまった。急(せ)かす意味を込めて玄(げん)関(かん)のドアを開けると、真吾と同じ世界を救う「選ばれし者」の一人、住(すみ)吉(よし)穂香(ほのか)が驚いたような顔で立っていた。

「お、おはようございます、真吾くん」

「あ、おはよう、穂香。迎えに来てくれたんだ」

「はい」

　頷いて、どこかくすぐったそうにはにかむ。

「もう、出られますか？」

「えっと、どうだろ？」

　振り返ってみるが、リーナと由紀子はまだ会話を続けているようだ。

「リーナさんですか？」

「ああ、うん。うちの母親と、なんか話し込んじゃってるんだ」

「そうですか。じゃあ、いまのうちに……」

　穂香は鞄(かばん)の中から弁当箱を取り出した。

「はい、どうぞ」

「あ、ああ、ごめんね、毎日毎日……」

　穂香は毎日のように、真吾にお弁当を作ってきてくれるのだ。最近は夏休みがあったのと、世界の危機や文化祭で忙(いそが)しかったため、一時的に休止していたのだが、どうやら今日から再開されるらしい。

　弁当箱を受け取りながら、真吾はその重さを嚙(か)みしめる。

　これまでは、いろんな料理に挑戦してみたい、それを誰(だれ)かに食べさせたいという建(た)て前(まえ)だった。しかし、今日からはまったく違う意味が込められていることに、真吾は気がついた。

　つい先日、真吾は穂香に告白された。つまり、このお弁当には、ただの善意ではなく、純(じゆん)粋(すい)な好意が込められていることになる。

　真吾は自分の気持ちに整理がついていないこともあり、答えを返していない。そんな状態で、弁当を受け取ってしまっていいものかと躊(ちゆう)躇(ちよ)する。

　真吾の気持ちを察(さつ)してか、穂香は微笑(ほほえ)んだ。

「気にしないでください。私が一方的に好意を押しつけてるだけですから」

「いや、でも……」

「これまでも受け取っていたんですから、食べてくれないと、逆に失礼ですよ？」

「そういうもの、かな？」

「私と付き合う気がまったくないなら、断ってくれたほうがありがたいんですけどね」

「うぅ……、その言い方は、ちょっと、ズルいというかなんというか……」

「ズルいですよ、私は」

　キッパリと、言い放つ。

「好きな人に振り向いてもらうためなら、なんでもしちゃうんですから」

　真吾は不思議な感(かん)慨(がい)にとらわれた。

　なんだか、これまでの穂香と違うような気がする。

　強くなった、というのだろうか。

　どこか頼りない、だからこそ守ってやりたくなるような女の子だったのに、いつの間にか、守るどころか、真吾が攻め落とされそうな強さをみせている。

　やはり、あの告白がきっかけだったのだろうか、変わったのは。

　いや、変わったのではなく、これが穂香の本来の姿なのかもしれない。

　どちらにせよ、プレッシャーは受けつつも、それがイヤではなかった。イヤではないという思いに、真吾は自(じ)己(こ)嫌(けん)悪(お)におちいる。いまのところは穂香の気持ちに応(こた)えられるわけでもないのに喜んでしまうのは、問題な気がするのだ。

　それでも、穂香の言うとおり、受け取らないというのも手のひらを返したようで失礼だと思い直す。

「じゃあ、ありがたくいただきます」

「はい、お口に合えばいいのですが……」

　謙(けん)虚(きよ)な言葉ながら、穂香はずっと笑顔のままだった。それなりに自信はあるのだろう。

「ところで、世界の危機についてなんですけど……」

　その笑顔を消して、穂香は言った。

「危機の波(は)動(どう)を感じたので、そこへ行ってみたんです」

　穂香は神様から「世界の危機を探(たん)知(ち)する能力」を授(さず)かっている。真吾は無言で先を促(うなが)した。

「今(け)朝(さ)の夢で、神様から危機が訪れる場所が県ヶ丘高校というのは聞いていましたから、もっと詳(くわ)しく調べようとしたんですけど……」

　校内ということは確かだが、それ以上は中に入ってみないと特定できないという。

　まさか真っ昼間から他校生を招き入れるわけにはいかないし、夜になっても、教師がいる限り、むやみに立ち入らせるわけにはいかないだろう。なにか、対策が必要かもしれない。

「ひとまず、俺のほうでいろいろ探(さぐ)ってみるよ」

　なにを探ればいいかはわからないが、なにもしないよりはマシだろう。

　穂香に「お願いします」と一任されたところで、由紀子から解放されたらしいリーナがやってきた。

「すまん、待たせたな。さあ、早く……」

　言いかけて、リーナと穂香の視線がぶつかる。

「……早く、行こうか」

「そうですね」

　お互いに不敵な笑みを浮かべて、真吾の両(りよう)脇(わき)に陣(じん)取(ど)る。

「さあ、行きましょう、真吾くん」

「時間がないからな。早足で行くぞ」

　穂香は変わった。リーナも、いつもと違うような気がする。

　そして……。

　二人の間にみなぎる妙な緊(きん)張(ちよう)感(かん)は、いったい、なんなのだろう。

　真吾は不思議に思いながらも、二人に挟(はさ)まれるようにして、歩き出した。
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　教室に入ると、すぐに親友の楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)がやってきた。

「見てたぞ、真吾」

「え、なにを？」

「今日も相変わらず、女の子を二人も侍(はべ)らせて登校とは、いい身分だな」

「別に、侍らせてるつもりはないけど……」

　周りからは、そう見られてもしかたないのかもしれない。

「しかし、いつまでも優(ゆう)柔(じゆう)不(ふ)断(だん)な奴(やつ)だな。いったい、誰を選ぶんだ？」

「誰って？」

「美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)の子か、王女か、清(せい)内(ない)路(じ)の三人だ」

　穂香にリーナ、それに清内路神社の巫(み)女(こ)である清(きよ)美(み)か。

「おまえはそれぞれからアプローチを受けてるんだろ？　どう応えるつもりなんだ？」

「うぐっ」

「どうなんだ？」

「そ、それは……、その……」

　穂香には告白され、リーナとは婚約者同士で、清美は真吾の保護を必要としている。立場が違っても、三人ともが真吾を必要としていることには代わりがない。

　自分の気持ちをキチンと整理したいのだが、正直なところ、その暇がないというのが本(ほん)音(ね)だった。

　弁解がましく言い訳をしていると、大輝は一つ、首を振った。

「まあ、それはともかく、おまえに話がある」

「意味ありげに振っておいてスルーかい!?」

　マイペースな親友らしいことこのうえない。

　しかし、大輝が面と向かって頼み事をしてくるのは珍しいので、ちょっと驚いた。

「これは俺だけでなく、全男子生徒の頼みでもあるんだが……」

　なにやら、大きな話らしい。

　チラリとリーナの姿を盗み見てから、大輝は続けた。

「王女は、戦いの民の王族なんだよな？」

「そうだな」

　学校側には、異国の王女として届け出ているようだが、実際は異世界の王女である。しかも、武勇を尊(とうと)ぶ世界の王女だ。真吾たちも異世界人と戦ったことがあるが、みんな鋼(はがね)のような肉体を持った偉(い)丈(じよう)夫(ふ)ばかりだった。

「そんな異世界人をまとめているのが、王女の一族だ」

「うん、で、それが？」

「荒くれ者どもを治めるには、それに対抗できるだけの力が必要だ。事実、オクターヴァの大王は、一(いつ)騎(き)当(とう)千(せん)の強(つわ)者(もの)だった。あれが王なら、納(なつ)得(とく)もできる。しかし……」

　その大王を支配しているのは、リーナの母親である女王だ。なんでも、やはり異世界人だった大王と戦い、打ち負かした上で、その強さに惚(ほ)れ込(こ)んで結婚したらしい。

「つまり、リーナの母親は、大王よりも強いということだ」

「そうだね」

「大王より強い女を想像できるか？」

　想像しようと試みたが、ちょっとムリだった。

「しかも、二人の間に生まれてきたのが、あの王女だ」

　少し、大輝の言いたいことがわかってきた。

　リーナは一三歳らしいが、同年代の少女と比べても、小柄で童(どう)顔(がん)なほうだ。つまり、リーナの母親もまた、小柄で童顔の女性ではないかと推(すい)測(そく)しているのだ。

「大王より強い、小柄で童顔の女性か……」

　リーナで慣(な)れてしまっているが、よく考えればものすごい絵(え)面(づら)である。それが夫婦ともなればなおさらだ。

「問題は、王女の容(よう)姿(し)が遺(い)伝(でん)的(てき)なものであるか、あくまで王女だけが特別なのかという判断がつかないということだ」

　遺伝であれば、父親がいかつい大男である以上、母親が小柄で童顔ということになる。逆にリーナが特別なのであれば、母親の姿は想像しにくくなる。

「そこで、おまえの出番だ」

「えっ？」

「王女の容姿と体型は、遺伝なのか、突(とつ)然(ぜん)変(へん)異(い)なのか、知りたくないか？」

「いや、それは別に……」

「言い方を変えよう。王女の未来の、成長した姿は見たくないか？」

　それは、見たくないと言ったら噓になる。母親の姿がどんななのか、という好奇心も刺(し)激(げき)されていたため、真吾は素直に頷いた。

「でも、どうやって？」

　予想はついたが、あえて訊いてみた。すると、予想通りの答えが返ってきた。

「おまえの力を使うんだ」

　やっぱりか。

　真吾は神様から、なんの冗談か「スカートをめくる力」を授かっていた。

　この力は何度もパワーアップしており、いまでは次元の壁(かべ)を越えることも――写真の中の女の子のスカートをめくることまで――できるようになっていた。

「次元を越えたということは、もう一つの、人類が越えられない壁すらも越えられるということだ」

「もう一つの、壁？」

「ああ」大輝は厳(おごそ)かに言った。「時間だ」

「時間？」

「おまえの力があれば、きっと、時間の壁をも越えることができるだろう。そう、例えば、ここに王女の写真がある。これにおまえの力を使うことによって、未来の王女の姿を写し出すこともできるはずだ」

　突(とつ)飛(ぴ)な発言に、そんなバカなと言いたいところだが、前回はそれで本当に写真の中のスカートをめくったり、人間を写真の中に閉じ込めたりすることができたのだから、安(あん)易(い)に一(いつ)蹴(しゆう)はできない。

「写真で試すの？」

「実物が未来の姿で成長したらまずいだろう」

　確かに。

　真吾は写真を覗き込んだ。

　写真の中のリーナは、すました顔でどこかを見つめていた。視線があらぬほうを向いているから、いつものように、隠(かく)し撮(ど)りをしたのだろう。

　それでいて、リーナの魅力が随(ずい)所(しよ)にあふれている。

　すました視線には、リーナの強く激しい闘争心が静かに垣(かい)間(ま)見(み)え、ピンと伸びた背筋は育ちの良さと威(い)厳(げん)が、かすかに朱(しゆ)のさす頰には幼さと純粋さが感じられる。

　黄(こ)金(がね)色(いろ)の髪が、窓から差し込む日差しを浴びてキラキラと輝いている。その佇(たたず)まいは、まるで女神が降(こう)臨(りん)したようであり、美術館に飾られてもおかしくない、崇(すう)高(こう)な絵画のようでもあった。

　もし、この少女が大人になったら……。

　どれほど美しくなり、どれほどの神(こう)々(ごう)しさを身につけるだろうか。

　好奇心にはやる気持ちを抑え、ゆっくりと呼吸を整え、意識を集中する。

　そして、カッと目を見開いて、手首を小さく返し、「めくれろっ」と呟(つぶや)いた。

　大輝は、写真に見入る。普段から感情の起(き)伏(ふく)が少ない男だから、どんな写真になったのか、表情からは読み取れない。                      

　やがて、フッと息を吐いて、大輝は真吾に写真を差し出した。

　写真を見て、真吾は首を捻(ひね)った。

　そこにはなにも写っていなかった。正確には、まるで現像に失敗したみたいに、真っ黒だったのだ。

「こ、これって……」

「うむ、どうやら失敗したようだな」

　失敗……。

「残念だが、王女の未来の姿は、時間の流れに任せるしかないようだ。時間をめくれれば、もっといろんな使い道もあったんだが、こればっかりはしかたがないな」

　諦(あきら)めが早いのか、大輝はさっさと自分の席に戻ってしまう。

「わたくしの未来がどうしたって？」

「うわっ」

　いきなりリーナが顔を出して、真吾は写真を落としそうになった。

「び、びっくりさせるなよ」

「すまん、脅(おど)かすつもりはなかったのだが。で、わたくしがどうしたって？」

「いや、別に……」

「なんだ、またやましいことでも企んでいるのか？」

「ち、違うよ。ほら」

　真っ黒な写真を見せる。

「なんだ、これは。なにも写ってないじゃないか」

「いや、俺の力で写真をめくって、リーナの未来の姿を見ようって試みたんだよ。でも、失敗だったみたいでさ」

　リーナは疑いのまなざしを向けてくる。

「本当か？　なにか得(え)体(たい)の知れない『もざいく』とかいうので、写っているものを隠しているだけじゃないのか？」

　得体の知れないモザイクってなんだ。

「まあ、貴様の言い分を信じてやろう。だがそうなると、少し残念だな」

「残念なの？」

「未来のわたくしなら、きっと目もくらむような美(び)貌(ぼう)の持ち主になっているに違いないからな」

「ふぅん、ってことは、リーナのお母さんは、目もくらむような美人なんだ」

　何気なく発した言葉に、リーナは少しのけぞった。それからぶるんぶるんと首を振ると、ぎこちなく胸を張って笑ってみせた。

「そ、そうだな。お母様に似れば、誰もが羨(うらや)むスタイルと、誰もが平(ひれ)伏(ふ)す美貌の持ち主になっているだろうな！」

「そんなスタイルと美貌を持つお母さんを見てみたいよ」

「み、見るな！　絶対に見させん！」

「なんで!?」

　理(り)不(ふ)尽(じん)に怒られた。

　二人で騒ぎつつも、真吾は奇妙な違(い)和(わ)感(かん)に囚(とら)われていた。

　手にした真っ黒な写真。これは本当に、失敗なのだろうか。

　失敗ならば、元の光景が変わらずに写っているのではないだろうか。

　なのに、写真は真っ黒になった。

　いったい、どういうことなのだろう。

　考えすぎなのかもしれない。深い意味はないのかもしれない。

　けれど、一度わだかまったモヤモヤは、消して晴れることがなかった。




　ホームルームが始まる直前になって、清内路清美がやってきた。

　穂香の学校の文化祭で倒れて以来、体調がよくなったという話を聞かなかったので、てっきり欠席するものとばかり思っていたのだが……。　

　案の定、真吾に微笑みかけた表情は弱々しく、顔も青白い。歩く足取りも頼りなく、危なっかしいことこの上なかった。

「清美、いいのか？」

　体調は持ち直していないようだ。それでも清美は「……大丈夫だから」と気(き)丈(じよう)に答えて、席に着いた。すぐに腕を枕(まくら)に突(つ)っ伏(ぷ)すところを見ると、よほど具合が悪いらしい。

　そんな体を押してまで登校する理由を、真吾は知っていた。

　清美は、真吾から離れたくないのだ。

　外界から隔(かく)離(り)されて育った清美を、真吾は救った。それから刷(す)り込(こ)みをされた雛(ひな)のように真吾を慕(した)ってくれるのだが、それは同時に、真吾の庇(ひ)護(ご)なくしては生きていけないことを示していた。

　真吾は責任を感じていた。

　真吾には、自分がいなくても生きていけるようになるまで、清美を見守る義務がある。救うだけ救って、それから後のことは見て見ぬふりをするわけにはいかない。

　ただでさえ、清美は世界の危機と近いところで生活していたため、迫り来る本当の危機に対して敏(びん)感(かん)になっているのだ。体調が悪いからといって、真吾の側(そば)を離れたくないのだろう。休み時間のたびに、清美は真吾の隣(となり)に寄ってきては、肩を枕にしてまどろむのだった。

　これにリーナは不満顔だったが、清美の境(きよう)遇(ぐう)と体調を慮(おもんぱか)ってか、真吾の正面に座って、小声で会話を交わすにとどまった。

　昼前に、地震があった。

　九月の終わり頃から世界中で起こっている頻(ひん)発(ぱつ)地震は、日増しに回数を増やし、揺れの規模も大きくなっている。けれど、特に被害が出るほどではなく、教師も授業を止(や)めなかった。清美も机に突っ伏したまま目を覚まさない。体調が優れずよほど眠りが深いのか、危険に対して鈍(どん)感(かん)なのは、よくない傾向だった。

　お昼になると、清美は弁当箱を提(さ)げて真吾の元へやってきた。

「食欲はあるの？」

「……ないけど、なにか食べなさいって、お母さんが」

　弁当箱を開けると、中には桃の缶(かん)詰(づめ)と缶切りが入っていた。

「……真吾くんも、食べる？」

「いや、俺は穂香にもらった弁当があるから」

　清美は悲しげな顔をした。さらに、席を立とうとしていたリーナが、慌ててなにかを隠そうとして、盛大に机をひっくり返す。

　クラス中の注目が集まる中、リーナは「なんでもない、見るな！」と叫(さけ)ぶが、なんでもないはずがなかった。

「どうした、王女」

　珍しく大輝がリーナを気にかける。リーナは「うるさい！」と、とりつく島もないが、大輝は平然と続けた。

「その、必死に机の奥に押し込もうとしているモノが原因か？」

　リーナは真っ赤になって大輝を見上げた。

「貴様、見たのか……!?」

「見ようが見まいが関係ない。そのままにしておくのはもったいないだろ？」

　大輝はリーナを押しのけるようにして、机の中からなにかをとりだし、真吾に放ってよこす。

　受け取ったそれは、ズシリとした重さのある弁当箱だった。

　真吾は弁当箱とリーナの顔を見比べた。

　リーナの机の上には、自分のものらしい弁当箱が置かれている。そして、もう一つが真吾の手の中にあるということは……。

「ち、違う！　それは、その……、き、きょうのわたくしは、腹の調子が悪いのだ！　だから、弁当を二つ食べるつもりで持ってきたんだ！」

「調子が悪くて二つか。いつもは一つだったような気がするがな」

　揚(あ)げ足(あし)をとる大輝をキッと睨(にら)みつけて、リーナは真吾の元に突進してきた。

「だいたい、貴様にはホノカからもらった弁当があるのだろう!?　だったら二つもいらないはずだ！　さあ、返せ！」

　凄(すご)い剣(けん)幕(まく)のリーナをポカンと見つめながら、真吾は弁当の重さを確かめる。

　リーナの弁当箱よりも、一回り以上大きいだろうか。リーナの態度と合わせて、これが真吾のために持ってきたものだということがわかる。けれど、真吾には穂香からもらった弁当がある。

　リーナとしては、穂香に先を越されていたことが悔しいのかもしれない。だからこそ、真吾のために持ってきたと認めるのを、プライドが許さない。

　真吾は理解した。

　これは、歩み寄りの一環なのだ。

　真吾とリーナは、風習の違いから、ムリヤリ婚約者にされてしまった。認め合っての婚約でないため、お互いになじりあうような関係を続けてきた。

　けれど、それではダメなのだと、リーナは思い直した。

　婚約関係が破棄できないなら、歩み寄るべきだ。いいところを見つけて、認め合えるような、本当の意味での婚約関係になればいい。

　その決意を見て取って、真吾も歩み寄ることを約束したのだ。

　しかし、それでどうして弁当を持ってくることになるのかがわからないが、リーナの努力はムダにはできなかった。リーナが努力したのなら、自分もそれに応えるよう、努力しなければ。

「リーナは、腹の調子が悪いんだろ？」

「そ、そうだ」

「ところが今日の俺は、とってもおなかが空いてるんだ。それこそ、弁当が二つくらい、平らげられるほどに」

　ビックリしたような目で、リーナは真吾を見つめた。

「そう、なのか？」

「ああ」

「二つ、いけるのか？」

「余(よ)裕(ゆう)」

　重さから推測すると、一つだけでも余裕とは思えなかったが、こうでもしなければ、リーナは意地でも弁当を奪い返しに来るだろう。

「なら、しかたがないな」

　案(あん)の定(じよう)、渋(しぶ)々(しぶ)ながらもリーナは弁当の奪(だつ)還(かん)を諦めたようだ。

　ぎこちない動きで自分の弁当を取って、リーナは真吾の向かいに腰を下ろした。

「……真吾くん」

　横から、清美が袖(そで)を引っ張る。

「……おなか、すいてるんだよね？」

「う、うん」

　イヤな予感がした。

「……私、全部は食べられないから」

　と言って、桃の缶詰を差し出してくる。やっぱりか。

　すぐ脇で、大輝はニヤニヤと一連のやりとりを見守っている。真吾が次に、どういう行動に出るのか、すっかりお見通しの顔だった。

　大輝のことは腹立たしいが、真吾は腹を括(くく)るしかなかった。

　こうなれば、全員の気持ちを一手に引き受けよう。

　ヤケ気味に意を決するが、ふと、自分の行動に疑問を覚えた。

　穂香の気持ちを知った上で弁当を受け取り、リーナと歩み寄るために努力をし、清美のことを気(き)遣(づか)ってムリをする。

　これではまるで、八方美人ではないか。女の子全員の機(き)嫌(げん)をとるために、行動しているように見える。

　真吾は不安を覚えた。

　穂香には、告白された上で、返事を待たせている。リーナとは、いい関係を築(きず)くために歩み寄ると約束した。清美とは、ずっと側にいると約束した。自分の言動を振り返れば振り返るほど、女心を弄(もてあそ)ぶ悪い男のように思えてくる。

　このままでいいのだろうか？

　三人との関係をこれより深めようとしたら、誰かが必ず、おざなりになる。そう、最初からずっとつきまとっていた問題ではないか。

　誰かを選べば、誰かを突き放すことになる。

　これでは、自分を追いつめているだけではないか。

　いや、もっとひどい。

　最悪の場合、女の子三人の気持ちを、手ひどく裏切ることにもなりかねない。

　彼女たちを想う気持ちが、逆に彼女たちを傷つけているのかもしれない……。

　思考の泥(どろ)沼(ぬま)にはまり込みそうになる真吾だったが、ふと、大輝が眉(まゆ)をひそめ、無言で携帯を覗き込んでいることに気がついた。

　飄(ひよう)々(ひよう)としたこの男が眉をひそめるというのも珍しいので、真吾は声をかけた。

「どうしたんだ、マジメな顔して」

「俺はいつだってマジメだ」

　そう言いながら、携帯を差し出した。

「臨(りん)時(じ)ニュースが入ったんだ」

　大輝が無言で眉をひそめるほどのニュース。

　真吾はまたイヤな予感がした。

　清美とリーナも、興味を引かれたのか、一(いつ)緒(しよ)に覗き込む。

　携帯のディスプレイには、「緊急火山情報」という見出しの後に、こう書かれていた。




　富士山が大(だい)噴(ふん)火(か)、と。




４




　富士山の噴火は、真吾たちの住む県(あがた)町(ちよう)には直接的な被害をまだ出していない。

　しかし、日本中の火山が活動をはじめており、そのいくつかが県の近くにもあるということで、学校は午後の授業を待たずに休校となった。

　自宅待機を厳(げん)命(めい)されて学校を後にした真吾たちだったが、向かった先はいつもの河原(かわら)だった。

　示し合わせたわけでもないが、「選ばれし者たち」は全員、集まっていた。

　まず、浪(ろう)人(にん)生(せい)の松(まつ)川(かわ)淳(じゆん)が、ネットやテレビなどから得た情報を報告した。

「ひ、被害は、結構出てるんだな」

　死者こそ出ていないものの、噴火に伴(ともな)う地震により、数百人ほどの怪(け)我(が)人(にん)が出ているという。予(あらかじ)め避難指示が出ていたため、この程度の被害ですんだようだ。

　しかし、富士山近隣の町は、ほとんどが火(か)山(ざん)弾(だん)にやられ、ほぼ壊(かい)滅(めつ)状態だという。

　噴火と地震の影響、さらに、降(こう)灰(かい)によって、東(とう)名(めい)高(こう)速(そく)と中央自動車道、及(およ)び一部の一般道が通行止めになり、混乱に拍(はく)車(しや)をかけている。

　火山灰は早ければ今夜中にでも、首都東京にも降り注ぎ、大規模な混乱が予想されているらしい。

　しかも、富士山の噴火を境(さかい)に、日本全国の火山活動が活発化、いつ爆発を起こしてもおかしくない状態だという。事実、長野と群馬の県境にある浅(あさ)間(ま)山(やま)も、つい先ほど、噴火したとの情報が入った。これを受けて政府は非常事態宣言を発令。日本全国に、危機的状況であることを訴(うつた)えた。

　もちろん、同様のことが世界中で起こっていた。国内の情報収集が優先されているため、海外の情報は少ないが、やはり、噴火する火山が続出しているらしい。

　選ばれし者たちの表情が引き締まる。

　ついに、終わりの始まりがやってきたのだ。

「一つずつ、確認していきましょう」

　穂香が進行役を務める。

「まず、この地震と富士山の噴火は、世界の危機の予(よ)兆(ちよう)である」

　全員、頷く。

「そして、危機の元(げん)凶(きよう)は、私たちの足下に埋(う)まっている――封(ふう)印(いん)されている、大(だい)魔(ま)王(おう)にある」

　この近辺には、大魔王にまつわる言い伝えが数多く残されている。これまでの調査と、世界を救ってきた際の出来事から、地下深くには大魔王が眠っているのではないかという結論に達していた。

　大魔王が、復活しつつある。その予兆が、頻発する地震であり、火山の急な活発化でもあるのだ。

「日本の霊(れい)峰(ほう)、富士山が噴火したということは……」

「いよいよ、復活へのカウントダウンが始まったということだな」

　人語を解す犬のタロウが、後を引き継ぐ。

「おそらく、これから被害は拡大していくはずだ」

　火山の噴火に伴い、大規模な地震も発生する。人類は、かつてない天(てん)変(ぺん)地(ち)異(い)に見舞われることになるのだ。

「天変地異程度ですめばいいけどな」

　楽(らつ)観(かん)的(てき)になれないのは、小学生の八(やつ)坂(さか)光(みつ)夫(お)だ。

「大魔王の復活と同時に、地球が真っ二つ、くらいは覚(かく)悟(ご)しておいたほうがいいかもな」

　その可能性は、信じたくはないが捨てきれない。

「うにゃっ!?」

　突然、つまらなそうに話を聞いていたネコ娘の美(み)也(や)が声を上げた。

「じめんがゆれてるのですぅ」

「えっ？」

　みんな、立ち上がって地面を見つめる。かすかにだが、揺れを感じる。

　揺れ、というよりは、震動といったほうが近い、細かい動きだった。

「なんか、いつもの揺れと違うな」

　真吾が指摘したとたん、ドォォォォンという鈍(にぶ)く低い音がして、空気の振動が真吾たちを揺さぶった。

「な、なんだ!?」

　周囲を見回すと、彼方(かなた)に見える山間の一角から、大きな煙が吹き出しているのが確認できた。

「まさか……」

「噴火!?」

　淳がすぐに携帯を取り出して情報を受信する。

　しばらくして、淳は告げた。

「や、焼(やけ)岳(だけ)が、ふ、噴火したんだな」

　焼岳は、県町から三〇キロも離れていない、比(ひ)較(かく)的(てき)近(ちか)場(ば)の火山だ。その焼岳が、水(すい)蒸(じよう)気(き)爆発を起こしたらしい。

「この距離で空気を揺さぶるくらいの爆発音ってことは……」

「もっと近くにいる人たちは、どうなったんだ……？」

　避難指示は出ているはずだから、人的被害はそれほどないはずだ。それでも、家(か)屋(おく)の損(そん)壊(かい)は免(まぬが)れないだろう。

「こりゃあ本当に、危機的状況じゃないか？」

　光夫の言葉に触発されたわけではないが、今さらながらに、実感が湧(わ)いてくる。

　世界規模で、避けようのない危機が迫っている。その危機に対抗できるのは、この場にいる七人と一匹だけだ。

「話を戻しましょう」

　穂香の提案に、みんなは素直に従った。騒いでもしかたがない。自分たちができることを、まずはするべきだ。

「大魔王の復活には、私たち『選ばれし者』も関わっていると思います」

　穂香はいくつかの根(こん)拠(きよ)を持ち出した。

　まず、魔(ま)神(じん)の存在が挙げられる。魔神を倒すごとに地震の頻(ひん)度(ど)や規模が大きくなり、火山の活動も活発になってきた。これは、魔神が大魔王を封じる結(けつ)界(かい)のような役割を果たしていたということが推測できる。

　次に、自分たちのことだ。

　選ばれし者のほぼ全員が、魔神と関わりを持っているか、もしくは、魔神に関わりのある場所の近くに住んでいる。神様によって適当に選ばれたように見えるが、魔神が大魔王を封じる結界の役割を持っているなら、その結界を解くために選ばれたのではないだろうか。

　さらに、県という地名。

　全員が、「県」という地名のつく場所で生まれ、育っている。また、神が力を与えた「県(あがた)巫(み)女(こ)」と呼ばれる人々が、魔神らしき鬼(おに)や怪(かい)異(い)を退治してきたという言い伝えが、県周辺には多く残っているのだ。

「魔神と私たちには関わりがあり、県には魔神の伝(でん)承(しよう)が多く残っている。そして私たちは、県巫女と同じように、魔神を倒してまわっている。これらに繋(つな)がりがあって、結果として世界が滅亡に向かっているというなら、一つの方向性が見えてきます」

　一つ間を置いて、穂香は言った。

「いま起きている、そしてこれから起きようとしている世界の危機は、神様が仕組んだということです」

　それは、誰もが頭の片(かた)隅(すみ)で疑(ぎ)念(ねん)として抱いていたものだ。けれど、こうして言葉にしてみると、改めて事の重大さが認識できる。

　神の指示に従って、真吾たちは世界を救ってきた。けれど、世界を救えば救うほど、滅びの足音が近づいてくる。この一点だけをとっても、穂香の推測は間違いであると断言はできないのだった。

「その神様が、最後の場所を示してきました」

　真吾の通う、県ヶ丘高校である。

　神が世界の滅亡を仕組んだというなら、そこへ行くことは、また世界の滅亡が近づくということにもなる。しかし、魔神のような脅(きよう)威(い)があるならば、行かないわけにもいかなかった。

　こうしてみると、まさに八(はつ)方(ぽう)塞(ふさ)がりの状態である。

　真吾たちが魔神を倒せば、大魔王の封印が解ける。魔神を倒さなければ、魔神の力によって、世界は危機に陥る。そして真吾たちは、目の前の危機である、魔神を倒さないわけにはいかない。大魔王の復活を前提にすると、やはり仕組まれたとしか言いようのない状況である。

「それで、真吾くん、なにか情報は得られましたか？」

「情報としては怪(あや)しいけど、それっぽいのなら入手できたよ」

　学校中を調べるまでもなく、大輝に問いかけたところ、体育館の地下室が怪しい、という答えが返ってきた。

　県ヶ丘の体育館に、地下室など存在しない。情報源はどこにでもある学校の七不思議で、体育館には存在しないはずの地下室があり、なんらかの条件が揃(そろ)うと、地下室への扉が開くというものだ。その地下室へ足を踏(ふ)み入(い)れたものは、二度と戻らないという典(てん)型(けい)的(てき)なおまけまでついている。

　体育館の隠し扉ということで、みんな美須々ヶ丘の体育館での出来事を思い出したようだ。穂香によって体育館の秘密の小部屋が発見されたのだ。今回も、それと同じ線かもしれない。

「それでは、夜を待って校内に侵(しん)入(にゆう)ということだな」

「で、でも、す、すんなり入れてもらえるんだか？」

「そこは大輝がどうにかしてくれるそうなんで、大丈夫だと思います」

　どうやってどうにかするのかはわからないが、あの男がどうにかすると言ったら、本当にどうにかするのだろう。

　それに、体育館は校舎自体とは別にある。鍵さえどうにかすれば、どうとでもなるのかもしれない。

「俺たちにできるのは、夜まで待つことか……」

　光夫が焦(じ)れたように地面を蹴(け)り上(あ)げる。

「とはいえ、現場に行ってみたら、神様と最終決戦って展開もありえるからな。気を引(ひ)き締(し)めていこうぜ」

　残る封印は、あと一つ。

　穂香の中にいる、謎(なぞ)の独(どく)立(りつ)思(し)念(ねん)体(たい)、グランディオーソが言っていた。

　その封印が解けるとき、世界は真の滅びを迎えるだろう、と。

　神が本当に世界の滅びを、大魔王の復活を望んでいるとするなら、大魔王を封じる最後の封印を解くために、自ら出てくる可能性はじゅうぶんにあるだろう。

　となると、気になるのはもう一人の神である。

　リーナの世界の守護者である、トランクィロだ。

　トランクィロと地球の神であるラメントは、敵対関係にあるらしい。

　しかし、最近になって、トランクィロとは音(おん)信(しん)不(ふ)通(つう)になっているのだ。

「やっぱり、連絡は取れないのか？」

「ああ、さっぱりだ」

　リーナは難しそうな表情で答えた。

　リーナに大小様々な指示を出し、アドバイスをしてきた神である。この切(せつ)迫(ぱく)した事態を前に、連絡が途(と)絶(ぜつ)するというのはただごとではない。

「そうだ、一つ報告しておかねばならんことがある」

　思いだしたように、リーナはスカートのポケットから一枚の写真を取り出した。

「その写真は？」

「この前の文化祭で撮った写真だ」

　穂香のクラスメイトたちとの集合写真である。確かこの写真には、リーナの許嫁(いいなずけ)だったフォルスという男を、真吾の力で閉じこめたはずだが……。

「あれ？」

　そのフォルスの姿が、どこにもなかった。

「いったい、どういうことだ？」

「わたくしにもわからん」

　元許嫁とはいえ、オクターヴァ王家に近い筋の男である。あまりぞんざいな扱いはできないため、城の宝物庫で厳重に保管していたという。

　しかし、今朝になって様子を見に行ったところ、フォルスのいないこの写真が安置されていたのだという。

「別の写真、ってことはないよな？」

「写真はこれ一枚しかもらっていない。それに、ネガとやらを持っているのは真吾の友人だろう？　すり替えられたとしたら、そいつがわたくしたちの世界に来たことになる」

　リーナたちオクターヴァ人が地球にやってくるのは、比較的容易である。しかし、彼らの協力なしで、真吾たち地球人がオクターヴァへ赴(おもむ)くことができるとは思えない。

「となると、誰かがフォルスを写真の中から助け出した……？」

　そんなことができるのは、写真の中に閉じこめた真吾くらいである。あるいは、真吾に力を授けたラメントか、それと同等の存在であるトランクィロか。

　どちらにせよ、重大な出来事だ。ラメントがフォルスを救ったのなら、二人は内通しているか、なんらかの協力体制にある。それに、異世界の神がリーナたちの世界に侵入していることにもなるのだ。

　逆にトランクィロがフォルスを救った場合でも、不(ふ)穏(おん)で不可解なことが多すぎる。姿を隠しているにもかかわらず、なぜ、わざわざフォルスを救ったのか。どうしてそのことを、リーナも含めて誰にも伝えなかったのか。

「フォルスの行方(ゆくえ)は？」

「まったく摑(つか)めん」

　また一つ、疑(ぎ)惑(わく)が加わった。

　どうしてフォルスは、行方をくらましているのか。

　きな臭(くさ)い匂(にお)いばかりが漂(ただよ)ってくるようだった。

「……美也」

「はいなのです」

「岩(いわ)坂(さか)さんは……、美也の御主人様は、どこに行ったかわかる？」

　岩坂とは、美也を拾って共に行動していた魔神である。真吾たちと戦ったこともある男だが、いまは自分の気持ちを整理するために、どこかを放浪しているはずだった。

「……うまれこきょうにいってみる、といってたのです」

「生まれ故郷？」

「ミヤをひろってくれたばしょなのですぅ」

　詳しく聞いてみると、ここからそんなに離れていない場所だった。一時間以上はかかるが、電車で一本だ。

「美也、岩坂さんのところに行くんだ」

「うにゃ？」

　どうして、と言うように首を傾げる。

「これからはきっと、激しい戦いになる。美也を守ってやれる自信が俺たちにはない。だから、美也は岩坂さんのところへ避難してくれ」

　きつい言い方をすれば、美也は足手まといになる。誰かを守りながら戦えるほど、真吾たちは強くない。ならば美也は御主人様と慕う岩坂のもとへと遠ざけるべきだ。岩坂は真吾たちよりも遙(はる)かに強いから、そうしたほうがいいのは明白だった。

「にゃぁー」

　美也は不満そうに鳴いたが、次に出てきた言葉は意外なものだった。

「シンゴさまがいうのなら、ごしゅじんさまのところにいくのですぅ」

「美也……」

「それが、ミヤにできることなのですね？」

「あ、ああ……」

　不満がないわけではないだろう。それでも素直に従うのは、美也も美也なりに、事の重大性を、危機的状況を認識しているのかもしれない。

　美也には、淳が付き添うことになった。岩坂を捜(さが)すのに時間がかかっても、淳なら瞬間移動ですぐに戻ってこられる。

「でも、やくそくしてくださいなのです」

　美也は真吾の服の裾(すそ)を摑んで、見上げてきた。

「ぜったいに、ミヤをむかえにきてくださいなのです」
















「……ああ、約束する」

「うにゃぁ！」

　美也は嬉(うれ)しそうに真吾の胸に飛び込んだ。普段なら慌てて引きはがしにかかるリーナも穂香も、ただ黙(だま)って見守るだけだった。







[image: ]




１




　美(み)也(や)を見送ってから、真(しん)吾(ご)たちは一度解散した。体調の悪い清(きよ)美(み)を連れて行くわけにもいかず、まずは家に帰す必要があったのだ。

　それから示し合わせて再び、夜の一〇時に、県(あがた)ヶ丘(おか)高校前に集合した。

「松(まつ)川(かわ)さん、岩(いわ)坂(さか)さんには会えました？」

「そ、それが……」

　結局、岩坂には会えなかったという。

　ただ、岩坂が住んでいた家があり、中に入ることができた。居(い)間(ま)のテーブルには昨日の日付の総(そう)菜(ざい)が残されており、ここで寝起きをしているのは間違いないようだった。

　ぎりぎりまで岩坂を待ったが、ついに姿を見せず、時間になったため、美也を置いて戻ってきたのだ。

「美也さん、大丈夫でしょうか……」

「俺(おれ)たちにはもう、岩坂さんに会えることを祈るしかできないよ」

「ひとまずは、目の前のことに集中しようぜ」

　光(みつ)夫(お)が手を打って、意識を向けさせる。

　夜の校舎は、季節を問わずに不(ぶ)気(き)味(み)である。

　というのが定番の言い回しだが、今夜の県ヶ丘は少し趣(おもむき)が違った。

　職員室に、まだ明かりが灯っているのだ。

「こんな時間まで残ってるのかよ……」

「大(だい)輝(き)が言うには、噴(ふん)火(か)について会議してるみたいだけど……」

　直接の被害がないとはいえ、日本中で火山活動が発生しているのだ。引き続き休校にすべきか、それとも通常通りに授業を続けるべきか、火山の状況と合わせて、協議が続いているのだろう。

　学校は、地域の避難場所にも指定されている。そのあたりの対応についても、話し合われているのかもしれない。

「ま、会議に夢中になっててくれれば、体育館のほうまで気が回らないだろうさ」

　光夫に促(うなが)され、真吾を先頭に体育館へと向かった。

　どうやったのかはわからないが、体育館の扉(とびら)は開いていた。素早く入り込んで扉を閉めると、懐(かい)中(ちゆう)電(でん)灯(とう)の明かりを頼(たよ)りに、ステージの方へと向かう。

「七不思議によると、ステージの下に、秘密の小部屋があるらしいんだけど……」

　もちろん、ざっと見回しただけではみつからない。

　真吾はステージの上に乗ってみた。小学生のときならともかく、中学高校でこんな所に登る機会はめったにない。場合が場合でなければ、もっと違った感(かん)慨(がい)があったんだろうなと思いながら、ステージを隅(すみ)々(ずみ)まで探(さぐ)っていく。

　と、誰(だれ)かに呼ばれたような気がした。すぐ側(そば)にいた穂香(ほのか)も視(し)線(せん)を上げて、顔を見合わせる。

「聞こえました？」

「ああ」

　他の連中は、秘密の小部屋を探すのに夢中になっている。聞こえたのは二人だけらしく、誰かが呼んだわけでもないようだ。

「真吾くん、こっちです」

　ステージの中央で、穂香は膝(ひざ)をついて、床をまさぐる。誰かが、なにかが呼んでいる。そんな気がしてならない。

　真吾も一(いつ)緒(しよ)になって、呼びかけてくるなにものかを探した。

「あっ」

　穂香が声を上げる。真吾に目を向けたときには、手が触(ふ)れた床(ゆか)が光り出していた。

　一瞬の閃(せん)光(こう)。

　そののちに現れたのは、地下へと通じる階段だった。

「これか……」

　真吾はみんなを呼んで、慎(しん)重(ちよう)に階段を降りていった。

　たどり着いたのは、噂(うわさ)どおり小さな部屋だった。真吾たち全員が入ると、部屋の三分の一が占領されるほどだった。

　その奥。

　みすぼらしい台座の上に、両手で包み込めそうな大きさの石が置かれていた。

「やっぱりか……」

　よく観察するまでもなく、石には不可解な紋(もん)様(よう)が描(えが)かれていることがわかった。

　世界に滅(めつ)亡(ぼう)を招くと言われている、魔(ま)神(じん)が使う紋様だ。おそらく、ここにもまた、魔神が封(ふう)印(いん)されているのだろう。

「どうするんだ？」

　光夫が訊(き)くが、考えどころだった。

　これまでの流れからすると、この石は魔神を封じるのと同時に、大(だい)魔(ま)王(おう)を封印する役目も果たしているはずだ。となれば、うかつに触れて、封印を解くことはできない。かといって、このままにしておくのも、後でどんな災(わざわ)いをもたらすかわからない。

「どうせ、災いは起こってるんだ」

　放っておくよりは、状況の進展にかけるしかなかった。待っているのは、世界の救済か、はたまた滅亡か。

　どちらにせよ、突き進むしかなかった。

　真吾はゆっくりと手をかざし、石に触れようとした。

　そこへ。

「待ってください」

　真吾を引き止める声が、背後から上がった。

　全員が振り向くと、真吾の担任である梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)が階段を降りてくるところだった。
















「せ、先生……？」

「その石に触れてはいけません」

「えっ？」

　かつてないほど緊(きん)迫(ぱく)した様子で、真吾を牽(けん)制(せい)する。

「その石に触れると、最後の封印が解けてしまいます」

　真吾は驚いた。

「どうして、それを……？」

　柚子は穂香たちの脇(わき)を抜け、真吾の前に立ちはだかる。

　柚子は、どこからみてもいつもの柚子だった。険(けわ)しい表情はしているが、何者かに操(あやつ)られたりしている様子もない。

　柚子は手を払って真吾を遠ざけると、髪(かみ)を掻(か)き上(あ)げてから、言った。

「梓川柚子はこの世界での仮の姿。私の本当の名は、あなたたちもよく知っているものです」

「まさか……、ラメント？」

「いいえ、そちらではありません」

「じ、じゃあ……」

　リーナが、息を呑(の)んだ。

「我が名はトランクィロ。異世界オクターヴァの神であり、この世を統(とう)治(ち)する神々の一(ひと)柱(はしら)です」




２




　長い間、沈(ちん)黙(もく)が流れた。リーナに至っては、わなわなと体を震(ふる)わせている。その衝(しよう)撃(げき)は、真吾たち以上だろう。どう接していいかわからないというように、真吾に目で助けを求めてきた。

「神様、ですか……」

「はい」

　今日まで自分の担任だった女性である。リーナほどではないが、ショックは大きい。

「いったい、どういうことなんですか？」

「どこから、話しましょうか？」

　訊きたいことはいっぱいある。問(と)い質(ただ)したいことも山ほどだ。けれど、あまりにも突然すぎて、思考が追いつかない。言葉すらうまく組み立てられない。

　代わりに、穂香が前に進み出て、柚子と、いや、トランクィロと対(たい)峙(じ)した。

「一番重要なところから訊いていいですか？」

「いいですよ」

「あなたは、私たちの味方なんですか？」

　直球ど真ん中な質問だった。あまりに直球すぎて真吾たちは慌(あわ)てたが、一番訊いておかねばならないことであるのも確かだった。

「味方だ、と言って素直に信じてくれますか？」

　それはムリだった。地球の神を敵だと認識しているいま、異世界の神を信用できるほど、真吾たちは無(む)警(けい)戒(かい)ではなかった。

「まあ、信じてもらうしかないんですけどね」

「待ってください」

　リーナが声を上げる。

「どうしました、リーナさん」

「その……、不(ぶ)躾(しつけ)な質問をお許しください。敵味方以前に、わたくしには、確証がもてないのです」

「確証？」

「あなたが、本当に、トランクィロ様なのか、どうかということが……」

　最後のほうは尻(しり)すぼみになっていく。本物であれば、相当罰(ばち)当(あ)たりなことを言っている自覚があるのだろう。

　しかし、柚子はニッコリと微笑(ほほえ)んだ。

「そうですね。それくらい慎重でないといけません。いいでしょう、証(しよう)拠(こ)をお見せします。いえ、お聞かせしますね」

「は、はい、おねがいします」

「これはリーナさんにしかわからないことですが……」

　と言って、リーナの耳元に口を寄せる。

「あなたのお母さんの身長、体重、スリーサイズですが……」

　リーナはギョッとして目を剝(む)き、さらに囁(ささや)かれた何ごとかで、目を白黒させた。

「……わたくしのこと、信じてくれましたか？」

「は、はい」

　ぎこちなく頷(うなず)くリーナに、真吾たちはビックリした。

「お、おい、そんなことで信じていいのかよ」

「お、お母様のスリーサイズは、わたくししか知らないはずなのだ。お、お父様ですら、知らないのだぞ？」

　オクターヴァでは、体のサイズを数値化することはしていないという。地球に来て、そうしたサイズを数値化することを知ったリーナの母親は、試しに計ってみて、地球の平均的な数値と比べてみたのだという。

　その二人しか知らない秘密を知っているとすれば、神だけだ。

「そんな理由でいいのか……？」

「そんなとはなんだ！　いいから信じろ！　そして敬(うやま)え！　この方は、真に我らの神、トランクィロ様なるぞ！」

　リーナが力(りき)説(せつ)するのだから、その通りなのだろう。

　おかげでというわけでもないが、少し落ち着くことができた。

「続けて、いいですか？」

「どうぞ」

　トランクィロと認定された柚子に促され、穂香は口を開いた。　

「そこに、魔神の紋様が描かれた石がありますね？　その石に真吾くんが触れると、最後の封印が解ける。それは間違いないんですね？」

「間違いありません」

「そして封印というのは、魔神のことではなく、大魔王のことですか？」

「その通りです」

「そしてあなたは、大魔王の復活を阻(そ)止(し)したい？」

「はい」

　よどみなく、ハッキリと答える。

「その理由はなんですか？　異世界の神様が、地球を滅ぼしたくないわけでもあるんですか？」

「あると言えばありますし、ないと言えばないですね」

「どういうことですか？」

「順を追って説明します」

　構図としては、いたってシンプルなものだった。

　この世界の神であるラメントが、大魔王の復活を目(もく)論(ろ)み、暗(あん)躍(やく)している。その手(て)駒(ごま)として、選ばれし者たちを利用し、また大魔王を封じた魔剣ブルレスケを狙(ねら)って、地球とオクターヴァを繋(つな)いだということだった。

「やっぱり、二つの世界が繋がったのはあいつのせいなのか！」

　光夫が悔しがる。

　最初から、胡(う)散(さん)臭(くさ)くはあったのだ。けれども、飄(ひよう)々(ひよう)とした態度と、ふざけた言動のせいで、「そんなものか」という気持ちになっていたのだ。いまにして思えば、しっかりと騙(だま)されていたことになる。

「じ、じゃあ、ぼ、僕たちは、だ、大魔王を復活させるために、り、利用されていただけなんだか？」

「そのようですね」

「なんのために、私たちを利用したんでしょうか？」

「それは、少し複(ふく)雑(ざつ)で長い話になります」

　いまから三〇〇〇年ほど前、と前置きする。どこかで聞いた前置きだなと思いながら、真吾は耳を傾(かたむ)けた。

「いまから三〇〇〇年ほど前、外(そと)宇(う)宙(ちゆう)から謎(なぞ)の生物がオクターヴァに襲(しゆう)来(らい)しました」

　柚子が話し始めたのは、オクターヴァの成り立ちだ。確か、この戦いでオクターヴァ人は滅亡寸前まで追いつめられたが、たまたまオクターヴァに存在した魔(ま)剣(けん)をトランクィロが発見し、オクターヴァ人の少女に与え、謎の生物を撃(げき)退(たい)した。その少女こそが、リーナの祖先であり、オクターヴァの初代女王だったという話だ。

「謎の生物……、魔神、ですね」

「そうですが、みなさんが調べたことと併(あわ)せれば、もう一つの事実が見えてくると思います。魔神とはなんなのか。どうやって生まれてくるのか。あなたたちはもう知っているはずです」

　この県の地には、大魔王にまつわる多くの言い伝えが残されている。地の底深くに眠る「なにか」の力が地上に漏(も)れ、それが魔神となって人々を襲(おそ)ったというのだ。

「まさか……」

「そうです」

　柚子は頷いた。

「魔神は大魔王の力の一部が人の形を取ったもの。正確には、大魔王の肉体の欠片(かけら)が、魔神となるのです」

　大魔王の、力の一部……。

「もう一つ、頭に入れておかねばならない事実がありますね。大魔王の肉体の欠片が魔神となるなら、オクターヴァを襲った際、大魔王は自らの体を刻(きざ)んで魔神を生みだしたことになります。でも、そんなことをする必要がありますか？　自らを傷つけるようなことを、みなさんならしますか？」

　しないし、したいとも思わない。けれど、それがどうしたというのだろう。

　不思議そうな顔をする真吾たちを一(いち)瞥(べつ)して、柚子は答えた。

「大魔王も、最初は魔神を生み出す気はなかったのです。そう、魔剣に討(う)たれるまでは」

「えっ？」

　魔剣に、討たれる？

　大魔王が？

「オクターヴァを襲ったのは魔神ではありません。大魔王そのものなのです」

　大魔王がオクターヴァを襲い、リーナの祖先が魔剣を使って撃退した。その際に飛び散った大魔王の肉体の欠片が、魔神となって再度、オクターヴァを襲ったのだ。

「ちょっと、いいですか？」

　穂香がおずおずと手を挙げる。

「魔剣は、神殺しの剣ですよね？　それを使って大魔王を倒したということは……」

　真吾はハッとした。それは、前から自分も抱いていた疑問だった。

　トランクィロは重々しくうなずいた。

「神々の中でも、破壊と殺(さつ)戮(りく)を好む神を、私たちは忌(き)避(ひ)と侮(ぶ)蔑(べつ)を込めて、また差別化もするために、大魔王と呼んでいます。つまり……」

　神と大魔王は、同じ存在だということだ。だからこそ、神殺しの剣であるリーナの魔剣が、重要な意味を持っているのだ。

「私は、倒した大魔王を封印することにしました」

　魔剣は、神を殺すことができる。しかし、完全な消滅を与えることはできない。何度殺しても、肉体と魂(たましい)がある限り、大魔王は必ず蘇(よみがえ)ってしまう。

　だから、トランクィロは死んだ大魔王を復活させないように、未開の惑(わく)星(せい)だった地球に封印しようとした。だが、大魔王は最後の力を振(ふ)り絞(しぼ)って魂と肉体を分離。魂はラメントの手に渡ってしまったのだ。

「封印はできました。けれど、完全ではなかった」

　万(ばん)全(ぜん)を期すには、一度封印を解いてから、再び封印を施(ほどこ)す必要があった。けれど、その隙(すき)をラメントがついてくるのは目に見えていたし、へたをすれば、魂と肉体が一つになり、大魔王が蘇ってしまうおそれもあった。

　だから、トランクィロは封印に結(けつ)界(かい)を張った。完(かん)璧(ぺき)ではないが、ラメントでも容(よう)易(い)に封印が解けないようにした。少なくとも、地球が太陽に飲み込まれる数十億年後までは、封印できるはずだった。

　ところが最近になって、結界が破られた。

「つい最近のことだから、みなさんも覚えてますよね？　富士山周辺での失(しつ)踪(そう)事件。その失踪者が、結界の役目を果たしていたのです」

「神(かん)林(ばやし)……」

　光夫が唸(うな)る。

　その結界を解いたのは、光夫のクラスメイトである神林祥(しよう)子(こ)だ。

　彼らは代々、結界としての役目を担い、生活していた。それが、神林祥子が手に入れた魔法石によって力を吸われることにより、結界が解けてしまったのだ。

　その結果、富士山の火山活動が始まることとなった。

　さらに、完全ではないため封印に綻(ほころ)びが生じ、その綻びをこじ開ける役目を負って生み出されたのが、魔神だった。魔神とは、大魔王が生み出した、封印をこじ開けるための鍵(かぎ)なのだ。

　綻びから流れ出る大魔王の力の一部が、強い想いを抱く人間に呼応、同化し、魔神となる。魔神となった人間は、己(おのれ)の目的のために力を振るったが、その多くはラメントの手により封印された。

「封印された？」

　真吾は首を傾(かし)げた。

　魔神を封印したということは、真吾たちも神様から聞いていた。魔神たちも、全部ではないにしろ、神によって封印されたと言っていた。しかし、それではおかしなことになる。

　ラメントは、大魔王の封印を解きたいはずだ。なのに、封印を解く鍵である魔神を封印してしまったのはなぜなのか。

　トランクィロは、弱々しく首を振ってみせた。

「それは、私にもわかりません。他にも、わからないことがあります」

　魔神を封印しながら、どうしていまになって復活させるようなマネをしたのか。

　大魔王を復活させる条件がわかっていながら、どうして、わざわざ真吾たちを利用したのか。

「とにかく、大魔王の復活はすぐそこまで迫っています。ラメントはなんらかの手で、最後の封印を解かせようとするでしょう」

　真吾たちは、トランクィロの背後にある石に目を向ける。

　おそらく、真吾が石に触れれば、最後の封印が解けるのだろう。逆を言えば、触れさえしなければ、封印は解けない。それでは話にならないのだから、ラメントは必ず、なんらかの方法で封印を解かせようとするだろう。

　懐(かい)柔(じゆう)するにしても、力(ちから)尽(づ)くでくるにしても、真吾たちが抗(あらが)えるのなら、問題はない。しかし、相手は仮にも神である。人間と神では、力の差は歴(れき)然(ぜん)だ。

「リーナさん」

「は、はいっ!?」

　いきなり名指しされ、リーナは飛び上がるようにして返事した。

「おそらく、大魔王の復活は避けられないでしょう。私も最後まで抵抗してみますが、この状況ではおそらく、不(ふ)可(か)避(ひ)であると思われます」

「は、はい……」

「そこでオクターヴァの神として命じます。リーナさん、あなたはオクターヴァへ帰りなさい」

　返事をしようとして、リーナはそれを強引に飲み込んだ。

「帰る、ですか……？」

「そうです。あなたが帰るのと同時に、繋がりを持った地球とオクターヴァを切り離します」

　寝耳に水だった。

　衝撃的な言葉が、サラリとトランクィロの口からこぼれていった。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「なんですか、宮田くん」

　普段の国語教師の口(く)調(ちよう)で、真吾の発言を促す。

「繋がった世界を、切り離すんですか？」

「そうです」

「そんなことができるんですか？」

「私たちにとっては簡単なことです」

「じ、じゃあ、リーナとの関係を絶(た)った上で、世界の繋がりを断ち切って、綻びを繕(つくろ)うしかないっていうのは……」

「ラメントが、そんなことを言ったのですか？」

　正確にはグランが言ったのだが、大差ないだろう。

「ラメントの意図は明白です。二つの世界を繋げておけば、リーナさんは地球にやってくる。いえ、リーナさんの持った魔剣が、ラメントの手の届くところにやってくるわけです。それを狙って、ラメントは二つの世界を繋ぎ、維(い)持(じ)しようとしたのでしょう」

「じ、じゃあ、あんたはどうなんだよ！」

　相手が神であることも、教師であることも忘れて、真吾は詰(つ)め寄(よ)った。

「私は、これを機会にラメントを探し出し、場合によっては戦うつもりでした。リーナさんが負けた時点では、そのまま世界を切り離す予定でもありました。しかし……」

　予想外の出来事が起こった。

　真吾がリーナのスカートをめくり、婚約関係を築(きず)いてしまったのだ。

「オクターヴァの因(いん)習(しゆう)とはいえ、私が一言声をかければ、婚約関係は破(は)棄(き)できました。しなかったのは、ラメントの息のかかった宮田くんたちとリーナさんが一緒にいれば、いつかはラメントのシッポを捕まえることができると踏(ふ)んだからです。それもそう長くはかからないから、後腐れなく、世界を断ち切ることができるはずだったのですが……」

　トランクィロの視線が、リーナに向けられる。

　リーナは居(い)心(ごこ)地(ち)悪そうに身じろぎして、顔を背(そむ)けた。

「ともかく、リーナさんが戻り次(し)第(だい)、世界を切り離します。そうすれば、少なくともオクターヴァは大魔王の脅(きよう)威(い)から遠ざけることができますからね」

「……し、失礼ながら、トランクィロ様」

　リーナが、顔を背けたまま発言する。

「わ、わたくしには、ブルレスケがあります。これがあれば、大魔王といえども、倒すことができるのでは……」

「不可能です」

　トランクィロはピシャリと断言した。

「あなたがたはまず、大魔王と戦うことすらできずに滅びます」

「か、簡単に言うな！」

　たまらずに、光夫が食ってかかる。

「俺たちがそんなに弱いとでも言うのか!?」

「いいえ、あなたがたは強いです。私たちが思うよりも、あなた方自身が思うよりも」

「じゃあ、なんで！」

「あなたがたは、『県』について調べてきましたよね？　そこで、大魔王の存在を知った。同時に、この世界が危うい状態にあることも突き止めたはずです」

　大魔王が眠るこの地は、いくつものプレートが重なった危険地帯にある。そのプレートこそが、封印の綻び。そしてフォッサマグナは、大魔王の力が溢(あふ)れ出(だ)す力場だった。だからこそ、世界の危機は県という小さな町周辺に集約し、封印を解くための鍵が、ここに集中していたのだ。

　大魔王は、この地の底深くに封印されている。つまり、復活に際しては、地の底から蘇ってくることになる。

「地球が卵(たまご)の殻(から)、その中に、大魔王が眠っていると考えてください」

「まさか……」

　穂香が悲鳴のような声を上げる。

　真吾も、いや、その場にいた全員が絶(ぜつ)句(く)せざるをえなかった。

「大魔王は、この地球という殻を破って復活します」

　予想はしていたはずだった。しかし、現実に突きつけられると、言葉もなかった。

　大魔王は、地球が粉(こな)々(ごな)に砕(くだ)けることによって、復活してくるのだ。

　これでは、戦うどころではない。魔剣を使う暇(ひま)もない。

　リーナは反論できずに、唇(くちびる)を嚙(か)みしめていた。言い返せないことが、真吾にとっても癪(しやく)だった。

「では、封印を解かなければいいのではないか？」

　タロウがわずかな望みをかけて提案する。

「そこにある封印さえ解かなければ、大魔王は復活しないのだろう？　神がどう動くかにもよるが、可能性はあるはずだ」

「残念ですが……」トランクィロは無情にも、首を振った。「もはや、手遅れなのです」

　封印は解けかかっている。最後の封印は、文字通り、最後の楔(くさび)でしかない。世界中で天(てん)変(ぺん)地(ち)異(い)が巻き起こっているが、それは、一度動き出したら止まらない車のようなものだ。封印は解かずとも、天変地異は起こり続け、世界はゆっくりと、滅亡に向かって進んでいく。

「なんだよ、それ……」

　光夫の声も、悲(ひ)壮(そう)感(かん)に彩(いろど)られていた。

「結局、遅かれ早かれ、世界は滅ぶっていうのかよ！」

　トランクィロはそっと目を伏(ふ)せた。それが、答えだった。

「シンゴたちを、オクターヴァへ連れて行くことはできないのですか？」

　重苦しい雰(ふん)囲(い)気(き)を割るように、リーナが口を開く。

　滅亡が避けられないのなら、せめて真吾たちだけでもという心(こころ)遣(づか)いのようだった。

　しかし、これにもトランクィロは首を振った。

「なぜです!?」

　食ってかかるリーナをいなすように、トランクィロは静かに言った。

「封印を解いたとき、復活するのは大魔王の肉体だけです」

　リーナはもちろん、真吾たちも呆(あつ)気(け)にとられた。リーナの疑問とトランクィロの答えが、あまりにも食い違っていたからだ。

「肉体、だけ……？」

「そう。復活するのは、肉体だけです」

　そういえば、最初のほうで、大魔王は肉体と魂に分かれたと言っていたか。

「大魔王の完全な復活には、魂と肉体が一つになる必要があります」

　それはそうだろう。しかし、そのことがどう繋がるのか。

「私はこちらの世界で、ラメントと接触することができました。けれど、彼女とは一定の距離を保ったまま、今日まで過ごしてきました。なぜだかわかりますか？」

　まったくわからない。

　答えを期待していないのか、トランクィロはすぐに続けた。

「大魔王の魂は、ラメントが持っています。いえ、持っているはずでした」

「え？」

「ラメントは、魂を持っていませんでした。すでに、別の場所へ移していたのです」

　どういうことだろう。

　ラメントが魂を別の場所へ移した理由がわからなければ、真吾たちをオクターヴァへ連れて行けないという話にも繋がらない。いや、わかった上で、わからなかったフリをしたいだけなのかもしれなかった。

　認めたくない事実。だから真吾は、先を促した。まったく違う答えを期待して。

「その、別の場所というのは……？」

「それは……」

　答えようとした寸前――。

　真吾を突き飛ばして、穂香がトランクィロに襲いかかった。

「ほ、穂香……!?」

　慌てて止めようとするが、穂香が放った凄(すさ)まじい衝撃波が地面を切(き)り裂(さ)いて、行く手を塞(ふさ)ぐ。

　穂香はトランクィロの襟(えり)首(くび)をつかんで押し切り、背中から壁(かべ)に叩(たた)きつけた。

「そこまでだ、トランクィロ」

「その声は……、グランディオーソ!?」

　神の顔が、驚(きよう)愕(がく)に歪(ゆが)む。

　同時に、二人の姿がこつぜんと消えた。

「な……」

　その場に取り残された真吾たちは、愕(がく)然(ぜん)として立ちつくした。
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　穂香とトランクィロは、見知らぬ場所に移動していた。

　どこかの森の中だろうか。ごつごつとした岩が足の踏み場もないほど転がっており、なぎ倒されたような木々が、燻(くすぶ)りながらそこら中に横たわっている。なによりも、腐った卵のような匂いが鼻をつく。

　穂香はグランによって体の自由を奪われている。ものを見ることはできるし、音を聞くこともできる。五感は穂香も感じることはできるが、体は自らの意思で動かすことができなかった。

　意識はハッキリしていて思考はできる。けれど、自らの意思で視線を動かすこともできなければ、ものをしゃべるということもできないでいた。

　それでも、視界の隅に入ったそれを目にとめて、ここがどこなのかを、穂香は悟(さと)った。

　富士山の麓(ふもと)だ。

　天をつく富士のシルエットが、うっすらと見える。ということは、この匂いは硫(い)黄(おう)の匂いか。岩は富士山から吐(は)き出(だ)された火山岩で、木々はこれになぎ倒されたのだろう。

「久しいな、トランクィロ」

　穂香の観察は、自分の口から漏れるグランの声によって遮(さえぎ)られた。

「三〇〇〇年ぶりか？」

「そう、ですね……」

　トランクィロは、顔をしかめて岩の上に腰を下ろした。どこか痛めたのだろうか。不安定な足場の中で、楽になれる体勢を探すように、身じろぎしている。

「ずっと、彼女の中にいたんですか？」

「ごく最近のことだ。あのお方が手間取ったのでな」

　言ってから、グランは光り輝く剣を、手のひらから作り出す。

「我も少々待ちくたびれた。邪(じや)魔(ま)をするようなら、容(よう)赦(しや)はしない」

　トランクィロは、疲れたような顔で目を伏せた。

「邪魔をするに、決まってるじゃないですか」

「ならば、消えよ」

　言い切るよりも早く、グランは突進する。だが、見えない壁にぶつかったかのように、剣は弾かれた。

「人の姿に身をやつしても、その程度の力はある、か……」

「簡単に消されるわけにはいきません」

　座り込んだまま、しかしほとばしる激情を前面に押し出して、対峙する。

「ある程度は、あなたがたの目的はわかっていました。けれど、どうしても、彼女の立ち位置だけが不明確だったのです」

　彼女……。自分のことだろうかと、穂香は思った。

「他の選ばれし者よりも、ラメントが入れ込み、まるで保護するかのように側にいたこと。いまならその理由がわかります」

　穂香は耳を疑った。

　いま、ラメントが、自分の側にいたと、言わなかったか？

　疑問を吟(ぎん)味(み)する暇はなかった。

　グランが地を蹴(け)った。今度は左手で見えない障(しよう)壁(へき)を叩き割って、無(む)造(ぞう)作(さ)に剣の切っ先をトランクィロの胸元へ突き刺す。

　穂香は悲鳴を上げた。だが、その声はグランに支配されて、誰にも届かなかった。

「は……ぐぅ……がはっ！」

　血が吐きだされる。四(し)肢(し)が弛(し)緩(かん)する。目がうつろになる。

　トランクィロは、薄(うす)れそうになる意識を懸(けん)命(めい)に繋ぎ止めるようにグランを睨(にら)みつけた。

「まだ、終われません……」

　剣を素手で握り締め、強引に引き抜く。

　グランが無言で剣を振り上げる。しかし、次の瞬間にはトランクィロの姿はなかった。

「……逃げたか」

　ポツリと、グランは呟(つぶや)いた。

「だが、あの傷では、なにもできまい」

　その呟きは、穂香に向けられたものだったかもしれない。

　意識の中でだが、穂香はへたり込みそうになった。

　神とはいえ、人の姿をした女性を傷つけたのだ。

　剣を突き刺したときの感触が、ハッキリと残っている。

　彼女は無事だろうか。

　いや、他人の心配をしている場合ではない。自分はこのまま無事に帰れるのだろうか。

「案ずるな」

　穂香の懸(け)念(ねん)は、グランに筒(つつ)抜(ぬ)けだった。尊(そん)大(だい)だが、意外なほど穏(おだ)やかな声で、グランは言った。

「トランクィロさえ邪魔だてしなければ、事を荒立てるつもりはない。それに……」

　何かが、穂香の意識の中に流れ込んでくる。

　それは映像だった。

　それは音声だった。

　それは感情だった。

　それは誰かの意思だった。

　脈(みやく)絡(らく)のないそれらに、穂香は戸(と)惑(まど)う。けれど、時間が経(た)つにつれて、それが意味を持ち始める。一つの流れに集約する。集約した場所に、自分と真吾がいる。

　これは……、これは……！

「わかるか、住(すみ)吉(よし)穂香よ」

　答えられない。

　答えられるはずがない。

　わかっていても、わかってしまっても、答えられるわけがない。

　信じられない。信じたくない。でも、だけれども……！

　無(む)慈(じ)悲(ひ)に、グランは告げる。

「それが、結末だ」

　穂香はガックリと膝をついた。本当に、膝をついていた。

　いつのまにか、体の自由を取り戻したらしい。

　だが、そんなことはどうでもよかった。

　伝えられた事実に、穂香は悲しいほどの絶(ぜつ)望(ぼう)感(かん)を味わう。

　世界は滅びる。それは避けられない、悲劇的な結末だ。

　けれど、それ以上に穂香を打ちのめした事実は……。

「なん、で……？」

　穂香の嘆(なげ)きに、グランは答えない。

「なんで、こんなことに……？」

　涙がこぼれてくる。悔しさに胸が詰まり、怒りに体が震え、しかし、無力感にすべてが駆(く)逐(ちく)されていく。

　避けられない未来。覆(くつがえ)らない結末。

　すべてはそうなるように仕組まれていた。神の手の上で、踊らされていただけだった。

　穂香を打ちのめした事実。

「真吾、くん……」

　穂香と真吾は、絶対に結ばれない。いや――。




　絶対に、結ばれてはならないのだった。
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　穂香はグランの力で、県町に戻ってきた。

　わざわざ穂香が通う美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)女子校の前まで運んでくれたのは、真吾たちと顔を合わせにくい心境を汲(く)んでくれたからだろうか。そうだとしても、とても感謝する気にはなれなかった。

　顔を合わせにくいと思いながらも、心は真吾を欲していた。

　顔を見たい。慰(なぐさ)めてほしい。

　けれど、ダメなのだ。

　もう、頼ることはできない。すがることもできない。

　まともな神経で、真吾の声を聞くことができない。

　そう、あの未来を見てしまった以上は……！

　穂香は一人だった。

　避けられない運命を突きつけられ、誰にも相談できず、誰にも打ち明けられない苦しみを抱えて、孤(こ)独(どく)な道を歩むことしかできなかった。

「誰か……」

　この絶望から救い出してほしかった。

　自分の体を抱きしめ、冷たい夜風以上に凍(こご)える現実から、穂香は身を守ろうとした。なんの役にも立たなかった。ますます孤独な絶望にうちひしがれるだけだった。

「誰か、助けてください……」

　嗚(お)咽(えつ)が漏れる。

　誰かに助けを求めながらも、誰も聞いていないとわかっているからこそ、穂香は声に出して泣いた。

「あれ？」

　そのとき、呑(のん)気(き)な声があがった。

「もしかして、穂香？」

　目を向けると、そこには見知った顔があった。

「せん、ぱい……」

　穂香の先(せん)輩(ぱい)である、武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)だった。

「どうしたの、穂香。こんなところで……」

　言いかけて、泣きはらす穂香の顔に気がついたのだろう。

　なにも言わずに正面から抱きしめ、子供をあやすように肩や背中を優しく叩く。

「なんか、辛(つら)いことがあったんだね」

「…………」

「もしかして、宮(みや)田(た)真吾絡(がら)み？」

　人の温もりを感じることで、少し落ち着いたらしい。

　穂香はどう答えようか迷った。迷えるだけの余(よ)裕(ゆう)ができた。

　理沙は、真吾と穂香のことを知っている。全部ではないにしろ、事情もわかっている。相談するなら、彼女しかいないかもしれない。

「……先輩」

　抱きしめられたままでは話しにくいので、体を離してもらう。

「なに？」

「たとえば、ですけど。たとえば、もし先輩が未来を見ることができるとして、その未来がよくないものだったとします」

「うん」

　突(とつ)飛(ぴ)なたとえだが、理沙は優しく頷いた。

「しかも、その未来は、絶対に変えられない、いえ、絶対にそうなるように仕組まれているんです」

「穏やかじゃないね」

　いつもの軽口で相づちをうつが、表情は真剣だった。

「そうなんです。だけど、先輩は、そのよくない未来を変えたい」

「当然ね」

「じゃあ、先輩は、どうします？」

「どうするって？」

「決められた未来を、定められた運命を、先輩は覆すことができますか？」

　理沙は穂香をまっすぐ見(み)据(す)えた。

　ただのたとえ話ではないということはわかっているはずだ。

　だからこそ、彼女にしては珍しく、言葉を選んでいるようだった。

　長い黙(もつ)考(こう)の末に、理沙は答えた。

「その未来は、仕組まれているんだよね？」

「はい」

「だったら簡単よ。運命を定めたなにか以上に、運命を変える努力をすればいい」

「運命を変える、努力？」

　今度は穂香が考え込む番だった。

　運命は、変えられるのだろうか。

　穂香に突きつけられた運命は、絶対に避けようもなく、変える方法も見つからないものだった。けれど、真吾なら？　自分の仲間たちなら、どうだろう？

　一人では限界がある。でも、みんなで考えれば、もしかしたら……。

　急に勇気が湧(わ)いてきた。一人で絶望に沈んでいたのが恥ずかしく思えてきた。

　そうだ。

　諦(あきら)めちゃいけない。諦める必要はない。

　最後の最後まであがけば、きっと、未来は切り開ける。これまでずっと、そうしてきたのだから。

「あー、穂香？」

　理沙が気まずそうに、でもどこか楽しそうな声で、穂香の頰(ほお)を撫(な)でた。

「目に精(せい)気(き)が戻ったね。私の助言が役に立ったかな？」

「はい！　ものすごく助かりました！」

「うん、そうかそうか」

　満足そうに頷くが、表情が冴(さ)えないのはどうしてだろう。

　理沙は穂香から離れると、バツが悪そうに頭を掻きむしった。

「立ち直りかけてるとこ悪いんだけど、未来は変わらないわよ？」

　いきなり突き放され、とまどう。

「変わらないし、変えられない。どんな努力も報(むく)われない」

「せん、ぱい……？」

　心苦しそうにしながらも、どこか、楽しむような瞳(ひとみ)の色で。

「運命を切り開くことはできない。だって……」

　はっきりと、告げる。

「あなたたちは、神の手のひらで、踊らされているにすぎないのだから」

　穂香はよろめいた。否定されたからではない。神の存在を、神の思(おも)惑(わく)を肯(こう)定(てい)されたからだった。

「どういう、ことですか……？」

「あれ、まだわかんないかなぁ？」

　できの悪い後輩を諭(さと)すように、そのことで愉(ゆ)悦(えつ)に浸(ひた)るように、理沙は言った。

「ヒント、神様」

「えっ？」

「まだダメなの？　じゃあ、特別サービス。ラメント」

　穂香は驚愕の瞳で理沙を見た。

「どうして、その名前を……？」

「それを訊いちゃう？　鈍(にぶ)いにもほどがあるよ？」

「じ、じゃあ……」

　鼻と鼻がくっつきそうになるほど顔を近づけて、理沙は満面の笑みを浮かべた。

「そう、私が、ラメントなんだよ」

　ぐにゃりと、視界が歪んだ気がした。

　五感がすべて奪われ、意識が遠のきそうになる。
















「う、噓(うそ)です……」

「ホントだよ」

「冗(じよう)談(だん)、ですよね……？」

「あれ、信じてくれない？　まいったなぁ……。ここまで疑り深いとは思わなかったわ」

　顔を離し、腕を組んで考え込む。

「しかたないね。傷口を抉(えぐ)るようで悪いけど……」

　理沙は告げた。

　真吾と穂香は結ばれないということを。その理由も含めて。さらに。

「あんたの中にいるグラン、そいつが――ってことも、当然知っているわけよ」

　穂香しか知らないはずの事実。それを愉快そうに伝える理沙。

　認めたくない。けれど、認めるしかない。

　彼女は、穂香の先輩は、ラメントなのだ。

「ま、そういうわけだから」

　そこに、いつもの優しさはなかった。からかいながらも、穂香のことを気にかけ、守ってくれる温かさはなかった。

　あるのは、ショックを受ける穂香を、楽しみ、弄(もてあそ)び、そのことになんの痛みも感じていない、高(こう)慢(まん)な姿だけだった。

「あんたたち人間が、神である私の仕組んだ運命に勝つことはできない。覆すことは絶対に不可能」

　倒れそうになる。いや、いっそのこと、倒れてしまったほうが楽だったかもしれない。

　それでも穂香は踏ん張った。事実がどうあれ、まだ諦めないと決めたのだ。ここで折れてしまうわけにはいかない。

「あ、抵抗しようとしてもムダだからね。あんたたちに待っているのは、絶望と滅亡だけなんだから」

「どういう、ことですか」

「さっきも言ったように、あんたたちは、神の手のひらで踊らされているにすぎない。それを証明してあげる」

「証明……？」

「八(や)坂(さか)光夫くんの親(おや)御(ご)さんと一緒に、清(せい)内(ない)路(じ)神社に保管されている家系図を見てごらん。おもしろいことがわかるはずだから」

　どういうことだろう。ただ、その自信に満ちた表情は、穂香たちが絶望することを期待すると言うより、絶望することが当然と思っているようだった。

　そうはいかない。絶対に、絶望なんかしない。

　そんな穂香の決意を嘲(あざ)笑(わら)いながら、理沙は――ラメントは、夜の中に消えていった。




　穂香とトランクィロの姿が消えてから、真吾たちは二人の捜(そう)索(さく)を行った。けれど、どこへ行ったのか皆(かい)目(もく)見当もつかず、収(しゆう)穫(かく)なしのまま一時間が過ぎようとしていた。

　そこへ、真吾の携帯にメールの着信があった。

「シンゴ、ホノカはなんと？」

　真吾は首を捻(ひね)りながら言った。

「んー、なんか、体調がよくないから先に帰るって」

　リーナたちは目を丸くした。

「と、トランクィロ様はどうなったのだ!?」

「ああ、グランと戦ったみたいだけど、どうにか逃げたって」

「逃げた……？」

　リーナの目は、信じられないというように、さらに丸くなる。

「グランはなにも説明してくれなくて、穂香にも状況が飲み込めないみたいなんだ。明日改めて話すって書いてあるけど、ホントになにが起こったのか、よくわかってないみたいなんだ。あ、それから……」

　光夫の親と一緒に、清内路神社に保管されている家系図を見ろ。ラメントはそう言い残していったそうだ。

「俺の親？」

　意外な指名に、光夫も驚きを隠せない。

「光夫殿のご両親は、神の使(し)徒(と)と呼ばれる存在なのだろう？　となれば、神に関する、なんらかの繋がりや情報が手にはいるかもしれん」

「そうか？」

　タロウの推測に、リーナは懐(かい)疑(ぎ)的(てき)だった。

「グランはラメントと繋がっている。いわば敵だ。敵がわたくしたちに情報を与える必要があるか？」

「むぅ……」

「と、とにかく、あ、明日になったら行ってみるんだな！」

　淳(じゆん)の一言で、今日は解散ということになった。

　封印の石はそのまま。真吾たちとしてはなんらかの対処をしていきたいところだったが、うかつに手が出せそうもないので、状況がはっきりとわかるまでは、このまま様子を見ることしかできないようだった。
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１




　部屋が揺(ゆ)れている。

　ぼんやりとした意識の中で、穂香(ほのか)は左右に振(しん)動(どう)する天(てん)井(じよう)を眺(なが)めていた。

　いや、これは揺れているというよりも、揺さぶられているというような……。

　そこでハッとして飛び起きた。

　地震だった。

　それも、いつものような小さな地震ではなく、机の上の小物が倒れ、棚(たな)に置いてあった本やクマのぬいぐるみが落っこちるような、激しい揺れだ。

　穂香自身も、ベッドの縁(ふち)をしっかり摑(つか)まなくては振り落とされそうなほどだった。

　ガタガタと壁(かべ)が苦(く)悶(もん)の声を上げ、ミシミシと天井が悲鳴を上げる。このままでは、家が壊(こわ)れてしまうのではないか……。そんな恐ろしい想像が、にわかに起こる。

　揺れはやがて、ゆっくりと収まっていった。

　部屋の中は、ごちゃごちゃになっていた。まだ本棚やタンスが倒れなかっただけましだろう。

　穂香は慎(しん)重(ちよう)に床(ゆか)に足を下ろし、立ち上がった。

　体は自由に動く。

　昨夜、家に帰ってから体の自由を取り戻した。いまのグランは眠っているかのように、呼びかけても答えない。ホッとするような、爆弾を抱え込んだような、複(ふく)雑(ざつ)な気持ちだった。

　物を踏(ふ)まないように歩き、ドアを開ける。すると、ちょうど下から母親が上がってくるところだった。

「穂香、大丈夫？」

「うん。お母さんとお父さんは」

「二人とも怪(け)我(が)はないけど……」

　物であふれている台所が凄(すご)いことになっているらしい。

　目覚ましよりだいぶ早く叩(たた)き起(お)こされたのだ。登校にはまだ時間がある。片付けを手伝っていこうと穂香は決めた。

「中も凄いけど、外もひどいわよ」

　言われて窓から外を眺めると、庭にうっすらと雪が積もっていた。

　いや、雪ではない。灰(はい)だ。

　火山灰が降り積もって、白とも灰色ともつかない色に、街(まち)を染(そ)めているのだ。

「学校は休校だって」

「やっぱり……」

　改めて、窓の外を見る。

　穂香は、雪で白く染め上げられた町並みが好きだった。こうして外の光景をじっと眺めていても、いつまでも飽(あ)きがこないくらいだ。

　けれど、この光景は好きになれそうもなかった。

　同じような光景なのに、どこか死と滅(めつ)亡(ぼう)を連想させる不(ぶ)気(き)味(み)な重々しさが、灰をかぶった町並みから感じられてしまうのだ。

　意(い)図(と)的(てき)に不吉な連想を頭から追い出し、穂香は片付けに専念することにした。

　あらかた片付け終わって朝食にしようとしたが、ガスがつかなかった。先ほどの地震で、供給がストップしているのかもしれない。

　穂香はテレビに目を向けた。

　夏場から続く地震は、その規模を増していき、いまの地震でついに、怪我人などの被害が出たようだ。震度五弱。日本中で相次ぐ火山の噴火と合わせて、テレビではニュース番組を絶えず流している。もう誰(だれ)もが、異常事態であることに気がついていた。ただ、穂香たちと違って、世界の行く末がまったく見通せていないために、まだ日常生活にしがみつこうとしているのだが。

　幸か不幸か、そのために、大きな混乱もなく毎日を送ってきたのだが、こうした地震や火山の噴火が続けば、近いうちにパニックが起こるのは目に見えていた。

　それをどうにかしなくてはならない穂香には、なにもできなかった。




　朝食後、穂香は家を出た。両親は引き止めたが、あえて言い返すこともしなかった。

　まず向かう先は、真(しん)吾(ご)の家だ。

　昨日、リーナの許嫁(いいなずけ)だったフォルスが行方(ゆくえ)不(ふ)明(めい)になった件のあとで、真吾は自分の力の新しい可能性を試したという話をしていた。失敗したと言っていたが、そのことについて、一つ、確かめたいことがあるのだ。

　真吾の家に着くと、いきなり騒(そう)々(ぞう)しい場面に出くわした。

「ハレンチな男だとは思ったが、ここまで徹(てつ)底(てい)的(てき)にハレンチだとはな！」

「いや、だから、これはしかたがないっていうか、男なら誰でも持ってるわけで！」

「うるさい！　寄るな触るな近づくな、汚(けが)らわしい！」

「そこまで言うか!?」

　いつものことだが、玄(げん)関(かん)先(さき)で真吾とリーナがケンカをしている。

　どうしたのだろうと、声をかけそびれていると、ちょうど顔を出した真吾の母親が穂香に気づいた。

「ああ、ごめんね、穂香ちゃん。ちょっとゴタゴタしてて」

「いえ、あの……、どうしたんですか？」

　由(ゆ)紀(き)子(こ)は楽しそうに目を輝かせた。

「朝、地震があったでしょ？　そのときに、真吾の部屋の物がいろいろぶちまけられちゃってね。そしたら隠しておかなきゃならない大事な物まで転がり落ちちゃって」

「はぁ」

「んで、片付けているところへ、リーナちゃんが来ちゃったわけ」

「それって、まさか……」

「そ、エッチな本」

　穂香は反応に困った。

　そんな穂香の様子に、由紀子はますますウキウキした表情になる。

「さあ、穂香ちゃんも、二人になんか言ってあげて」

「えっ!?　わ、私がですか!?」

　できればノーコメントでお願いしたかった。

　とはいえ、このまま言い争わせておくわけにもいかなかった。

「あ、あの……」

「うわっ、穂香!?　いつ来たの？」

「さっきからずっといましたけど……」

「ちょうどいいところに来たホノカ！　貴様もこの男に言ってやってくれ！」

　なにを言えというのだ。

　穂香がまごまごしているうちに、二人はまたケンカを始めてしまう。

「だいたい、貴様はわたくしや穂香が来るのがわかってるだろう！　だったら、真っ先にそういうものは隠すべきだろう!?　だから貴様にはデリカシーがないというんだ！」

「それもしかたないだろ！　他のものをちゃんと元に戻した上でないと、隠すに隠せないんだから！　それを言うなら、いちおうベッドの陰に隠してあったものを興味半分で覗(のぞ)き込(こ)むほうにだって責任あるだろ！」

「せ、責(せき)任(にん)転(てん)嫁(か)するつもりか!?　見(み)損(そこ)なったぞ！」

　ケンカが言い争いだけで済んでいるのは、リーナにやましい気持ちがあるからだろう。顔を赤くして怒(ど)鳴(な)りちらすリーナは、照れ隠しというか、思いがけないものを見てしまった恥ずかしさをごまかすために、真吾に八つ当たりしているのだ。

　ちょっと微笑(ほほえ)ましく思ったが、微笑むほど余(よ)裕(ゆう)があるわけではなかった。

「そ、そうだ、穂香！　昨日は大丈夫だったの？　体調が悪いってメールに書いてあったけど……」

「あ、はい、大丈夫です。急にいろんなことがあって、ちょっと頭がいっぱいになったみたいで、頭痛がしただけなので……」

「そうか……」

「でも、もう平気です」

「なら、いいんだけど」

「トランクィロ様は、どうなったのだ？」

　リーナが割り込んでくる。

　なんて言っていいかわからず、穂香は曖(あい)昧(まい)に答えた。

「先生と、グランが戦って、そのうちに、先生はどこかへ行ってしまいました」

「行方は、わからないのだな？」

「はい」

「まいったな……。あのあと、トランクィロ様に連絡を取ろうとしたのだが、ダメなんだ……」

　噓(うそ)をつく胸がズキリと痛んだ。

　柚(ゆず)子(こ)は瀕(ひん)死(し)の重傷を負っていた。連絡が取れないということは……、その先は考えたくもなかった。

　どうにかごまかしつつ、三人は家を出た。県(あがた)ヶ丘(おか)も休校になっていたが、由紀子はごく自然に送り出してくれた。

　いつもの河原(かわら)へと向かう途中で、穂香は切り出した。

「真吾くん、昨日言っていた、新しい力の可能性ですが……」

「ああ、時間をめくるってやつ？」

「はい。そのことでちょっと、試したいことがあるんです」

　穂香は自分の姿が写った写真を取りだした。文化祭のときに撮った、校舎をバックにした記念写真だ。

「この写真の、一年後をお願いしてもいいですか？」

「でも、たぶんまた失敗すると思うけど？」

「本当に失敗だったのか、試したいんです」

　我ながら押しが強いなと思ったが、それは真吾も感じたようだった。

　写真を受け取り、意識の集中をはじめる。

「一年後の未来とかって、どうやって想像するんですか？」

「んー、『一年後一年後一年後』って念じるだけかな？　あとは、想像の中で季節を一回りさせてみたり、『一八歳の穂香』っていう言葉をイメージしたり」

　ずいぶんと大ざっぱなイメージで、時間をめくっているらしい。

　そうしてしばらくなんらかのイメージをはたらかせつつ、真吾は「めくれろ」と手を振り上げる。しかし、穂香の写真はやはり、真(ま)っ黒(くろ)になっていた。

「すいません、次は半年後でお願いします」

　しつこく食い下がる穂香に驚きながらも、真吾は素直に従った。

　今度も、真っ黒な写真のままだった。

「次は、一ヶ月後で」

　これも失敗。

　さらに半月後、一週間後と期間を短くしていくが、写真は真っ黒のままだった。

「いいかげん、諦(あきら)めたらどうだ？」

　リーナの提案には首を振って、先を続ける。

「今度は、明日でお願いします」

「明日？」

　そんな短い未来を見てどうするのだろうという疑問が見て取れたが、真吾は黙(だま)って試してくれた。

「あれ？」

　結果は真吾にとって意外なものだったようだ。

　写真には、いまにも泣き出しそうな穂香の姿が写っている。真っ黒ではない。

「たぶん、明日の私の姿だと思います」

　穂香の手のひらに、汗が滲(にじ)む。

　どうして自分は、泣き出しそうな顔をしているのか。自分自身のことだからこそ、穂香にはその理由がわかっていた。

　おそらく、穂香の推測は正しい。だから、ここからが本番だった。

　次に、二日後。これにも穂香が写っている。

　さらに、三日後。これも穂香の姿。

　ここまできて、真吾も穂香の意図を理解したようだった。促(うなが)されずとも、四日後に設定して、力を使った。すると。

　また、真っ黒な写真ができあがった。

　真吾は確かめるように穂香を見た。穂香は胃がきゅうっと縮(ちぢ)こまる思いだった。

「穂香……」

　気(き)遣(づか)うように、真吾が声をかけてくる。

　穂香はやっとの思いで、息を吐(は)き出(だ)した。

　真吾の力は、確かに時間の壁を越えたのだ。真っ黒になった写真は、失敗ではない。ただ単に、そこに写っているべきものが存在しないというだけなのだ。

　そう。真っ黒な写真は、写すべき未来が存在していないことを意味する。穂香だけではない。この世界そのものが。だから、真っ黒でなにも写っていないのだ。

　なにも写らなくなるのは四日後から。つまり、四日後までに、世界は滅びることになる。

　すがるべきものがまた一つ、潰(つぶ)された。

　真吾の力は、何度も世界を救ってきた。それこそ、絶対に不可能な状況をも覆(くつがえ)し、勝利してきた。真吾の力は希望であり、穂香のよりどころでもあった。だが。

　その真吾の力が指し示しているのだ。

　世界の終(しゆう)焉(えん)を。世界の滅亡を。具体的な形として。

「ホノカ……？」

「穂香、大丈夫か？　顔が真(ま)っ青(さお)だぞ？」

　リーナと真吾が気遣ってくれる。それだけ、酷(ひど)い顔色なのだろう。

　穂香は歯を食いしばった。

　まだだ。

　まだ希望はある。

　真吾たちが諦めない限り、希望は繋(つな)がる。運命は覆せる。

「だ、大丈夫です」

　気を張って、どうにか答える。

「それより、先を急ぎましょう。みんな、もう待っているはずです」
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　河原に集合した真吾たちは、清(きよ)美(み)の家へ向かうことになっていた。連絡を入れておいた清美の家からやってきた迎えの車に乗って、清(せい)内(ない)路(じ)神社のある石(いし)割(わり)村(むら)へと向かう。

「まさか、僕が清内路神社に乗り込む日が来るとはね……」

　感(かん)慨(がい)深(ぶか)げに呟(つぶや)くのは、光夫の父親である信(しん)一(いち)だ。理由はわからないが、清内路神社になにかしらの思い入れがあるらしい。

　そこを光(みつ)夫(お)が突っ込んでみるが、「まあまあ、物事には順序ってもんがあるんだから」といなされた。

　妻の頼(より)子(こ)は、八(や)坂(さか)家へ嫁(とつ)いできたこともあって、清内路神社のこともよくわからないらしい。なので、今日は留守番ということになった。

　神の言葉を聞き、神の指示通りに行動する「神の使(し)徒(と)」である信一は、真吾たちの知らないなにかを知っている、もしくは、気づいているのかもしれない。

　清内路神社でなにが待っているのか。

　自然に、気が引き締まった。




　長い階段を上って神社の境(けい)内(だい)に足を踏み入れると、清美とその父親が出迎えてくれた。

「話は清美から聞いています。さあ、どうぞ」

　神主である清美の父が、自宅へ促す。清美は黙ってその後にくっついていくが、顔色は昨日よりはだいぶマシになっているようだった。

　住居が山の上にあるので、一〇月に入ったばかりとはいえ、客間にはこたつが用意されていた。自分たちの秘密に関わるであろう話を聞く場所としては、ひどく日常じみているような気がするが、しかたのないことだろう。

「さて、話をはじめる前に、ちょっといいかな？」

　信一が清美の父親に向かって手を挙げてみせる。

「久しぶりだな、たっちん」

「……どなたですか？」

　清美の父親は怪(け)訝(げん)な表情をした。

「やっぱ忘れてるか……。ムリもない、二〇年ぶりの再会だもんな」

「二〇年？　それにその呼び方。まさか……」

「そ、八坂信一だよ」

「八坂、か！」

　清美の父、達(たつ)夫(お)は膝(ひざ)を打って驚いてみせた。

　どうやら二人は、知り合いらしい。

　信一の話によると、二人は高校時代の同級生だという。

　明るく能(のう)天(てん)気(き)な信一と、生(き)真(ま)面(じ)目(め)を絵に描いたような達夫とでは、性格がまったく合わず、特に親しい間(あいだ)柄(がら)だったというわけではないらしい。

　それでも、なにかと気に掛け合う間柄だったのは、お互いの家系に関係があるのだという。

「うちは昔、清内路神社から派(は)生(せい)した八坂神社という家系の出なんだ」

　いきなり、話の核(かく)心(しん)に迫るところから始まった。

　八坂神社はごく小規模な神社だったため、現存はしていないという。しかし、その家系の血筋は脈(みやく)々(みやく)と受け継がれており、清内路一族が末(まつ)社(しや)の家系すべてを管理把(は)握(あく)していたという。

「ところが、戦争のどさくさで資料は紛(ふん)失(しつ)、末社の一族もすべて散り散りになって、その足(そく)跡(せき)をたどることはもうできないっていうんだ」

　だから、いまになって家系図を見たいという真吾たちの申し出に、達夫は戸(と)惑(まど)いを隠せないらしい。有益な情報があるわけではないし、何かの役に立つような代(しろ)物(もの)ではないからだ。

「とりあえず、見てもらおうか」

　達夫が広げた家系図は巨大で、こたつの上には乗りきらないほどの大きさだった。

　清内路神社の歴史は、一五〇〇年ほど前にまで遡(さかのぼ)る。そこから一五〇〇年もの年月を刻み込んできた家系だけに、その広がりは膨(ぼう)大(だい)である。あまりにも膨大なため、明(めい)治(じ)維(い)新(しん)の頃からこの家系図への更新は滞(とどこお)り、戦争によって資料が失われたため、いまから新たに手を加えたとしても、空白の期間ができてしまうという。

「これって、どれくらいの価値があるんですか？」

「申(しん)請(せい)すれば、県の重(じゆう)要(よう)文(ぶん)化(か)財(ざい)くらいにはなると思うけど、あまり人目に触れさせないように言われてるんでね」

　誰に、とは真吾は聞き返さなかった。

「で？　なにかめぼしい記述はあったかい？」

　信一は、真吾たちがなにを目的としてこの家系図を眺めているのかを知らない。真吾たちも知らないのだから当然だ。

「八坂神社は、ずいぶん早いうちに派生して、すぐに消えたんだな」

　自分の家系が気になったのか、光夫は八坂の系(けい)譜(ふ)を早々に見つけ出していた。

「そういう神社は多いよ。役目を終えて、必要とされなくなったところから、自然に消滅していったんだ」

　清内路神社の巫(み)女(こ)は、神の声を聞くことができた。さらに、この地にはびこる「魔(ま)」を退(たい)治(じ)する役目も担(にな)っており、各地を渡り歩いて「魔」を鎮(しず)めた際に、いくつもの末社ができたという。

「つまり、『魔』を退治する必要がなくなったから、八坂神社を含めたいくつかの末社は消えていった？」

「そうなるね」

「八坂神社はえらい昔に消えてるけど、うちの親父とあんたが神社同士の繋がりで知り合いってのは、どうしてなんだ？」

「八坂一族は、神社としての体(てい)裁(さい)は失っていたけど、神の使徒としての役目は継続していたからね。それに、この家系はずっと県(あがた)にとどまるように言われてるから、把握自体は可能だったんだ」

「県にとどまる？　なんで？」

「いくつかの家系は、神の使徒であると同時に、監(かん)視(し)者(しや)でもあったんだ。八坂家は、いまでいう県ヶ丘第一小学校の辺りを監視する役目を帯びていたはずだけど……」

　光夫はギョッとしたように父親を見た。信一は「知らない」と、首を振って訴(うつた)えた。

「ちょっと待っててくれ。その辺の資料は残っていたはずだ」

　達夫は立ち上がると、どこかへ出て行った。

「いや、しかし、俺(おれ)に清内路神社と関わりがあるとはな……」

　光夫の感慨はもっともだったが、神の使徒の子であり、魔(ま)神(じん)とも関わりがあるとなれば、自然な帰(き)結(けつ)ではあった。

「もしかして……」

　真吾は隅(すみ)々(ずみ)まで目をこらした。すると、案(あん)の定(じよう)、見(み)慣(な)れた文字が目に入ってきた。

「宮(みや)田(た)がある……」

「あっ、ま、松(まつ)川(かわ)もあるんだな！」

「住(すみ)吉(よし)も……、ありますね」

　偶(ぐう)然(ぜん)だろうか。いや、そんなはずはない。

　選ばれし者たちには、なんらかの形で魔神が関わっていたのだ。そしてみな、神の声を聞いて、世界を救ってきた。それは、大昔の巫女が担ってきた役割と、まったく同じである。

　ずっと気になってきたことだ。県という地名との関連。魔神や大(だい)魔(ま)王(おう)との接(せつ)点(てん)。その謎(なぞ)が、にわかに明かされようとしていた。

「お待たせしたね」

　達夫が戻ってくる。手には、古びた冊(さつ)子(し)のようなものが握(にぎ)られていた。

「末社についてはいくつか文(ぶん)献(けん)が残っていてね。その中に八坂神社の記述があったはずなんだ」

　こたつの上に広げた冊子を覗き込むが、文字が古く、また達(たつ)筆(ぴつ)すぎて真吾たちには読めなかった。

「ここには、まあ、さっき言ったようなことが書いてあるね。八坂神社は魔を鎮める役目を終えた後は、その『魔』が再び蘇(よみがえ)らないように、封(ふう)印(いん)を見守る役目を仰(おお)せつかったそうだ」

　その封印の場所が、現在でいう光夫の母校、県ヶ丘第一小学校だという。

「あの、すいません、その中に宮田ってありますか？」

「宮田？」

　達夫は冊子と家系図を交互に見比べる。

「宮田、ね。えっと……、ああ、あったあった」

　やはりあるのか。

　真吾は緊(きん)張(ちよう)しながら達夫の言葉を待った。

「宮田は清内路の末社ではないが、巫女を輩(はい)出(しゆつ)した家系だね。昔は神の声を聞くことができたようだが、いまではその家系がどうなっているかは把握できないが……」

「が？」

「やはり、八坂と同じように、『魔』の封印を監視する役目を与えられていたようだ」

「その場所というのは？」

「いまでいう、県ヶ丘高校のある辺りだね」

　冷たいものが、背中を滑(すべ)り落(お)ちていくようだった。

　これは、どういうことだろう。

　戸惑う真吾に代わって、穂香が身を乗り出すようにして続けた。

「住吉、というのはありますか？」

「住吉は……」

　やはりあった。

　宮田と同じように、清内路の末社ではないが、巫女を輩出し、「魔」の封印を監視する役目が与えられていたという。その場所は、美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)女子校周辺。

　穂香の息を呑(の)む音が聞こえた。ここまで来れば、確信に近い。

　さらに、松川。

　これも、巫女を輩出した家系だった。封印を監視する場所は、県ヶ浜。淳(じゆん)の生まれ故郷である。

「すまん、真吾。ちょっと頼まれてくれ」

　タロウが鼻先を近づけて、耳打ちしてくる。

「池(いけ)田(だ)という名前がないか、訊(き)いてもらえぬか？」

「池田？」

「ご主人殿の、姓だ」

　こうなれば、タロウだけが蚊(か)帳(や)の外(そと)であることはないはずだ。

　真吾は訊いてみると、果たして、池田という記述も存在するのだった。

「巫女を輩出した家系だが、他の巫女よりも力が強かったようだね。まとめ役のような役目をしていたらしいが……、詳(くわ)しいことはわからないな。ただ、封印の監視は行っていたらしい。いまでいう、県ヶ丘第二小学校の辺りかな……」

　決定打だった。

　いいかげんに選ばれたようにしか見えなかった、選ばれし者たち。

　だが、ここに明確な繋がりが判明した。

　神の声を聞くことのできる素(そ)養(よう)を持った血筋の人間。

　それが、選ばれし者たちだったのだ。

「この名は、君たちの名字なのかい？」

「そうです」

「ふぅむ……」

　達夫は腕を組んで唸(うな)った。

「わたしも、八坂以外の関係一族と出会ったのは初めてだ。それも、一度にこんな大勢で。これは、なにかの前(まえ)触(ぶ)れなのか……？」

　真吾たちは言葉に詰まった。

　どこまで説明したものか、迷ったのだ。

　すべてを話せば、協力してくれるかもしれない。だが、彼はなんの力も持たない人間なのだ。この戦いに巻き込んでいいものかどうか、判断に迷うところだった。

「まさか、頻(ひん)発(ぱつ)する地震や火山の噴(ふん)火(か)に関係が？」

　ギクリとして、真吾は思わず話題を変えた。

「あの、これ、ちょっと借りていっていいですか？」

　言ってから、それは必要なことだと自分で納(なつ)得(とく)した。

　選ばれし者たちの間の繋がりは見つかったが、どうもしっくりこない。ただそれだけという気がするのだ。

　まだなにかある。

　なにしろ、清内路神社から派生した家系は何十、何百とあるのだ。その中から真吾たちが選ばれた理由にこそ、神の思(おも)惑(わく)が隠されているにちがいない。だから、この中には検(けん)証(しよう)すべき何かがあるはずだ。

「それは……」

　達夫は明らかに渋(しぶ)い顔をした。ムリもない。県の重要文化財になりえる代物なのだ。けれど、真吾たちだけで検証したいこともある。

「やっぱり、ダメですか……」

「いや、その……」

　達夫は清見に目を向けた。清美は真(しん)摯(し)なまなざしで、達夫を見返していた。

　お願い。

　そんな言葉が聞こえてくるようだった。

「……そうか」

　フッと、達夫の肩の力が抜けた。

「清美にお願いされたんじゃ、断れないな」

　苦笑する達夫とは対照的に、清美は驚いたような顔になった。それに気がついて、達夫は真顔になった。

「清美、遠(えん)慮(りよ)することはない。いままでわたしたちは、清美に家族らしいことをなにもしてやれなかった。少しくらいのわがままなら、聞いてあげたいんだよ。いや……」

　再び、苦笑する。

「罪滅ぼしをしているはずなんだけどね。わがままを言ってくれることが、凄く嬉(うれ)しいんだ。こんなことなら、もっと早く、神の言葉に逆らって、清美を迎え入れていればよかったよ……」

　後悔と、自らの愚(おろ)かさを嘆(なげ)きながらも、言葉の端(はし)々(ばし)に見え隠れするのは、少しの喜びと、深く大きな慈(いつく)しみ。

　タロウの話では、清美と家族との間はあまりうまくいっていないということだった。けれど、この調子ならば、家族のほうが、歩み寄ってくれているのなら、大丈夫のような気がしてきた。

　時間がかかるにしても、いつかは、普通の家族のように、笑ったり、悲しんだり、秘密を打ち明けあったり、側(そば)にいることが当たり前になったりするだろう。

　あとは、清美に歩み寄る姿勢があれば、歩み寄ろうと心がけるだけの時間があれば、家族としての絆(きずな)を築くことができるだろう。

　そのためにも、世界を滅ぼすわけにはいかなかった。

　そうなると、清美の家族は巻き込めなかった。清美の体調も考えれば、清美自身も戦いからは遠ざけるべきなのかもしれない。

　清美たちには、家族の絆を築いてほしい。

　それが、真吾の願いだった。
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「ふえーっくしゅん！」

　瞬間移動でいつもの河原に降り立つなり、真吾は盛大なくしゃみをした。

「なんだよ、汚ねぇ……っくしゅん！」

　つられるように、光夫も体を折ってくしゃみする。

「これは……」

　タロウは唸りながら、鼻をひくつかせた。

「空気が濁(にご)っている？」

「火山灰のせいだと思います」

　咳(せ)き込(こ)んだ後、穂香はマスクを取り出した。

「黄(こう)砂(さ)や花(か)粉(ふん)と同じで、空気中を舞っている灰が、鼻や喉(のど)を刺(し)激(げき)してるんです」

　朝はここまで酷くなかった。また、清内路神社を出るまでは、まったく気にならなかった。どうやら半日もたたない時間の中で、降(こう)灰(かい)量(りよう)が酷くなっているらしい。

「あ……」

　空をあおいで、信一が呆(ほう)けたような声をあげた。

「太陽が……」

　視線の先をたどると、ぼんやりと滲んだ太陽が目に入った。その時点でまずおかしかった。太陽を直視しているのに、まったくまぶしさを感じないのだ。

　まるで霧(きり)がかかったように、モヤのようなもので、日光が遮(さえぎ)られている。

「これも、火山灰の影響か？」

「そうでしょうね……」

　真吾たちはまず、駅前の薬局でマスクを買わねばならなかった。そのマスクも、もうすぐ売り切れ寸前だった。

　河原に来たものの、そこで話し合いの場を設けることは断念せざるをえなかった。灰が降り積もっていて、とてもではないが腰を据(す)えて話ができる状態ではなかったのだ。

　しかたなく、淳の家で対策会議を開くことにする。

「か、火山の噴火は、ど、どんどん増えてるんだな」

　帰宅するなりパソコンを起動し、淳は最新のニュースに目を走らせる。

　日本全国で二〇を越える火山が噴火している。そのうちの五つまでが、県内だった。

「やっぱり、朝よりも状況は酷くなっているな」

　光夫が窓から外を眺めながら口にする。

　目の前の道路を車が通るたびに、白い灰が砂煙のように舞い上がっていく。それはもう、日常の光景ではなかった。

「で？　これからなにを話すんだ？」

　清美の家ではほとんど蚊帳の外だったリーナが、苛(いら)立(だ)たしげに腕を組む。それに促される形で、真吾は咳払いを一つしてから切り出した。

「一つずつ整理してみよう。まず、これまでにわかっていることは？」

「俺たちが『選ばれし者』に選ばれた理由だな」光夫が口を開く。「俺たちみんなに、魔神が関係している」

「そ、その魔神には、だ、大魔王の封印を解く、か、鍵(かぎ)としての役目があるんだな」

　淳の言葉に、みんなが頷(うなず)いた。

　ここまでは、昨日今日でわかったことだ。問題は、ここからである。

「しかし、魔神が関係していない場所もあったぞ？　先日の美須々ヶ丘では、封印自体はなされていたが、魔神は出てこなかったではないか」

　タロウの指摘に、真吾は考え込んだ。

「必ずしも、魔神が関わっているわけじゃないってことか？」

「かもしれん……。いや、魔神の紋(もん)様(よう)が描かれた石はすべての場所に存在した。関わり自体はあったのだろう」

「あっ」

　淳がなにかを思い出したように声を上げた。

「あ、県ヶ浜の魔神のこと、お、覚えてるんだか？」

　県ヶ浜の魔神といえば、淳の妹の体を使って真吾たちに挑(いど)んできた少女だ。確か、何百年も前の少女が、不思議な力を得て魔神と化したと言っていたか。

「そ、その不思議な力というのが、き、きっと魔神のことなんだな。で、でも、か、彼女が力を得たときには、そ、その力も、き、消える寸前だったって言ってたんだな」

　つまり、魔神といえども、時間の経過と共に力が衰(すい)退(たい)していくのだ。人間の老いと同じように、いつかは滅びの時を迎える。

「じゃあ、美須々ヶ丘や県ヶ丘に魔神がいなかったのは、魔神は消滅してしまったから、ということですか？」

「た、たぶん、そ、そうなんだな」

　そして、封印を解く鍵である魔神の紋様が描かれた石だけが残った、ということか。

「封印を解く鍵は、全部でいくつなのだろうな？」

　ポツリと、タロウが呟いた。

「拙(せつ)者(しや)らが選ばれたのに理由があるのなら、おそらく選ばれし者の人数である六人分、つまり六カ所の鍵があったということか？」

「そうなるかな」

「ならば、拙者のご主人殿に対して納得できることが一つある。拙者との散歩がてらに歩いて回ったパトロールルートだ」

　タロウの主人は、警察官だった。引退してからは、タロウを連れて自主的に町内の見回りをしていたという。そのルートは……。

「県ヶ丘第一小学校、県ヶ丘高校、美須々ヶ丘女子校、そして県ヶ丘第二小学校だ。特に第二小学校を気にしていた素(そ)振(ぶ)りがあったのだが……」

　タロウの主人には、県ヶ丘第二小学校を監視する役目が与えられていたのだ。

「そのルートを辿(たど)っていたということは、ご主人殿は、そこに大魔王を復活させる鍵の存在を知っていたのではないか？」

　ありうることだ。

　しかも、美(み)也(や)の主人である岩(いわ)坂(さか)の言葉を信じるならば、タロウの主人は魔神の力を得ていたことになる。その力を悪用していた気(け)配(はい)がないことから、いざというときのために――魔神が復活してしまったときに対処するために――、あえて魔神の力を手に入れたのではないか。

　魔神の力は、人間の強い想いに惹(ひ)かれやすいという。タロウの主人が正義感の強い人であったのなら、魔神の力は、その強い想いに惹かれてきたということなのだろう。

　ならば、目的は違うが、自らの意思で魔神の力を求め、手に入れた岩坂と通ずるところがある。その二人が、互いの目的も知らずにぶつかってしまったのは、不幸なことだったのかもしれない。

「拙者のご主人殿は、封印を見守っていた。つまり、真吾や光夫殿の一族にも、同じことが言えるだろう」

　それは、清内路神社で達夫から聞かされたことだ。だとすると、矛(む)盾(じゆん)も出てくる。

　自分たちの一族は、神に任命されて大魔王の封印を見守る役目を担ってきた。しかし、同時にその封印を破る役目も、神によって与えられたのだ。

　神は、大魔王を復活させようとしている。ではなぜ、いまになって復活させようとしているのか。どうしていままで、封印を見守らせてきたのか。さっさと封印を解けばいいものを、ここまでほったらかしにしてきたのには、どんな理由があるのか。

　こればかりは、異世界の神、トランクィロですら首を捻(ひね)っていたのだ。真吾たちにわかるはずもなかった。

「相変わらず、わたくしだけが置いていかれてるが……」

　ずっと黙っていたリーナが口を開いた。

「ラメントの目的は、大魔王の復活と、ブルレスケを奪うことだろう？　その二つの繋がりが、いまいち見えてこないんだが……」

「魔剣は大魔王を倒す切り札になるからだろ？　繋がらないことはないさ」

「そうではなくて……」

　うまく言葉にできないのか、もどかしそうに口元を歪(ゆが)める。

「魔剣を奪うために、わたくしたちの世界と、こちらの世界を繋いだのだろう？　しかし、魔剣を奪う役目は真吾たちに任されているわけだ。戦い慣れしているわけでもない、ましてやスカートをめくる力を望むような人間がだぞ？　まともに戦って、わたくしたちに勝てると思っていたのか？」

　その通りだった。

　大魔王復活のために、自分たちが選ばれたのはわかった。しかし、同時進行であるはずの魔剣の奪取は、こうしてみると、自分たちとはひどくかけ離れているように感じられたのだ。

「それに、トランクィロ様の動向にも疑問が残る」

　トランクィロは、地球に大魔王が封印されていることを知っていた。ラメントが、リーナの持つ魔剣を狙(ねら)っていることも知っていた。にもかかわらず、彼女はリーナたちを地球へ送り込んだ。大魔王の存在を知らせずに。

　トランクィロは、二つの世界の繋がりを維(い)持(じ)したまま、ラメントを探し出すつもりだったと言っていた。それは間違いないだろう。けれど、だったらもっと早い段階で大魔王の存在を示(し)唆(さ)し、注意を促してもよかったはずだ。この段階まで静(せい)観(かん)を続けた意(い)図(と)が、まったく見あたらない。

「昨日の段階で、問(と)い質(ただ)しておくべきだったな……」

「ま、どちらの神様も、胡(う)散(さん)臭(くさ)いってことだけは確かだろ」

　光夫の辛(しん)辣(らつ)な言葉を、リーナは無言で聞き入れていた。反論のしようもなく、リーナ自身も感じ始めている証拠だろう。

「わからないことだらけだが、もう一つわからないことがあったよな」

「……なんだっけ？」

「大魔王の魂(たましい)の行方(ゆくえ)さ」

　そうだった。

　トランクィロは知っているようだったし、自分たちに伝えようともしていた。その寸前でグランに邪(じや)魔(ま)されて、結局わからずじまいになってしまったのだが……。

　全員の視線が、穂香に注がれる。穂香はビクッと肩を震わせて、身を縮こまらせた。

「あ、穂香姉ちゃんが悪いって言ってるわけじゃないんだぜ？　その……、グランからなにか聞いてないかなって思って……」

　光夫がフォローするが、穂香は怯(おび)えたように視線を逸(そ)らしたまま、「いえ、なにも……」と、蚊の鳴くような声で答えるだけだった。

「穂香、大丈夫？　なんだか朝から元気がないみたいだけど」

「……大丈夫、です」

　とてもそうは見えなかった。朝の写真の一件が尾を引いているのだろうか。それにしても、切り替えるのが早い穂香らしくなかった。

「あ、あの……」

　場の雰(ふん)囲(い)気(き)を変えるように、淳が調子っ外れな声で言った。

「か、神様の意図は、さ、さっぱりわからないんだな。で、でも、だ、大魔王の魂の行方なら、な、なにか、て、手がかりがあるんじゃないんだかな？」

　話題を少しだが方向修正してくれた。それに、光夫がすかさず乗る。

「手がかりはあるぜ。なぁ？」

　と、真吾に目を向ける。

　それは、真吾自身も考えていたことだった。

　世界の危機は――大魔王の封印を解く鍵である魔神たちは――、真吾に向かってやって来る。さらに、魔神の封印を解くのも、大魔王の封印を解くのも、真吾が触れることによってなされている。つまり。

「俺の中に、大魔王の魂が潜(ひそ)んでる、か……？」

　しかし、だとすればどうして大魔王の魂が真吾の中にあるのか。これがまったくもって理解不能だった。

「ふ、封印を解かせるために、や、やったんじゃないんだか？」

「だったら、神様が持っていても封印は解けたはずですよ。俺に押しつけるまでもなく」

　やはり、ここでも神の意図が見通せず、行き詰まる。

　閉(へい)塞(そく)感(かん)が漂(ただよ)う中、それぞれが思い思いに想像を巡(めぐ)らせ、考えを口にする。だがどれもが、根(こん)拠(きよ)に欠け、説(せつ)得(とく)力(りよく)に欠けた。

「あれ？」

　しばらくして、清内路一族の家系図に目をやっていた光夫が声を上げた。

　覗き込んでいる場所に真吾が目を向けると、どこかで聞いた名前が明記されていた。

「神(かん)林(ばやし)……？」

「えっ？」

　これに反応したのは信一だった。

「神林って、あの魔法少女かい？」

　神林祥(しよう)子(こ)。光夫のクラスメイトで、魔法少女に憧(あこが)れ、魔神の力によってそれを実現させてしまい、富士山に施(ほどこ)された結(けつ)界(かい)を解いてしまった張(ちよう)本(ほん)人(にん)である。

「あいつも、清内路一族だったのか？」

　神林は珍しい名字である。県町内にいる時点で、その可能性は高いだろう。

「親(おや)父(じ)、親父はなんで、あいつに魔法石をあげたんだ？」

　魔法石とは、魔神の力の源(みなもと)となる不思議な石だ。神から信一に送られたのだが、長い葛藤と気まぐれの末に、神林祥子の手に渡ったのである。

「ん、あー、彼女は悩んでたみたいだったから。少しでも気が紛(まぎ)れればと思って……」

　安易に渡してしまったことを後悔しているのか、バツの悪そうな顔で光夫の顔色を窺(うかが)っていた。

「危険だとは思わなかったのか？」

「うーん、あのときは僕もまともな神経じゃなかったからなぁ……。でも、そんなに心配はしていなかったと思う。僕がどうやっても、なにかが起こる気配はなかったし、なにかが起こせるのだとしたら、神の使徒である僕たち夫婦か、光夫くらいのものだと思ってたから」

「それが、神林の手に渡ったとたん、力を発(はつ)揮(き)するようになった？」

「結果としてそうなっちゃったね」

「おかしいだろ、それ」

「え？」

「いくらなんでもタイミングがよすぎるだろ」

「そういえば、そうかな？」

　そうかな、ではない。怪しいくらいにタイミングがよすぎる。

「神林が清内路一族なら、元は神の使徒だったに違いない。だから、魔法石の力を使えることは問題ないとしよう。だけど、このタイミングはどう説明する？　なんでわざわざ富士山の結界を解くなんてマネをしたんだ？」

　しかも、彼女の様子からは、特に理由があってそうしたとは思えなかった。確か、魔法石の持ち主である魔神がそそのかしたという話だったはずだ。しかし、魔神は富士山の結界に頓(とん)着(ちやく)している様子はなかった。それどころか、大魔王が復活して世界が滅ぶことは、魔神の意に添(そ)わないのだ。

「え、じゃあ、あの子は、魔神に操られていたのと同時に、神様にも操られていたのか？」

「操られていたというより、自分が進むべき道を指し示してもらっていただけなんだろうがな」

　そう考えれば、都(つ)合(ごう)よく富士山の結界が消されたことも説明できそうだった。

「そもそも、だ。その魔法石は神様のところから送られてきたんだろ？　だったらなんで神様が使わないんだよ。わざわざ人の手に渡す意味はあるのか？」

　ここでも、同じ疑問にぶつかる。

「単純に考えるなら、神様には使えない道具なのかな？」

　魔法石は元々、魔神のものだったはずだ。ならば、神様が使えなくてもおかしくはないはずだ。

「いや、おかしいだろ。魔神は大魔王の力の一部なんだろ？　神林に関わった魔神は、魔法石が本体みたいなもんだった。つまり、魔法石も大魔王の力が作り出したと考えられるんじゃないか？　なのに封印を解いてくれるはずの神様が使えなかったら、なんのために作り出したのかわからないじゃないか」

　もっともである。

　結局、疑問や謎は一つに集約していく。

　なぜ、神は自らの手で大魔王を復活させないのか。

　どうして、わざわざ人の手を借りて、事を進めているのか。

　こればかりは、本人に直接問い質さない限りはわかりそうもなかった。

「ま、俺たちが頭を悩ますのはもっと別な場所なんだけどな」

　光夫の言うとおりだ。

　神の思惑がなんであれ、真吾たちの目的は世界を救うことなのだ。

　現状では、どう転んでも世界は滅びる。しかも、それはどうやら三日後には訪れるらしいのだ。定められた運命をどう覆すかに、知力を傾けるべきだろう。

　そう考えると、今日調べたり知ったりしたことが、あまり意味のないことに思えてきた。ラメントがなんの目的で、自分たちに調べさせたのかも、よくわからない。

　頭を切り換えようと、真吾は伸びをした。そこで、意識の隅に引っかかるなにかが目に飛び込んできた。

　真吾は慌(あわ)てて家系図に飛びついた。

　その文字を確かめるように、不必要に顔を近づけた。

「噓だろ……？」

　真吾はショックを受けた。

　どうしてそんなにショックなのかわからないまま、真吾は震え出す体を押しとどめることができなかった。

　まるで真吾の心境を察するように、元気のない穂香の頭がガックリと項(うな)垂(だ)れた。

「どうしたのだ、シンゴ？」

　リーナの気遣う声が、遠くに感じられる。

　真吾は目を瞬(しばたた)き、何度も目元をこすって、見間違いでないことを確かめる。

　完全に意識の外だった。

　ここに、繋がりが出てくるとは想像もできなかった。




「楢(なら)川(かわ)」




　家系図の隅っこに、ひっそりと、真吾の親友の名は刻まれていた。




４




　今日一日で、様々なことが明るみに出た。けれど、肝(かん)心(じん)なところだけはわからないままだった。

　その日はこれで解散することになったが、真吾にとってはこれからが本番のようなものだった。

　まだ、陽は出ている。

　真吾の足は、無意識のうちに学校へと向かっていた。

　校門をくぐり、昇降口の前まで来て、真吾は校舎を見上げた。

　どうしてここに足を向けたのかはわからない。ただ、予感のようなものがあった。案の定、捜していた相手が姿を見せた。

「よぉ、真吾」

　楢川大輝が、声をかけてくる。

　その口(く)調(ちよう)は、いままでと変わらなかった。飄(ひよう)々(ひよう)としていて、自然体で、自信にあふれていて、隙(すき)がない。

　真吾はどう切り出そうか迷った。

　大輝も、清内路一族に連なる者だった。いや、まだそうと決まったわけではない。仮に清内路一族だったとしても、今回の件には関係ないのかもしれない。関係があれば、大輝も選ばれし者として、真吾たちと一緒に戦ったはずだ。そうではないのだから、大輝は関係ない、もしくは、なにも知らないのだ。

　どうしてそんなふうに考えるのか、自分でもよくわからなかった。ただ、都合のいいように考えないと、不安で押しつぶされそうになるのだ。

「……大輝」

「なんだ？」

「おまえも、清内路一族に連なる家系なのか？」

　眉(まゆ)の先も動かさずに、大輝は答えた。

「ああ、そうだ」

「知ってたのか……？」

「まあな」

「いつから、知ってたんだ？」

「そのことを知ったのは、つい最近だ」

　そのこと……。

　つまり、そのこと以外も、大輝は知っているのだ。

「おまえは、どこまで知っているんだ？」

「ほとんどだな。真吾から話を聞くまでもなく、ほとんどの知識は俺の頭の中にあった」

「じゃあ、質問を変えるよ」

　ゴクリと、ない唾(つば)を飲み込む。

「おまえの役目はなんだ？」

　大輝は微(び)動(どう)だにしない。

「清内路に連なる者には、なんらかの役目が与えられている。ほとんどのことを知っているというおまえが、なんの役目も与えられていないということはないだろ？」

「当然だな」

　ぐらつきそうになる足下を懸命に励(はげ)まして、真吾は続けた。

「もう一度訊く。おまえの役目はなんだ？」

「そうだな」

　ここで、はじめて大輝の表情が動いた。

　苦笑するような、挑むようなくぐもった笑い声を上げて、大輝は言った。

「最初に言っておく。俺は、誰かに与えられた役目をこなしているつもりはない。俺は俺の意思で、俺が果たすべき役目を果たしているだけだ。その上で言おう。俺の果たす役目とは……」




「おまえを、導くことだ」



















　気がつくと、幾(いく)ばくかの時間が流れていた。

　予想外の答えに、真吾の思考回路が追いつかなかったらしい。

「……導く？」

「そうだ」

　どういうことだ。

　詰め寄ろうとしたのを見越してか、大輝は少し身を引いた。

「そのままの意味さ。俺はおまえを導く役目を担っている」

「だ、誰に頼まれて!?」

「それを訊くか？　もちろん、神からさ。世界を救えるように、おまえをさりげなく導け。それが神からのお達しだったんだよ」

「ど、どういうことだよ……」

「俺がなんで的確なアドバイスをできたと思う？　なんでおまえたちですら知り得なかった情報を手に入れられたと思う？」

「そ、それは、大輝だから……」

「理由にならないだろ。俺だってただの人間だ。いくらなんでも、その一言で片付けられるほど完(かん)璧(ぺき)にできちゃいない」

　これまでの、大輝の人物像を覆すような物言いだった。

　けれど、言われてみればそのとおりだ。

　この男は、いつも貴(き)重(ちよう)な情報を与えてくれた。的確すぎるアドバイスをしてくれた。人間技じゃないと思いながらも、大輝だからの一言で、深く考えたこともなかった。

「じゃあ、なんで、おまえは、なんでも知っていたんだよ……」

「真吾たちも、世界を救う役目を担わされる代わりに、特殊能力を授かっただろ？　それとおなじことさ。真吾たちを導く役目を担う代わりに、俺もある特殊能力を授かったんだ」

　情報感知能力。

　自分が知りたいと思った情報を、いつでも、どこでも感知することができる能力だという。

「この力のおかげで、常に真吾たちの動向は把握できたし、必要な情報を収集して、提供することもできた。おい、どうしてそんな悲しそうな顔をするんだ。おかげでいままで世界を救うことができたんだろ？」

「だ、だけど、だけど……！　神様は大魔王を復活させて、世界を滅ぼそうとしているんだぞ!?　世界を救うためじゃなくて、滅ぼすために使われているんだぞ!?　いいのかよ、そんなんで！」

「かまわない」

　断言する大輝に、真吾は目(め)眩(まい)がした。

「神にこき使われようと、世界が滅びに向かおうと、俺は別にかまわない」

「なんで!?」

「言ったはずだ。俺は俺の意思で、俺が果たすべき役目を果たしているだけだ。言い換えれば、俺は俺のやりたいようにやっているだけのことだ」

「やりたいことって……、世界を滅ぼしてまでやりたいことってなんだよ！」

「それも言ったぞ。おまえを導くことだってな」

「なんだよ、導くって！　わけわかんないよ！」

「では、端(たん)的(てき)に言ってやろう。俺は、おまえと一緒なら、さらなる高みにいけると思ったんだ」

　いつか、どこかで聞いた言葉だった。

「俺はカメラで決定的瞬間を収めることに命をかけている。それはおまえもわかっているだろう？　そして、決定的瞬間というのは、待っているだけでは絶対に収めることができない」

「お、おい、まさか……」

「決定的瞬間が起こるとわかっているなら、いくらでもやりようがある。だから俺は、情報を欲した」

　そこで、神が交換条件を持ちだしてきたわけか。情報感知能力を授ける代わりに、真吾を導く役目を果たす。

「情報を得る手段が、勝手に舞い込んできた。俺はそれを受け入れた。世界が滅ぶと知りながらも、己(おのれ)の欲求に抗(あらが)えなかった。いや、世界が滅ぶ光景をカメラに収めることをも、俺は望んでいたのかもしれない」

「…………」

「情報を得ることはできたが、まだ一つ足りなかった。決定的瞬間を作り出す力だ。しかしそれも、神の思惑と一致した。俺の目的と合(がつ)致(ち)した」

　話が意外な方向に転がりはじめた。

　これまでのやりとりの中で、真吾はショックを受けつつも、どこかで大輝らしいと納得しながら話を聞いていた。

　目的のためには手段を問わない姿勢、己の欲求に従う愚(ぐ)直(ちよく)さ、そのためなら、世界が滅んだとしても後悔はしないだろう一(いち)途(ず)さ。これらは、真吾が知る大輝そのものであった。だから、神に操られていたとか、神の意志に従っていたとか、そういうことではないと知って、安(あん)堵(ど)しかけていたところだったのだ。

　それがにわかに、怪しくなる。

「真吾、おまえはなんで、スカートをめくる力なんて授かったんだ？」

「そ、それは……、常日頃から、おまえが無限のファンタジーだなんだって騒いでるから……、どうせもらえるなら、俺の一番ほしいものにしようって……」

　言いながら、真吾の目は大きく見開かれていった。

「あ、あれ……？」

「もう一つ訊こう。二つの世界を繋げた神は、オクターヴァの王女がやってくることはわかっていたはずだ。しかし、戦い慣れしていない真吾たちでは勝ち目は薄(うす)い。へたをすれば、地球はオクターヴァ人によって占(せん)領(りよう)され、魔剣を奪うとか、大魔王を復活させるどころではなくなってしまうはずだ。……そんな博打(ばくち)を、神がすると思うか？」

　手のひらに、汗がじっとりと滲んだ。

　にわかに、全力で叫(さけ)びながら否定したい事実が形作られていく。

「するわけがない。実際、事態は神の思惑どおりに進んだんだからな」

「……やめろ」

　聞きたくない。

　そこから先は、聞きたくなかった。

「神の理想は、魔剣を奪うことだ。しかし、地球人の能力では、それは難しい。ならばどうするか。王女ごと、魔剣をこちらの世界に取り込んでしまえばいい。そのためにおまえは利用された。いや……」

　それだけは違うと信じていたかった。自分と大輝だけの、特別なものであると思いたかった。

　だが無情にも、大輝は告げるのだった。

「スカートをめくる力を、利用されたと言ったほうがいいな」

　頭に血が上り、胸が苦しくなる。落ち着けと自分に言い聞かせなくては、いまにも叫びだしてこの場から逃げ出してしまいそうになる。

「神はオクターヴァの風習を知っていた。また、年頃の王女がいることも知っていた。だから、神はそうなるように仕向けた。おまえがスカートをめくる力を望むよう、俺にその役目を与えたんだ」

「ま、まってくれ……」

　一つだけ、確認したいことがある。

「俺がスカートをめくる力を望むように、仕向けたんだよな？」

「そうだ」

「それは、今年に入ってからのことじゃないよな？」

「当然だな」

　大輝との、無限のファンタジーを求めた冒険は、昨日今日に始まったことではない。そう、最初に、大輝が話を持ちかけてきたのは……。

「いまから五年前、俺たちが小学生の頃だな」

　全身の力が抜けていくようだった。

　五年前。

　そんな前から、神の思惑は始まり、実行されてきたのだ。

　次に訪れたのは、喪(そう)失(しつ)感(かん)だった。

　これまでの友情が、積み重ねてきたものが、すべて仕組まれたものだと判明したのだ。

　なにもかもが崩れ去っていくような気がした。

　そして、かろうじて繋がっていた希望の糸が、プツリと断ち切られたように、消えていく。

　噓だと言ってほしかった。いつものように、真顔のままで「冗(じよう)談(だん)だ」と言ってほしかった。

　けれど、どんなに願っても、どんなに望んでも、大輝は自らの言葉をひるがえすようなことはしなかった。

　これまでの楽しかった思い出が、走(そう)馬(ま)燈(とう)のように浮かんでは消えていく。

　二人でバカをやった。

　きわどい写真を見ては興奮し、さらにきわどい写真を求めていくつも作戦を練った。

　真吾は大輝の写真で興奮し、大輝は興奮する真吾を見て、己の技(ぎ)量(りよう)に満足そうな表情を浮かべていた。

　勉強も一緒にやった。赤点になりそうな真吾を、成績優秀な大輝が面倒を見てくれた。発(はつ)憤(ぷん)材(ざい)料(りよう)になったのは、大輝の写真だった。問題集の点数が上がるごとに、大輝は様々な写真を見せてくれた。

　野球で頑(がん)張(ば)っている真吾を最初に認めてくれたのは、大輝だった。興味の対象外には絶対にカメラを向けない大輝が、真吾のことを写真に収めてくれていた。そのことがどれだけ嬉しかったか、どれだけ励まされたか、そしてどれだけ救われたか、たぶん、大輝にはわからないだろう。

　だからこそ、真吾は諦めるということをしなかった。どんな状況でも、最後まで諦めず、戦うことができた。

　けれど……。

　そうした思い出が、真吾の力となっていた絆が、思いきり覆された。

　スカートをめくる力だけではない。

　諦めないこと。

　世界を救ってきた真吾の信念さえもが、神によって仕組まれたものだったのだ。

　真吾はガックリと膝をついた。もう、耐えられなかった。

　いまさらながらに、清内路一族の家系図を見ろといった神の意図を把握する。

　このためだったのだ。

　最後の最後で逆らわないよう、逆らえなくなるように、絶望のどん底に叩き込むこと。

　それこそが、神の目的だったのだ。

「は、はは……」

　壊れたような笑いが、自然にこみ上げてくる。

　遊ばれている。

　自分たちは、神の手の上で、いいように弄(もてあそ)ばれている。

　神は、五年も前から、自分たちを思うがままに操ってきた。自分たちの手で切り開いてきたと思っていた未来も、神の思惑の範(はん)疇(ちゆう)だった。

　世界は、どう転んでも破滅に向かって進んでいる。

　それが、神が望み、仕組んだことであるならば、覆すことはできない。そう実感させられた。思い知らされた。

　地面が揺れた。地震のようだ。それすらもう、どうでもいい。

　ところが、心を閉ざそうとする真吾を揺さぶるように、揺れは激しくなっていく。

「うわっ」

　膝だけでは体を支えられなくなり、両手をつく。だが、それでも揺れに対抗することができなかった。

　真吾の目の前に、割れたガラスが滝のように落ちてくる。

　地面に激突したガラスが飛び散り、真吾に襲いかかる。それを防いだのは、大輝の体だった。

「ボケッとするな！　校舎から離れろ！」

　蹴(け)飛(と)ばすようにして、少しでも校舎から距離を取ろうと真吾を動かす。

　尻(しり)餅(もち)をついた真吾は、どっしりとした校舎が不格好なダンスを踊るかのように揺れ動くのを見て、人智を越えた自然の脅(きよう)威(い)に打ちのめされていた。

　気がつくと、揺れは収まっていた。

　心臓が激しく脈打っていた。目にはうっすらと涙がたまっていた。想像を絶する恐怖が思考を奪い、理性を奪い、ただただ為(な)す術(すべ)もなく身を委(ゆだ)ねることしかできない無力感に、茫(ぼう)然(ぜん)自(じ)失(しつ)となる。

　これが、まだ、始まりにすぎないのだ。

　こんな揺れが、これから毎日のように起こり、さらに酷くなっていくのだ。

　恐怖を感じることに、真吾は恐れを抱いた。

　絶望したのなら、恐怖など感じる必要はない。あるがままを受け入れて、死んでいけばいいはずなのに。

　体が震えてくる。意味不明な笑い声が、口から勝手に漏(も)れてくる。

　なんということだ。

　絶望したはずなのに。

　それでも自分は、まだ死に怯えている。

　生きることに、執(しゆう)着(ちやく)しているのだ。

　運命は覆せない。　

　思い知らされたばかりなのに、自分はまだ、運命を受け入れられないでいる。

　それがどんなに辛(つら)くて、厳しくて、悲しいことなのか、わかっているはずなのに……。




　地震が収まって、穂香はホッと息をついた。

　真吾の後を追って県ヶ丘まで来たのだが、まさかこれほどの地震に遭(そう)遇(ぐう)するとは思ってもいなかった。

　穂香は幸いにも無傷だった。しかし、校舎の窓ガラスはすべて割れ、穂香がいる校門の壁は一部が崩れ落ち、歩道の横の道路では、車が何台もクラッシュしていた。

　運転手や同乗者が車から出てきて嘆いているところをみると、ひどい怪我人はいないらしい。しかし、それはこの場だけのことだ。穂香の見えない場所や知らない場所では、途方もない被害が出ているのかもしれない。

　穂香は、自宅のことが気になった。家には母親がいるはずだ。無事だろうか。会社に行っている父親とも、連絡を取らなくては……。

　携帯を取り出すが、通話ができない。みんなが一(いつ)斉(せい)に電話を使用しているせいだろう。そもそも、電波の中継基地がダメージを受けて、使い物になっていない可能性もある。

　携帯を閉じて、穂香は校舎の前でへたりこむ真吾に目を向けた。

　きっと、楢川大輝からすべてを聞かされたに違いない。そのショックがどれほどのものか、穂香にはうかがい知ることができない。けれど、容易に立ち上がれないくらいの衝撃があったのは間違いないはずだ。

　わかっていたことだった。

　真吾がショックを受けるのは、避けられないことだと。

　それでも、真吾なら乗り越えてくれるのではないかと、勝手に期待していた。

　本当に、勝手な期待だった。

　真吾は穂香のヒーローではあるが、特別な強さを持っているわけではない。親友に裏切られたとわかれば、立ち直れないほどの衝撃を受けるのは当然だ。

「真吾くん……」

　悲しいよりも、悔しさが勝った。自分はなにもできない。手を差し伸べることもできない。ただ……。

　やれることは、ある。

　穂香は静かに、決意を固めた。

　たぶん、もう、これしか方法は、ない。
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　地震による被害は、ついに日常生活を奪うに至った。

　県(あがた)が震(しん)源(げん)地(ち)となった震度六弱の地震で、県町とその周辺の市町村で住宅の倒(とう)壊(かい)や火災が発生し、死者が出た。

　電気、ガス、水道も軒(のき)並(な)みストップし、電話会社の中(ちゆう)継(けい)基(き)地(ち)の損(そん)害(がい)もあって、電話の使用も制限されることになった。

　それでも、かろうじて秩(ちつ)序(じよ)が保たれたのは、災害に備(そな)えての心構えと対策が功(こう)を奏(そう)したからだろう。

　損壊により自宅で生活できない者は、近隣の学校や公民館などの公的施設に避(ひ)難(なん)した。これにより、学校は引き続き休校となっているが、素直に喜ぶ学生は一人もいなかった。

　真(しん)吾(ご)もまた、避難生活を余(よ)儀(ぎ)なくされていた。

　家の窓という窓が吹き飛び、建物自体も少し歪(ゆが)んでしまったのだ。次に同じ規模の地震が来たら、倒壊は免(まぬが)れないだろうという話だった。

　自宅を捨てるのはしのびないが、命には代えられない。宮(みや)田(た)一家は、県ヶ丘第一小学校へと避難したのだった。

　真吾が通い、両親の母校でもある県ヶ丘高校は、町内の学校でもっとも被害が大きかったらしい。避難所に適さないと判断され、立ち入り禁止にされているという。

「そりゃ、好(こう)都(つ)合(ごう)じゃねぇか」

　真吾と同じく、家族で避難してきていた光(みつ)夫(お)が、真吾から状況を聞くなり切り出した。

「最後の封(ふう)印(いん)がある場所が、こんな人でごった返してたら、大変だったろうからな」

　体育館はすでに満杯で、足の踏(ふ)み場(ば)もない。外では、あぶれた人たちがテントを張っているほどだ。

「早速、遅くならないうちに様子を見に行ってみようぜ」

「様子を見て、どうするんだ？」

「神様は封印を解かせたいんだろ？　だったらなにかしらの動きを見せるはずだ。俺(おれ)たちが封印を解く気がないとわかれば、本人が乗り込んでくる可能性もあるだろ？」

　その通りかもしれないが、それも神の思(おも)惑(わく)どおりなのだろう。そう考えると、また気分が沈(しず)んでくる。

「どうした？　元気ないぞ」

「ああ……」

「ま、この状況で元気があるほうがどうかしてるけどな。とにかく、全員に連絡がついたら行ってみようぜ。これから淳(じゆん)と合流して、みんなを誘(さそ)ってくるから」

　光夫はまだ諦(あきら)めていないようだ。みんなもまだ運命は覆(くつがえ)せると思っているのだろう。

　仲間たちには、二日後には世界が滅ぶということを伝えていない。絶(ぜつ)望(ぼう)して滅(ほろ)びを迎えるよりも、諦めずに戦い続ける事のほうが幸せかもしれないと思ったからだ。

　未来を知ってしまい、信じていた友人に裏切られた真吾には、諦めと絶望しかない。運命を覆す術(すべ)もなく、いまはただ漫(まん)然(ぜん)と終わりを待つことしかできないのだった。

　周囲を見渡せば、真吾と同じように、無気力としか思えない老人たちばかりがあふれていた。動ける者はボランティアに参加したり、情報収集に動き回ったりしている。子供たちは、こんなときでもじっとしていられないらしく、学校中のあちこちを走り回っている。自然に、屋(おく)内(ない)で身を寄せ合うように過ごすのは、身動きのとれない老人たちばかりになっていた。

　それでも、どんなに無気力そうに見えても、彼らは希望を失ったわけではない。

　いつか、家に帰れる。家に帰るまでは死ねない。

　静かに、現状を堪(た)え忍(しの)ぶかのように、よりよい明日という希望にすがりながら、体を横たえ、眠り、体力を温(おん)存(ぞん)しているように見えた。

　老人たちは老人たちなりに、明日を見(み)据(す)えて生きている。それが羨(うらや)ましくて、いたたまれなくなった。

　居(い)心(ごこ)地(ち)の悪さを感じて、真吾は外に出た。

　校庭では、自衛隊が中心となって炊(た)き出(だ)しや傷(しよう)病(びよう)者(しや)の看(かん)護(ご)を行っている。母親の由(ゆ)紀(き)子(こ)も、この中のどこかにいるはずだが、顔を合わせると面倒なので、足早にグラウンドを抜けた。

　敷地外に出ると、改めて被害の深(しん)刻(こく)さを目(ま)の当(あ)たりにすることになる。

　潰(つぶ)れた家(か)屋(おく)や傾(かたむ)いたビル。根本から折れた木々に、液(えき)状(じよう)化(か)したアスファルト。

　空を見上げれば、どこにでも目にした鳥たちの姿はどこにもなく、あるのは歪んで絡(から)み合(あ)った電線と、滲(にじ)んだ太陽と、火災跡の煙だけだった。

　焦(こ)げた匂(にお)いが鼻をつき、火山灰が涙(るい)腺(せん)を刺(し)激(げき)する。救急車と消防車のサイレンがひっきりなしに鳴(な)り響(ひび)き、防災無線が状況をがなりたてる。

　どこに行く当てもない。気軽に町を歩ける状態でもない。

　外に出たはいいが、行き場がなくて、真吾は立ち往生した。

　そこに、一台の車がゆっくりとやってきた。

　黒(くろ)塗(ぬ)りのドアが音もなく開くと、中から出てきたのは清(せい)内(ない)路(じ)清(きよ)美(み)だった。

「……真吾くん、大丈夫？」

　まずこちらが気(き)遣(づか)わねばならないはずなのに、先に気遣われてしまった。避難生活を強(し)いられることへの社(しや)交(こう)辞(じ)令(れい)かと思ったが、そんなマネが清美にはできないと思い至り、本当に気遣われるような顔色をしていたのだなと理解する。

「どうしたんだ、こんなところに来て」

「……真吾くんが、心配だったから」

　清美の顔色はだいぶよくなっている。だから、家の人にムリを言って出てきたのだろう。心遣いは嬉(うれ)しかったが、守るべき立場の真吾が心配されているようでは、みっともないことこの上なかった。

「……それに、一人はイヤだから」

　まだ、家族を頼ることができないようだ。一(いつ)朝(ちよう)一(いつ)夕(せき)でどうにかできるものではないが、もうすぐ世界が滅ぶ以上、せめて家族の絆(きずな)くらいは、感じさせてやりたかった。

「だからって、避難所まで押しかけてくることはないだろ？」

「うん、でも……」

　言(い)い淀(よど)んでいるところに、いきなり光夫と淳が姿を現した。

「おっと、巫(み)女(こ)さんも一緒か。じゃあちょうどいい」

「なにが」

「いまから県ヶ丘に行くぜ」

「た、タロウとリーナちゃんは、も、もう学校の前で、ま、待ってるんだな」

　真吾は首を傾(かし)げた。

「なにしに行くんだ？」

「最後の封印の確認さ。あれさえ無事なら、まだなんとかなるかもしれないからな」

　なんとかならないことを、真吾は知っている。

　しかし、どうやって滅ぶのかまではわからない。二日後に滅ぶということは、封印が解け、大(だい)魔(ま)王(おう)が復活するのは間違いない。けれど、真吾が封印を解かない限り、大魔王の復活もないはずだ。いったい、なにがどうなって、世界は滅ぶのか。

　抗(あらが)おうとする気力もないのに、変なところが気になってしまう。真吾は光夫たちの話に乗ることにした。

　瞬間移動で学校の前でリーナたちと合流し、再び瞬間移動で体育館にある秘密の小部屋の前まで移動した。

「そういえば、穂香(ほのか)は？」

「ああ、穂香姉ちゃんだけには、連絡がつかなかったんだ」

　自宅に出向いたが無人で、避難所になっている美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)でも、姿を見つけることはできなかった。町内の避難所を片(かた)っ端(ぱし)から覗(のぞ)き込(こ)んでみたが、やはりどこにもいなかったのだという。

「町外に出たんじゃないか？」

　ツテがあれば、その可能性もあるだろう。しかし、真吾たちになんの連絡もないというのはおかしかった。

「封印が何ごともなければ、みんなで探しに行くべきだな」

　タロウの提案に頷いて、真吾たちは秘密の小部屋へと降りていった。
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　階段を降りた先で、真吾たちはギョッとして足を止めるハメになった。

　さほど大きくはない部屋の奥。封印の石が置かれた台座の前に、住(すみ)吉(よし)穂香が立っていたのだ。

「穂香……？」

「こんにちは、真吾くん」

　場違いなほどほがらかな挨(あい)拶(さつ)に、真吾たちは面食らう。

「ようやく、来てくれましたね」

「穂香姉ちゃん……？」

　光夫たちも、目を白黒させている。

　ふと、どこかからうめき声のようなものが聞こえた。

　声を辿(たど)って視(し)線(せん)を巡(めぐ)らすと、穂香の少し後ろに、柚(ゆず)子(こ)の姿があった。

　柚子は一目見てわかるほどに重傷だった。胸元は血でべっとりと汚(よご)れ、切(き)り裂(さ)かれた服の隙(すき)間(ま)からは、目を背(そむ)けたくなるような傷口が覗いている。壁に背中をあずけながら座り込む様子に精気はなく、かろうじて息をしているような状態だった。

「トランクィロ様！」

　飛び出そうとするリーナを牽(けん)制(せい)するように、穂香は柚子の前に立ちふさがった。

「な、なにをする！　どけ！　早く手当をせねば、トランクィロ様が……！」

「この程度のことで、神は死んだりしません」

「なにっ!?」

　突き放すような物言いに、リーナは目を剝(む)いた。

「この姿は、あくまで神の精神と力の一部を宿した、仮の姿でしかありません。肉体が滅んでも、神自体が消滅するわけではないのです。時間はかかりますが、数日のうちには同じ体で復活してくるでしょう」

「だ、だからといって……！」

　詰め寄ろうとするリーナに、穂香はゾッとするような笑顔で対(たい)峙(じ)した。

「それに、気にならないんですか？　どうして私がここにいるのか。どうして私の側(そば)で、トランクィロという神様が傷つき、倒れているのか」

　穂香の言葉が、頭の中に響き渡る。

「おい、ひょっとして……」

　真吾が声をかけると、穂香は笑った。嘲(あざけ)るように、見下すように、ねめつけた。

「彼女はきっと、最後の封印を守りにここへやって来る。案の定、彼女は二日前からここに潜(ひそ)んでいたようです。私が来たときには、すでに半(はん)死(し)半(はん)生(しよう)でしたがね」

「ホノカ、貴様……！」

「待て、王女！」

　タロウがリーナのドレスの裾(すそ)をくわえて、引き止める。

「穂香殿、そなたは本当に穂香殿なのか？　グランが穂香殿の体を乗っ取っているのではないか？」

「もちろん、違います」

　ちゃんと確認してください、とでも言うように、真吾たちを一人ずつ見回していく。

「グランに支配されているわけではありません。私は私の意思でここにいて、皆さんの前に立っています」

　グランが穂香の体を支配しているなら、口(く)調(ちよう)がもっと尊(そん)大(だい)になっているはずだ。声(こわ)色(いろ)も男性のものに変わるし、なにより、瞳(ひとみ)には明確な意思の輝きが存在していた。ガラスのように無(む)機(き)質(しつ)で冷たいものではない。れっきとした感情を含んだ、人間の目だった。

「穂香……」

「どうしました？　真吾くん」

　真吾は戦(せん)慄(りつ)を覚えた。

　誰(だれ)だ、これは。

　真吾の知る穂香じゃない。けれど、感情を宿した瞳が、穂香以外の何者でもないと、訴(うつた)えている。

「穂香、きみは、なにがしたいんだ？　なにが目的で、ここにいるんだ？」

「その質問に答える前に、一つだけ質問を返していいですか？」

「え？」

　面食らう真吾にかまわず、穂香は続けた。

「昨日、楢(なら)川(かわ)さんとお話ししましたよね？」

　ギュッと、胃が縮(ちぢ)む思いがした。

　できれば忘れていたかった絶望と、虚(きよ)脱(だつ)感(かん)が一気に押しかかってくる。

「世界は滅ぶ。それは絶対に覆らない。それを身に染(し)みて実感したはずです」

　身に染みるどころではない。刻(きざ)み込(こ)まれ、抉(えぐ)られる勢いで実感しているところだ。

「おい、真吾！」

　光夫が真吾の背中に向かって怒(ど)鳴(な)りつけてくる。

「どういうことだ？　世界は滅ぶ？　絶対に覆らない？　なんで実感するんだよ！」

「全部、仕組まれていたからですよ」

　真吾の代わりに、穂香が答えた。

「私たちの出会いも、戦いも、感情すらも、神様の思惑どおりになっているんです」

　否定できる言葉が、どこにも見あたらなかった。まさにそのとおりだからだ。

「どうあがいても、運命は覆らない。神の手の上から抜け出すことはできない。私たちが命をかけて世界を救ってきたことも、神様にとっては既(き)定(てい)の路線だったんです。そして神様の思惑どおり、私たちは世界を救い、滅ぼそうとしています。大魔王を復活させてしまうことによって」

「そうだとしても！」光夫が叫(さけ)ぶ。「俺たちが世界を救ってきたのは、俺たち自身の力だろ!?　なのにどうして、そんな後ろ向きになるんだよ！」

「本当に、それは私たち自身の力だったんですか？」

　虚(きよ)をつかれたように、光夫はたじろいだ。

「私たちが世界を救ってこられたのは、的確な情報と、真吾くんの力によるところが大きいのは認めますね？　ところが、その的確な情報さえも、神様から与えられたものであったら？」

　語勢に押され、反論できない。

「スカートをめくる力を、真吾くんが望むということすら、神様の想定したとおりだとしたら……？」

「噓(うそ)だ！」

　否定しようと語(ご)気(き)を荒げたのはリーナだった。ムリもない。スカートをめくる力を、真吾が望むことすら神の想定内だとするなら、リーナが真吾の婚約者になるということまで、神の思惑に入っていたことになる。さらに、リーナがこちらの世界に留(とど)まり、真吾と時間をかけて歩み寄ろうとし始めたことすら、想定していたに違いない。

　何のために？　おそらくは、リーナが持つ魔(ま)剣(けん)を監(かん)視(し)するために。

　それは、自分の感情が操(あやつ)られていたと同じことである。穂香の言葉が、徐(じよ)々(じよ)に、仲間たちの間に染み込んでいくのがわかる。

「仮に、真吾くんの力だけは、神様の思惑の外だったとします。けれど、それでもやっぱり、世界は滅びるんですよ」

「なぜだ！」

「真吾くんの力が、世界の滅亡を示しているからです」

　穂香は一枚の写真を取り出した。それは、なにも写っていない、真(ま)っ黒(くろ)な写真だった。

「それは……」

「真吾くんが、力を使って時間をめくり、未来の私を写した写真です。でも、見てのとおり、写真にはなにも写っていません。これがどういうことか、わかりますか？」

　未来に穂香の姿はない。つまり、世界は滅んでいるということだ。

　これにはリーナも二(に)の句(く)が継(つ)げなかった。真吾の力は、選ばれし者たちにとっては希望の象(しよう)徴(ちよう)であり、運命に抗う象徴だったのだ。その力が、世界の滅亡を示(し)唆(さ)している。

　なんとかなるかもしれない。

　そんな楽観的な希望は、この瞬間に打(う)ち砕(くだ)かれたのだ。

「……感情を操られたという意味では、私も同じなんですよ」

　穂香は少しだけ悲しそうに、真吾に目を向けてきた。

「私は真吾くんのことが好きです。でも、その気持ちすらも、本来の私の感情でなかったら？」

　ドクンと、真吾の胸の中でなにかが飛(と)び跳(は)ねた。

　喜びを表すように、待ちこがれた人がやってきたことを歓迎するかのように、なにかが暴れ、騒いでいる。これは、まさか……。

「真吾くんの中には、大魔王の魂(たましい)が宿っています」

　胸の中が熱くなる。穂香の言葉を肯(こう)定(てい)するように、反応する。

「みなさんが推測したとおり、真吾くんが魔(ま)神(じん)の封印を解いたり、世界の危機が真吾くんめがけてやってくるのは、そのせいです。でも、みなさんは重要なことを一つ、忘れています」

　指摘されるが、なんのことかわからない。思い出せない。

「美須々ヶ丘の文化祭のときです。どうして、私もそのときに気づけなかったんでしょうね」

　自(じ)嘲(ちよう)してから、穂香は自分の胸を押さえた。

「あのとき、大魔王の封印を解いたのは私です」

　言われて、そういえばそうだったかと思い出した。秘密の小部屋を発見したのは穂香だし、魔神の石を手にとって、封印を解いたのも穂香だ。

「って、えっ？」

　真吾はその事実に、穂香と仲間たちの顔を見比べた。仲間たちも同じ心境なのだろう。みんな、穂香と自分の顔を見比べている。

　真吾の中に、大魔王の魂が宿っている。だから、魔神の封印を解くことができた。では、同じく魔神の封印を解くことができた穂香は……？

「そうです」

　胸に手をあてたまま、力強く、頷(うなず)く。

「私の中にも、大魔王の魂が宿っているんです」

　大魔王の魂は、二つに別れていた。

　大魔王が完全な復活を果たすには、肉体が蘇(よみがえ)り、そのうえで、二つに別れた魂が一つにならなければならない。魂が一つになるには、ある条件を満たす必要がある。それは……。

「大魔王の肉体が復活した後で、私と真吾くんが少しでも触れあうと、魂は一つになって、大魔王は完全に復活します。つまり、私は絶対に、真吾くんと触れあうことができないんです。いえ、それだけなら、まだよかった……」

　押し隠していただろう感情が、少しだけ溢(あふ)れ出(だ)す。

　憤(いきどお)りと、悲しみと、辛(つら)さと、苦しさとが入り交じった、すべてを投げ出したような声で、穂香は言った。

「私が真吾くんに惹(ひ)かれるのは当然なんです。だって、魂が、一つになりたがっているのだから……」

「穂香……」

　なにを言ってやればいいのかわからなかった。けれど、なにかを言わずにはいられなかった。

「私の、真吾くんが好きだというこの感情は、私のものではないんです……」

「ほ、穂香！」

　穂香の気持ちが、真吾には痛いほど伝わってきた。昨日の自分と同じなのだ。信じていたものに裏切られ、自分の存在すら信じられなくなる。

　自(じ)暴(ぼう)自(じ)棄(き)になるのもしかたがない。真吾だって、なにもかも放り出して、逃げてしまいたいくらいなのだ。どこにも逃げ場がないとしても。

「わかって、くれましたか？」

　頷くわけにはいかなかった。けれど、否定のしようもなかった。わかってしまったのだから。穂香の気持ちが、感情が、手に取るようにわかってしまうのだから。

「すべては神の意のままに動いている。私自身の感情すら、自分のものではない。そして、世界は滅亡に向かっている。避けようのない運命に向かって、突き進んでいる。こんな状況で、希望を持てますか？」

　誰も、答えられない。

「そうですよね。だから、私は決めたんです。最後くらい、自分の意思で、自分が望むようにしようって」

　穂香は急に、真吾たちに背を向けた。あっと思ったときには遅かった。

　穂香の手が、封印の施(ほどこ)された石を摑(つか)んでいたのだ。

「穂香!?」

「貴様！　なにをする！」

　石が、まばゆい光を放つ。

　真吾たちの叫びも、穂香には届いていないようだった。光る石を手にしたまま、くぐもった低い声で笑い、愉(ゆ)悦(えつ)に浸(ひた)っている。

「これで、封印はすべて解けましたね」

「穂香！」

「だいたい、みなさんがいけないんですよ？」

「えっ？」

「みなさんが、早く決めてくれないから」

　世界は滅びる。

　大魔王が復活しても、復活しなくても、世界は滅亡に向かって動いている。その運命を覆す方法はない。少なくとも、真吾たちにはその術がない。

「まやかしの気持ちだったとしても、私の好きな人の苦悩する姿は見たくありません。だから、苦悩をできるだけ紛(まぎ)らわせて上げようと思ったんです。少しでも、短くして上げようと思ったんです」

「穂香……」

　絶(ぜつ)句(く)するしかなかった。

　そんな理由で、大魔王の封印を解いたというのか。

「いまから四八時間後に、大魔王の肉体は復活します」

　大魔王の復活により、真吾の苦悩は四八時間で済むことになる。何日、何カ月か、何年かかるかわからない自然な滅亡を待つよりはいい。それが、穂香の選んだ道だった。

「四八時間後には、真吾くんが悩んだり、苦しんだりする必要はなくなります。解放されるんです」

「そんなものは解放とは言わん！」

　リーナが食ってかかるが、穂香は軽く受け流した。

「では、リーナさんには、真吾くんを苦しみから解放してあげることができるんですか？」

「そ、それは……」

　言い返せない。当然だ。ここで言い返せるくらいだったら、穂香だってこんなマネはしなかっただろう。

「みなさんがどう最(さい)期(ご)を迎えるかは自由です。私は、来るべき場所で、来るべき終末を静かに待ちます」

　穂香は石を地面に叩(たた)きつけた。粉(こな)々(ごな)に砕け散った石が、四八時間後の地球と重なる。

「では、みなさん、さようなら。もう一度会うことがあれば、そのときは……」

　そのときは、なんだというのだろう。

　穂香は悠(ゆう)然(ぜん)と去っていった。誰も声をかけられなかったし、追いかけることもできなかった。

「う、うぅ……」

　しばらく呆(ぼう)然(ぜん)と立ちつくしていると、部屋の隅(すみ)で柚子がうめき声を上げた。

　ハッとしたリーナが、慌(あわ)てて駆(か)けつける。

「トランクィロ様！　大丈夫ですか!?　しっかりしてください！」

「リーナ、さん……」

　柚子は、焦(しよう)点(てん)の合わない目で、懸(けん)命(めい)にリーナの姿を探す。リーナは膝(ひざ)をついて、柚子の手を取った。

「私は、もうすぐ……、消滅します。でも……、その前に……、伝えなくてはならないことが、あります……」

　そこから先は、真吾には聞こえなかった。だが、リーナの表情が、驚(きよう)愕(がく)に染まっていくのだけはわかった。

「宮田くん……」

　柚子は真吾の名を呼んだ。もはや視線を動かす力もないのか、目を閉じて、真吾が耳を傾けているものとして、彼女は最後に、呟(つぶや)いた。

「リーナさんを、よろしくお願いします……」

　柚子の体から、光が溢れ出す。

　それは蛍(ほたる)のように宙を舞い、やがて、雪のように中空に消えていく。柚子の体もまた、ゆっくりと、光となって消えていった。

　柚子が座っていた場所で、リーナは頭(こうべ)を垂(た)れた。

　神にとっては、一時的な消滅でしかないと、穂香は言っていた。けれど、消えてしまったことには変わりがない。

　リーナは悲しんでいるだろうか。気を遣ってやりたいところだったが、正直なところ、いろんなことがありすぎて、気を遣うだけの余(よ)裕(ゆう)が真吾にはなかった。

　だから、リーナが勢いよく立ちあがり、魔剣を呼び寄せて振り向くまで、体はなにも反応できなかった。走り出すのを、止めることができなかった。
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　秘密の小部屋を出ると、穂香はまだ体育館の中にいた。

　グランの力を使えば、すぐにでもどこかへ移動できたはずなのに、それをしなかったということは、待っていたのかもしれない。いや、柚子をギリギリまで生かしておいたということは、ある事実を知ったリーナが向かってくるように仕組んだとも言える。

　ならば、遠(えん)慮(りよ)はいらないだろう。

「ホノカぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　リーナは絶(ぜつ)叫(きよう)し、穂香めがけて大(だい)上(じよう)段(だん)から魔剣を振り下ろした。

　振り返りざま、穂香は光る剣を手のひらから作り出し、魔剣を受け止める。リーナはそのまま押し込むことはせず、反動を利用して飛(と)び退(の)き、距離を取った。

　そこへ、後を追って真吾たちが駆けつけてきた。

「リーナ、どうしたんだよ、突然！」

「黙っていろ、シンゴ！　わたくしはこの女を許すことができんのだ！」

「だからって、いきなり斬(き)りつけることはないだろ！」

「呑(のん)気(き)なことを言うな！　わたくしたちに残された時間は短いんだ！　ならば、せめて最悪の芽(め)だけはここで摘(つ)んでおく必要がある！」

「なんだよ、最悪の芽って！　いいから落ち着け！」

「貴様が落ち着いて考えろ！　大魔王の魂が一つになれば、大魔王は完全な復活を果たす！　そうなれば、たとえ神であっても倒すのは容易ではない！　ならば、完全な復活を果たせないようにしてしまうのが最(さい)善(ぜん)の策(さく)ではないのか!?」

「えっ？」

「そうだろう、ホノカ」

「……そうかも、しれませんね」

「おい、ちょっと待て、それってどういうことだよ！」

「こういうことだ！」

　再び、リーナは斬りかかる。だが、今度も光の剣に阻(はば)まれる。

「本気で、こないんですか？」

「なにぃ!?」
















「リーナさんの魔剣なら、神殺しの剣なら、この剣を砕くくらい、簡単なはずですよ？」

　リーナは舌打ちした。穂香の言うとおりだ。リーナは全力で挑(いど)んでいない。穂香との仲間意識もあるし、穂香の悲痛な告白を聞いた後では、怒りと憎しみに任せて、剣を振るえるはずがなかった。

　リーナは唇(くちびる)を嚙(か)んで、穂香を睨(にら)みつけた。

「わたくしには、ホノカがなにをしようとしているのか、なんとなくわかるような気がする。わたくしが同じ立場に立たされたら、同じ行動を取ったかもしれん」

「お、おい、なにを言ってるんだよ」

　真吾を無視して、リーナは続けた。

「悲劇のヒロインぶって、満足か？」

「他に、方法がありませんから」

「シンゴを苦しめるだけ苦しめて、楽しいか？」

「…………」

「いや、これはホノカに言うべきことではないな。シンゴにホノカ、わたくしたちや世界中の人々を苦しめて満足か？　楽しいか？　答えろ、グラン、いや……」

　剣の切(き)っ先(さき)を、穂香の胸元に突きつける。

「大魔王、グランディオーソ！」

　ピンと張りつめた緊張の糸が、静(せい)寂(じやく)の空間に音を立てて響いたような気がした。

　無言で対峙する二人をよそに、リーナの背後では、真吾たちの動(どう)揺(よう)する気(け)配(はい)が伝わってくる。

「もっと早くに気づくべきだった。いや、せめて怪しむべきだった。貴様もまた、わたくしたちに助言を施し、貴様自身が復活するように、わたくしたちを導いていたのだからな！」

　穂香は無言だった。グランも、答える気配を見せない。リーナの持つ魔剣の切っ先は、怒りと憤りで震えていた。

「だから、貴様を殺せば、大魔王の完全な復活だけは、阻(そ)止(し)することができる」

「肉体の復活は、どうするんですか？」

「まだ時間はある！　その間に、わたくしたちは絶対に、突(とつ)破(ぱ)口(こう)を見つけ出してみせる！」

　自分でも、むちゃくちゃなことを言っているのがわかった。これはただの反抗心だ。具体的な策があるわけではない。けれど、なにかを言わずにはいられなかった。穂香の決心が読み取れてしまったからこそ、その決心に負けたくないという対抗意識を燃やさずにはいられなかったのだ。

「ホノカ、貴様の境(きよう)遇(ぐう)には同情する。だがな、わたくしだって負けられないのだ。この戦いにも、ホノカ自身にも。だから、だから……」

　剣を構え直し、息を吸い込む。

「貴様ばかりに、いい格好はさせない！」

　リーナは突(とつ)撃(げき)した。今度は振りかぶらず、切っ先を向けたまま、一直線に穂香の心臓へ向けて、飛び込む。

　穂香の手から、光の剣が生み出される。

　受け止めるか、受け流すか、それとも、回避と同時に攻勢に転じるか。

　そのすべてに対応できるよう、リーナは突っ込んだ。穂香は、その場から一歩も動かなかった。体も開かない。正面から受け止めるか、もしくは……。

　ズブリと、肉を断つイヤな感触が手に伝わった。

　それが想定した以上に早い段階で伝わったため、リーナは仰(ぎよう)天(てん)し、最後の一押しができなかった。いや、寸前で体を押しとどめた。

「なっ……」

　魔剣の切っ先は、心臓を外れ、肩と鎖(さ)骨(こつ)の辺りに食い込んでいた。二人の間に割って入った、清内路清美の肩に。

「き、キヨミ……!?」

　清美は歯を食いしばり、魔剣を両手で握(にぎ)り締(し)める。

「……これは、ダメ」

「な、なにを言ってる!?　貴様、こんなことをして……！」

　清美はリーナを睨みつけた。かつてないほどの強い意志で、目の力だけで、リーナを押さえ込む。

「……あなたの気持ちはわかる。……私も、ライバルが減るのはかまわない。……でも、きっと、真吾くんは悲しむ」

　グサリと突き刺さる言葉だった。同時に、打ち負かされた思いがした。

　リーナは一番大事なことを忘れていた。一番大切な人のことを忘れていた。

　穂香を殺し、大魔王の完全な復活を阻止し、世界を救ったとしても。

　きっと、真吾は喜ばない。嘆き、悲しみ、穂香を救えなかった己(おのれ)を悔(く)やみ、責めるだろう。しかも、心に負った傷は必ず、リーナたちをも拒(きよ)絶(ぜつ)する。それではなんの意味もない。いまの穂香と、まったく同じ状況に陥(おちい)るだけだ。

「だから……、こういう方法だけは、ダメ……」

　グラリと、清美の体が揺(ゆ)れた。剣の切っ先が清美の体から抜けて、支えきれずに地面に突き刺さる。その横に、清美はどさりと倒れ込んだ。

「清美！」

　慌てて、真吾たちが駆け寄る。

　清美は痛みに喘(あえ)いで、悶(もだ)える。真っ白な巫女服が、みるみるうちに血に染まっていく。

　リーナは目を逸(そ)らすようにして、穂香に視線を向けた。穂香も、まっすぐにリーナを見据えた。悲しく、痛ましそうな瞳だった。

「穂香……」

　清美を抱きかかえたまま、真吾が呼びかけた。

「本当に、これはきみの意思なのか？」　

　否定してほしいという響きがありありと感じられる問いかけだった。

　そんな感情が丸見えでは、穂香はこう答えるしかないではないか。

「もちろんです。だから、早く、私を殺しに来てくださいね。真吾くんたちには、そういう道を選ぶこともできるんですから」

　穂香は踵(きびす)を返し、去っていった。

「穂香！」

　本心を問(と)い質(ただ)そうとする、真吾の叫びから逃れるように、または、拒絶するかのように……。
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　傷ついた清美を抱え、真吾たちは清内路一族の息のかかった病院へと瞬間移動した。

　すぐさま手術が行われ、傷口は塞(ふさ)がれたが、地震のせいで建物の強度に不安があるから、少しでも安全な場所へ移動してほしいと言われた。清内路一族の清美だからこその、配(はい)慮(りよ)だった。

　とはいえ、安全な場所など、もはや世界中のどこにも存在していないのだ。

　結局、真吾たちは清美の家がある石(いし)割(わり)村(むら)へと向かった。

　石割村にはちいさな病院しかない。清美のような重傷者が入院するような施設は揃っていないのだが、とにかく安静にしてもらうということで、ここに入院させた。

　清美の両親は村の顔役としてだけでなく、清内路グループの一員として、村の復旧にあたっていた。そのため、慌てて病院に駆けつけ、清美のことを心配しつつも、看病を真吾たちに託(たく)すと、娘の顔を一目見ただけで行ってしまった。

「で？　これからどうする」

　どこか投げやりな口調で、光夫が言った。

　真吾は清美が寝ている横での話し合いを咎(とが)めようとしたが、口にする気力がなかった。

「どうもこうもない。全力で戦う、それだけだ」

　意気込むリーナを、光夫は鼻で笑った。

「それができりゃ苦労しないっての。戦う相手は穂香姉ちゃんなんだぞ？　とてもじゃないが、戦う気になれないぜ」

「では、このまま世界が滅ぶのを待つというのか？」

「それも勘(かん)弁(べん)してほしいところだが、世界を救う手だてが見つからないんじゃ、お手上げだよ」

　光夫に戦う意思がないと見て取って、リーナは淳に目を向けた。

「ぼ、僕も、み、光夫くんと同じなんだな……」

「……タロウは？」

「拙(せつ)者(しや)も同じだな。たとえ穂香殿を倒そうとしても、その前段階で世界が滅ぶのだ。戦う戦わない以前の問題だろう」

　結局はそこなのだ。

　大魔王の肉体の復活は避けられない。復活と同時に地球は粉々に破壊され、爆発し、宇宙の藻(も)屑(くず)と化す。戦う前に、決着がついてしまうのだ。

「ならば、地球を壊さずに、大魔王の肉体を引きずり出せばいいのではないか？」

「それができれば苦労はしないのだがな……」

　みんな、ショックと疲労を隠しきれずにいる。

　ただでさえ、地震や火山の噴火によって危機感を煽(あお)られているところへ、真吾の力によって未来が予言され、さらに、穂香が敵に回ってしまったのだ。選ばれし者たちの精神的な支柱二つが、こぞって世界の滅亡に傾いたことになる。打開案も見つからず、希望の光も見えないままで、諦めずに戦えというほうがムリなのかもしれない。それでも、リーナはこのまま手をこまねいて世界の滅亡に身を委(ゆだ)ねることだけはしたくなかった。

「シンゴは、どうなんだ？」

　真吾はずっと、うつむいたままだった。なにかを考え込んでいるのではなく、なにもかも投げ出しているような態度だった。

「シンゴ」

「……うるさい」

　はっきりとした拒絶に、リーナは顔を歪めたが、臆(おく)さずに続けた。

「シンゴ、おまえはどうしたいんだ？」

「うるさいって言ってるだろ！」

　叫んでから、自らの行いを恥じるように、肩を落として縮こまる。

「俺だって、どうにかできるならどうにかしたいよ。でも、どうにもできないんだ。希望が見つからないんだ。穂香は敵に回っちゃうし、大(だい)輝(き)も俺を利用していただけだった。みんなとの出会いも、最初から仕組まれていた。世界を救ってきたことでさえ、俺たち以外の力がはたらいていたんだ。こんな状況で、どうやって戦えっていうんだよ。勝てる見込みなんか、まったくないのに……」

　リーナは、こんなに正面切って弱(よわ)音(ね)を吐(は)く真吾を初めてみた。最後まで諦めない強い心と姿勢に惹かれたリーナにとって、いまの真吾はまるで別人のように思えた。

　いや、違うな。

　リーナは思い直した。

　これもまた、真吾という人間なのだ。

　弱音を吐くし、悩みもする。強いと思っていた心は、わずかな希望にすがって見せていた、強がりだったのかもしれない。本当はこんなに弱くて、もろくて、誰かにすがらないと一人で戦うことすらできない、普通の少年なのだ。

　リーナは拳(こぶし)を握り締めた。もう、真吾はダメかもしれない。選ばれし者たちも、戦う気力を失っている。ならば、自分一人だけでも、最後まであがいてみせるべきなのか。迷いが生じた時点で、リーナの心も萎(な)えかける。一人で戦うということが、これほどまで戦意を削(そ)ぐとは……。

　新しい発見ではあったが、できれば一生、知らずにいたかった発見だった。

「ならば、もういい。あとはわたくし一人でやる」

　立ち上がるリーナを、引き止めようともしてくれない。本当に、丸投げの状態。

　真吾が悪いわけではない。けれど、苛(いら)立(だ)ちを抑えることはできなかった。背中を向け、決別の一歩を踏み出そうとしたとき……。

　パァァァァンという乾(かわ)いた音が、部屋の中に響き渡った。

　振り返ると、清美が上体を起こし、真吾を強いまなざしで見つめていた。真吾の頰(ほお)は赤く腫(は)れ上(あ)がっている。どうやら、清美が真吾の頰をはたいたらしい。

「き、清美……」

　痛むだろう頰よりも、清美の突然の行動に面食らったようだ。頰をさすることすらなく、真吾は呆然と清美を見つめていた。

「……みたくない」

「え？」

「……真吾くんのそんな姿、みたくない……」

　歯を食いしばって、清美は続ける。

　どんな困難にも立ち向かい、克(こく)服(ふく)してきたのが真吾ではないのか、と。

　最後まで諦めず、仲間を信じて戦ってきたのが真吾なのではないか、と。

　そう告げた上で、清美は一つ、頭を振った。

「……でも、いまの真吾くんをみて、わかったことがある」

　真吾は万能ではない。悩みもすれば、落ち込みもする。普通の少年なのだ。

　清美は真吾によって救われた。真吾なら、自分をずっと守ってくれるものだとばかり思っていた。

　だがそれは違った。真吾だって、進むべき道に迷うこともある。誰かに守られなければ、立ち上がることすらできないときだってある。

　清美の目は、まっすぐ真吾に向けられたまま、離れない。

「そんなときに、真吾くんを支えてあげたい。他の誰でもなく、私が支えてあげたい。守られるだけじゃダメ。守ってあげられるだけの強さを、私も持たなきゃダメなんだって、きがついた……」

　そうやって支え合うことができて初めて、対等の立場になるのだと。

　対等の立場になって初めて、心を通い合わせることができるのだと。

「だから私は決めた。最後まで戦う。他の誰のためでもない、真吾くんのために。真吾くんのために、誰も傷つけず、誰も悲しまないようにするために、私は戦う……！」

　清美の目が、リーナに向けられる。

「……戦う気持ちはあなたと同じ。だけど、誰かを悲しませるために戦うのなら、私は一緒に戦えない」

　それは、決意の表明というよりは、決意をあらわにした上での、挑戦だった。どちらが真吾を幸せにできるか。世界の危機を利用して、ハッキリさせようというのだ。

　リーナは笑いがこみ上げてきた。守られ、頼ってばかりだった清美が、真吾を守り、支えようというのだ。清美は強くなった。真吾を巡る恋のライバルとして、一目置くほどに強くなった。

　ならばリーナとしても、その挑戦を受けないわけにはいかなかった。

「いいだろう」

　ドレスの裾をひるがえし、再び背を向ける。

「わたくしは国に帰り、戦力をまとめ上げる。そして明日には、五億六〇〇〇万の戦士たちと共に、この地へ馳(は)せ参(さん)じよう」

「……お願い」

　清美は横になると、深く息を吸い込んで、目を閉じた。

「……私たちはまだ諦めない。だから真吾くんも、みんなも……、戦おう？」

　返事はなかった。けれども、清美とリーナの決意と気(き)概(がい)は伝わったはずだ。

「……私は、ここで待ってるから。必ず、みんなが迎えに来てくれるって、信じて待ってるから」

　それが、選ばれし者たちの絆だから。

　必ず来てくれると信じてるから。

　だから。

　リーナと清美は、自分にできることを、精一杯するつもりだった。




「解散しよう」

　リーナが去った後で、沈黙を破るように、真吾は言った。

「みんなでこうしていても、しかたがないから……」

　誰も、なにも言わなかった。

　最初に立ち上がったのは、光夫だった。

　続いて、淳、タロウ。

　病院を出て行く彼らを見送った後で、真吾も立ち上がった。

　薬が効いているのか、清美は眠っていた。彼女を一人残していくのも気が引けたが、とにかくいまは一人になりたかった。たぶん、みんなも同じだったのだろう。

　仲間と一緒では気が詰まるだけだ。一人になって、滅亡までの過ごし方を考えたい。

　真吾もまた、清見に背を向けて、歩き出した。




５




　遠くの夜空が、赤く染まっている。

　夜の闇(やみ)をけばけばしく彩(いろど)るネオンのように、明滅(めいめつ)を繰り返す。

　地響きを伴(ともな)いながら、やがてビリビリと痺(しび)れるような振動が伝わってくる。

　また、どこかの山が噴火したらしい。

　住吉穂香は河原(かわら)の土手に腰を下ろしながら、その様子を眺(なが)めていた。

　月のない夜だった。もしかしたら、もう二度と月が見えることはないのかもしれない。

　日本中どころか、世界中で起こった火山の噴火により、月も太陽も、火山灰により完全に遮(さえぎ)られてしまった。気温はまだ一〇月の頭だというのに、もうすぐ氷(ひよう)点(てん)下(か)に突入しそうなほど冷え込んでいる。

　衣更えをしたとはいえ、学校の制服だけでは寒さをこらえきれない。家族のいる避難所に戻って着替える手もあったが、穂香は制服にこだわりたかった。

　これから待ち受ける運命を思うと、できるだけいつもの姿で、当たり前のような感覚で、そのときを迎えたかった。

　世界は刻(こく)一(いつ)刻(こく)と、破滅に向かって歩んでいる。

　緩(ゆる)やかな滅亡を選ぶ道もあったが、穂香は速やかな滅びを選んだ。そのことに後悔はしていないし、間違っているとも思っていない。けれど、正しいと思っているわけでもないし、もっと違ったやりようがあったのではないかという自問は、絶えず頭の中で渦(うず)巻(ま)いていた。

　不安は、ずっとつきまとっているのだ。できることなら、誰かに助けてほしかった。せめて、自分の行動を理解した上で、受け止めてくれる人がほしかった。一人は辛い。一人は寂(さび)しい。一人では、悲しすぎる。

　けれど、それが穂香の選んだ道なのだ。泣き言は言ってられない。言える立場ではない。だから、気を張って、決意が揺るがないように、できるだけ一人で過ごさなくてはならなかった。

　穂香のいる河原に、人の気配はない。電気もガスも通わない夜では、出歩く人もいないし、そもそもこの辺りは噴火による土(ど)石(せき)流(りゆう)の可能性があるので、立ち入りが禁じられているのだ。

　おかげで、穂香は一人になることができた。周りの雑音に心揺らされることなく、決意を持続させることができた。

　だから、こちらに向かってくる足音を聞いたとき、穂香は反射的に立ち上がって、身構えた。

「おや、奇(き)遇(ぐう)だな」

　暗闇のせいで、姿がよく見えない。だが、聞いたことのある男の声だった。

「しかし、こんな時間に女性が一人でいるのは危険じゃないか？」

　声の主は、滑るように土手を降りてきた。穂香の横に並ぶ形になり、そこでようやく、相手が誰なのかがわかった。

「真吾抜きで顔を合わせるのは初めてか？　お互い、あいつに依(い)存(ぞん)しすぎているようだな」

　苦笑するのは、楢川大輝だった。真吾の親友で、真吾を支え、応援し、裏切った男。

「で？　きみはこんなところでなにをしているんだ？」

「その言葉、そっくりそのまま返します」

　穂香は大輝のことが苦手だった。

　なにを考えているのかわからないとぼけた言動、目的のためには手段を選ばない強引さや、他人の本心をズバリと指摘する鋭(するど)さが、敬(けい)遠(えん)したい気持ちにさせるのだ。

　ただでさえ苦手意識があるところへ、真吾への裏切りである。できることなら、関わり合いになりたくなかったし、ある意味でいま一番会いたくない相手でもあった。

「まあ、そこはお互いに突っ込まないことにしよう」

　大輝はポケットに手を突っ込み、穂香の目を覗き込んでくる。心の奥底まで見(み)透(す)かされそうな気がして、穂香は思わず目を逸らした。

「ずいぶんと、嫌われたもんだな」

「別に、嫌ってるわけじゃ……」

「俺はかまわないが、なにもきみが嫌われ役を買って出る必要はなかったんじゃないか？」

　一瞬、なにを言われたのかわからなかった。それが穂香が選んだ道であることに気がつくと、ますます、この少年と対峙することに不安を覚えた。

「きみが嫌われ者になる必要はない。同じ道を歩むにしても、もっと違った方法があったはずだ」

　ズバリと核心をついてくる。しかし、なにが目的でそんな話題を振ってくるのかがわからなかった。

「確かに、違う方法もありました。けれど、これが一番いいと思ったからこそ、私はこの道を選んだんです」

「きみ一人が死ぬ道を、か？」

　穂香はギクリとした。

　その一言で、大輝が自分の目的を、正確に把握していることに気がついた。

「あえて汚(お)名(めい)をかぶり、自らを犠(ぎ)牲(せい)にすることで世界を救う。立派なことだが、本当にそれでいいのか？」

「…………」

「地球を滅ぼさずに大魔王の肉体を引っ張り出すことが前提だが、おおかたこんなとこだろう？　大魔王の完全復活だけは避けたい。魂を一つにするわけにはいかない。だったら、手っ取り早い方法がある。そう、きみか真吾が死んでしまえば、魂はよりどころを失い、一つになることができず、完全な復活もできなくなる。しかし、真吾を死なすことはできない。だから自分が死ぬ道を選んだ。違うかい？」

　悔しいが、まったくもってその通りだった。

「ところが、きみは自ら死を選ぶことはできない。きみの中にいる大魔王の魂が邪(じや)魔(ま)をするからだ。邪魔さえなければ、大魔王の完全復活を阻止し、同時に自らの死をもって、戦意を失っている真吾たちを奮(ふる)い立(た)たせる一(いつ)石(せき)二(に)鳥(ちよう)の作戦だったんだがな……。それができないとなると、もう一つの道を選ぶしかない」

「なんですか、それは？」

　虚(きよ)勢(せい)を張るが、ムダな抵抗だった。

　誰にも告げなかった穂香の一大決心を、大輝はつまらなそうに指摘した。

「真吾たちの敵に回り、自分を殺すように仕向ける。まさにきみがやってみせた方法だ」

　腹立たしいくらいにその通りだった。

　仲間同士の関係では、お互いにお互いを殺すことなどできない。おそらく、どちらもが、自ら死を選ぶことになるだろう。

　けれど、穂香にはグランがいる。自ら死を選ぶことはできない。となれば、おのずと真吾が犠牲になる。

　それだけは避けなければならなかった。だから穂香は強(きよう)硬(こう)手(しゆ)段(だん)に打って出たのだ。

　真吾たちの敵に回ることで、真吾たちが穂香を討(う)つ理由をつける。理由ができれば、穂香を倒すために、真吾たちはできうる限りの努力をするだろう。その中で、地球を滅ぼさずに大魔王の肉体を引きずり出す方法を、見つけ出してくれるはずだ。そこさえクリアすれば、真吾たちには神殺しの剣がある。大魔王の肉体を殺し、穂香を殺せば、大魔王の脅(きよう)威(い)は消(き)える。世界は救われる。その可能性は、まだ残されているはずなのだ。

「だから真吾たちの敵に回った、か……」

「悪いですか？」

「いや、一(いち)途(ず)で健(けな)気(げ)なきみにふさわしい選択だ。美しい自己犠牲の精神にはあっぱれだと言うほかない」

「そのわりには、バカにしているような物言いですけど？」

「当然だな。バカにしているんだから」

　小気味のよい音が鳴って、大輝の頰がはたかれた。はたいたのが自分の手のひらだと気がついてから、じわじわと怒りが滲み出してきた。

「いったい、あなたは、なにがしたいんですか？　私をバカにしに来たんですか？」

　自分の一大決心をバカにされ、さすがの穂香も頭に血が上った。

　大輝はわずかによろめいたものの、ピクリとも表情を変えなかった。それがまた腹立たしかった。

「私の気持ちも知らないで……、人の決心を笑いに来たんですか!?」

「そう、他人の気持ちなんてわからない」

　静かな呟きに、穂香は虚をつかれた。

「けれど、想像することはできる」

「想像……？」

「きみの境遇と、置かれた状況を考えれば、ある程度の想像はつく。そして、一つの結論に辿り着くことができる」

　穂香は耳を塞ごうとした。聞いてはいけないという警(けい)鐘(しよう)が鳴らされる。けれど、体が動かなかった。

「きみは、噓をついている。他の誰でもない、自分自身に対して」

「……ぅ」

「噓で固められた一途さや、本心を偽(いつわ)った健気さに、誰が感心する？　バカにしたくもなるさ、本当の気持ちを隠して、それが自分の決意だなどと言い張るんだからな」

「違ぅ……」

「気づかないふりをするのはやめろ。きみはそのことに気づいている。きみの言うとおりに事が運べば、世界は救われるだろう。だが、肝心な事実に、きみは目をつむっている。そう――」

「……違う！」

「世界は救われても、きみは幸せにはなれないということに」

　違う！

　否定したかった。

　噓でもなければ偽りでもないと。

　自分の決意は本物で、世界が救われればそれで満足なのだと。

　だけど……。

「ちが、う……」

　だけど、ならばどうして、自分は泣いているのだろう。

　頰を伝う涙の感触に、穂香の感情が溢れ出た。

「違う……。違うんです！」

　堰(せき)を切ったように、本心が、逬(ほとばし)る。

「本当は、こんなことしたくないんです！　真吾くんたちと戦うなんてしたくないんです！　敵になんてなりたくないんです！　嫌われたくないんです！　私はただ、真吾くんの側にいたいだけなんです！　側にいて、寄(よ)り添(そ)って、触れあって、手を繋(つな)いで、腕を組んで、抱きしめて……。一緒にいたいだけなのに、でも、それすら許されなくて！」

　嗚(お)咽(えつ)でうまく口が回らない。それでも、言いたいことが、誰かに聞いてもらいたかったことが、とめどなく溢れ出す。

「どうして私だけがこんな目にあうんですか!?　どうしてこんなひどいことになっちゃったんですか!?　代われるものなら代わって欲しい。助けてくれるなら助けてほしい！　私は死にたくない。生きたい！　生きて真吾くんと一緒にいたい！　みんなと一緒に笑って過ごしたい！　それだけなのに……、ただ、それだけなのに……！」

　この気持ちすらも、自分のものではないのかもしれないのだ。

　怖かった。寂しかった。悔しかった。悲しかった。苦しかった。

　いろんな感情が混ざり合い、それすらも自分の気持ちではないのかもしれないという恐怖に怯(おび)え、穂香は泣いた。泣きじゃくった。

　涙で顔はぐしゃぐしゃだった。みっともない顔をしているのがわかった。けれど、涙は止まらない、止められない。

　感情が漏(も)れるのと同時に、体の力も抜けていった。足下がふらつき、誰かに支えてほしくて、穂香は大輝の胸に飛び込んだ。振り払われるかと思ったが、大輝は優しく受け止めてくれた。

「それがきみの、本心か？」

「そう……そうですよぉ……。わ、悪いですかぁ……」

「いや、悪くない。そうやって感情を見せてくれた方が、よっぽど一途で健気に見える」

　口調は茶(ちや)化(か)しているが、本心からの言葉のようだった。

　怒っていたはずなのに、いつのまにか腹立たしさが消えていた。代わりに、妙な清(すが)々(すが)しさを感じていた。

　ああ、だから、イヤだったのに。

　大輝の前では、本心を隠してもムダだった。最初から見抜いていたのだ。穂香の気持ちを。抑え込んでいた感情を。

　見透かされ、指摘され、みっともなく泣(な)き喚(わめ)いて認めてしまったが、不思議と悪い気はしなかった。本心を吐きだして、スッキリしたせいかもしれない。

　そうなると、どうしても一言言わずにはいられなかった。

「……あなたの言うとおり、私は自分の気持ちをごまかしていました。でも、噓は言ってません」

　顔を上げ、大輝を睨みつける。睨みつけるはずが、なぜか頰が緩み、笑顔になる。

「死ぬのは怖いです。真吾くんに嫌われるのもイヤです。でも、だからこそ、最後の瞬間まで、真吾くんは私のことを想ってくれるはずです。私を信じようとしてくれるかもしれない、懸命に助けようとするかもしれない。全力で倒しにかかってくるかもしれない。いずれにしても、真吾くんは私のことを想ってくれるんです。どんな結末になっても、最後の最後まで、真吾くんは私と一緒にいてくれるんです」

　好きな人の側にいることも、触れることもできない自分にとって、それが一番の幸せなのだ。そこには噓も偽りもない。だから、決意することができたのだ。穂香だけが、幸せになることができないこの道を。

　この期(ご)に及んでも、大輝の表情は変わらなかった。憎らしく思ったが、先ほどより根が深いものではなかった。

　普段と変わらないものだから、急に抱き留められている状況に気恥ずかしさを覚えた。

　慌てて体を離し、気恥ずかしさをごまかすために、乱暴に目元を拭(ぬぐ)った。

「少しはスッキリしたか？」

「……お礼は言いませんよ？」

「安心しろ。すでに充分な対価は払ってもらった」

　なんのことだかさっぱりわからなかった。しかし、よく見れば大輝の右手が顔の横にあった。その手には、デジタルカメラが握られている。

　そういえば、ずっと肩にも背中にも腰にも手を回してこなかったな、と思い返すうちに、なにを対価として支払ったのかに思い至った。

「そ、それっ……！」

「おかげでいい画が撮れた。涙ながらに笑顔で決意をあらわにする少女。どんなパンチラよりも稀(き)少(しよう)な光景だ」

「と、撮ったんですか!?」

　涙でぐしょぐしょになって、ヘタしたら鼻水とか涎(よだれ)とかまで垂(た)れ流(なが)したひどい顔を！

「け、消してください！　それはダメです！　それだけは！　その顔だけは負の遺産ですぅぅぅ！」

「なにを言う。これほど価値のある写真は俺ですら一生に一度撮れるか撮れないかの光景だ。永久保存版として世界遺産に認定してもいいくらいだ」

「いいです！　しなくていいです！」

「そんなに見られたくないのか？　真吾なら、どんな値段を付けても買い取ってくれる姿だと思うんだが……」

「なんで真吾くんがこんな写真を買ってくれるんですか!?　それに、真吾くんを裏切っておきながら、まだ真吾くんに写真を売りつける気なんですか!?　どういう神経してるんですか!?」

　大輝は怪(け)訝(げん)な表情で、眉(まゆ)をひそめた。

「なんだって？　誰が真吾を裏切ったって？」

「とぼけないでください！　グランからあなたのことは聞いています。そして真吾くんになにもかもバラしたところも見ているんです！」

「ちょっと待て、どうしてそれが裏切るとかの話になるんだ？」

「なるに決まってるじゃないですか！　真吾くんはあなたをものすごく信頼していたんですよ!?　親友だと思って、頼れる仲間だと思って！　なのにあなたは、そんな真吾くんを利用していただけだった！　友達でもなく、仲間でもなく、ただ利用するためだけに、真吾くんの側にいたんじゃないですか！」

「ああ、そのことか」

　合(が)点(てん)がいったように、頷く。

「裏切ったと思われてもしかたがない。しかし、あれは真吾の成長に絶対必要なプロセスだったんだ」

「成長……？」

「人間が一番輝きを放つのは、どんなときだと思う？」

　いきなり難問を突きつけられて、穂香は戸(と)惑(まど)った。大輝は最初から答えを期待していなかったのか、すぐに続けた。

「絶望の淵(ふち)から這(は)い上(あ)がるときさ」

　絶望のどん底に叩き落とされ、すべての希望を失ってなお、立ち上がろうとし、わずかな希望を信じて戦おうとする姿。

　それこそが、人間がもっとも輝く瞬間なのだと、大輝は断言した。

　穂香は反論したかった。もっと違う瞬間があるのではないかと、無性に否定したかったが、大輝の言う以上の瞬間は、まったく思いつかなかった。

「だから、真吾くんを……？」

「ああ」

　ひどい、ひどすぎる。

　だけど、絶望から這い上がろうとする真吾の姿を、穂香は見たかった。もしかしたら、それを期待して、自分は敵に回ったのではないか。そう思えてしまうほどに、魅力的だった。

「その瞬間を写真に収めるのが、俺の使命だ。しかし、それだけでは、俺の目指す写真は完成しない」

「他になにが必要なんですか」

「きみの気持ちだ」

「えっ？」

「どうせ一途に真吾を想うなら、結ばれてみたいとは思わないか？」

「それは、まぁ……」

「だったら、真吾たちを信じて待っているんだな。おそらく、きみの思うとおりにはならない」

「どういうことですか？」

　大輝は意味深な流し目を、穂香に送った。胸の高鳴りよりも、頼もしさを覚えた。

「悲劇のヒロインにこそ、ハッピーエンドが似合うということさ」
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　オクターヴァへ戻ったリーナは、すぐに母親である女王に接(せつ)見(けん)を求めたが、彼女は神(しん)託(たく)の間(ま)にこもっており、当分の間は出てこないという。

　おそらく、神との交信が途(と)絶(ぜつ)しているため、呼びかけを続けているのだろう。神託の間から出てきたら、事情を説明しなくてはなるまい。

　ならばと、父親である大王、ガルヴァン・ディー・デス・オクターヴァに接見を求めたが、こちらは不在で、すぐには連絡が取れない状態だという。

「ええい、こんなときに！」

　すぐにでも神託の間に乗り込んで母親と顔を合わそうかとも思ったが、彼女は無(ぶ)粋(すい)なマネを嫌うがゆえに、そんなことをしたら聴く耳を持たなくなってしまう可能性もある。

　大丈夫だ。まだ時間はある。

　自分に言い聞かせ、まずはできる範囲で動かせる戦力を招(しよう)集(しゆう)した。

　すぐに、十数人ほどの装備を整えた直属の近(この)衛(え)兵(へい)たちがやってくる。

　さすがに早いなと感心したが、リーナは眉(まゆ)をしかめた。

　招集しただけでまだなんの説明もしていないのに、どうして装備が整っているんだ？

　近衛兵たちはリーナを取り囲むようにして列を作った。まるで、包(ほう)囲(い)するかのように。

「これは、なんのマネだ？」

「リーナ様」

　兵の一人が、慇(いん)懃(ぎん)無(ぶ)礼(れい)に答えた。

「あなたを拘(こう)束(そく)します」

「理由は？」

「王国への反逆、及(およ)び神の意志に背(そむ)いた不(ふ)敬(けい)罪(ざい)により、投(とう)獄(ごく)させていただきます」

　まったく身に覚えがなかった。

　しかし、兵たちの様子には、王女を拘束することへの負い目のようなものは感じられなかった。明確な指示系統の元で、リーナを捕らえにやってきたのだろう。

　どうするか、とリーナは逡(しゆん)巡(じゆん)した。

　近衛兵とはいえ、この程度の人数なら振り切ることは可能だが、そうなれば今度は全軍がリーナを捕(ほ)縛(ばく)しようと向かってくるだろう。なにより本当に反逆の意思を示したことになってしまう。とはいえ、おとなしく捕まっては、身動きがとれなくなってしまう。

「誰(だれ)の指示だ？」

「それは……」

　兵がわずかな動(どう)揺(よう)を見せる。

　その動揺を覆(おお)い隠(かく)すように、凜(りん)とした声が広間に響(ひび)き渡(わた)った。

「わたくしが命じました」

　兵たちの視(し)線(せん)が、声のほうへ向けられる。その隙(すき)に逃げ出すこともできたが、リーナはあえて踏(ふ)みとどまった。

「お母様……」

　リーナの母、フィーネ・シェン・フィス・オクターヴァが、ゆっくりと姿を現す。

「リーナ、あなたにはしばらく謹(きん)慎(しん)してもらいます」

「しかし、お母様、それどころでは……」

「神から神託が下りました」

　兵たちがざわめく。だが、それ以上にリーナは動揺した。

　神は死んだ。一時的なものとはいえ、復活までには最低でも丸一日はかかると言っていた。つい先ほど死んだ神のお告げを、どうしていま受け取ることができるのか。

「それは、どんな神託が下ったのです？」

「あなたの裏切りを指(し)摘(てき)するものと、地球への侵(しん)攻(こう)を促(うなが)すものです」

　身に覚えのない裏切り以上に、地球への侵攻という部分に仰(ぎよう)天(てん)した。

　神との連絡が途(と)絶(だ)えていたのは、地球にいる神によって捕らえられていたからだという。捕らえられた原因は、リーナが地球の神と内通したためだというのだ。

　まるっきりのデタラメだった。リーナは一度たりとも、地球の神と接触したことがない。しかし、では、フィーナが聞いた神の言葉はどう説明すればいいのか。

　まずい状況だった。

　事情はどうあれ、このままでは、オクターヴァ人が地球に攻め込んでしまう。そうなれば、ただでさえ打ちのめされている真(しん)吾(ご)たちは、さらに戦意を喪(そう)失(しつ)するだろう。

　それよりなにより……。

　オクターヴァ人が地球に行けば、大(だい)魔(ま)王(おう)復活の巻(ま)き添(ぞ)えとなる。フィーナが戦(いくさ)装(しよう)束(ぞく)を身にまとっているところをみると、彼女も地球へ赴(おもむ)くつもりなのだ。

　地球だけではない。

　このままではオクターヴァ人の滅(めつ)亡(ぼう)も、ありうる。

「お母様、話を聞いてください！」

「裏切り者の話に耳を傾(かたむ)ける者はいません。事が終わるまでおとなしくしていなさい」

「しかし……！」

　母の元へ駆(か)け寄(よ)ろうとすると、兵たちが武器を構えて立ちふさがる。リーナはかまわずに蹴(け)散(ち)らして、フィーナへめがけて走る。だが。

　フィーナの姿が消えた。そして次の瞬間には背後に気(け)配(はい)を感じ、首筋に衝(しよう)撃(げき)が走った。

　一瞬にして、意識が闇(やみ)に落ちていく。

（シンゴ……）

　すまない。

　どうやらわたくしは、力になれそうにない……。
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　松(まつ)川(かわ)淳(じゆん)は、故(こ)郷(きよう)の新潟県県(あがた)ヶ浜(はま)へ戻っていた。

　世界を救う希望が見えないまま、戦意を削(そ)がれ、仲間たちの心もバラバラになったいま、淳は残されたわずかな時間をどのようにして過ごすのか考えた末に、思い出の多く残る県ヶ浜へやってきたのだった。

　ところが、県ヶ浜は地震などの影(えい)響(きよう)からか、人(ひと)気(け)のないゴーストタウンと化していた。人がいないだけではない。家やビルといった建物が、どこにも見あたらない。あるのは、元は建物だったと思われる、残(ざん)骸(がい)だけだった。

　おそらく、地震とそれに伴(ともな)う津(つ)波(なみ)のせいだろう。情報が入ってこないせいで、他の場所がどうなっているのか、まったくわからなかったのだ。

　街(まち)の人々はどうしたのだろうか。海に近い場所は、特に注意が呼びかけられていたから、事前に避(ひ)難(なん)していたと信じたいが……。

「き、きっと、だ、大丈夫なんだな」

　いまは亡(な)き妹の形見である人形に向かって言い聞かせる。妹を亡くした辛(つら)い思い出の場所ではあるが、妹との優しく穏(おだ)やかな思い出の場所でもあるのだ。二人を温かく見守ってくれていた人たちの無事を、願わずにはいられなかった。

　淳の足は兄(きよう)妹(だい)岬(みさき)に向けられた。

　妹の薫(かおる)を亡くした場所であり、妹の確かな想いを受け取った場所でもある。

　だが、兄妹岬はなかった。

　これも地震の影響だろうか。岬はごっそりともぎとられ、元の形がわからないほどに変形していたのだ。

　淳は立ちつくした。

　拠(よ)り所(どころ)としてすがろうとした場所が失われていた。それすら神の思(おも)惑(わく)のような気がして、淳は打ちのめされた。

「ちょっと、そこの人！」

　呆(ぼう)然(ぜん)としていると、いきなり背後から強い調子で呼びかけられた。

　人がいるとは思わなかったのでギョッとして振り返ると、黒い法(はつ)被(ぴ)に白いヘルメットをかぶった女性が、慌(あわ)てた様子でやって来るのが見えた。

「こんなところで何やってるの!?」

　法被には「県ヶ浜消防団第三部」と書かれている。どうやら地元の消防団のようだ。その剣(けん)幕(まく)から察するに、淳が崖(がけ)から飛び降りようとする自殺志願者に見えたのかもしれない。

「な、なんでもないんだな。ち、ちょっと、こ、ここの様子が気になって、き、来てみただけなんだな」

　とても説(せつ)得(とく)力(りよく)のある言い訳とは思えなかったが、本当のことなのだからしかたがない。

　消防団の女性は怪(け)訝(げん)そうに、それでもどこか心配そうに淳の様子を窺(うかが)っていた。

　ふと、その姿に見覚えがあることに、淳は気がついた。

「あ、あれ？　も、もしかして、ち、千(ち)晶(あき)ちゃんなんだか？」

「はっ？　なんで私の名前を知ってるの？」

「お、覚えてないんだか？　う、ううん、む、昔とずいぶん変わったから、わ、わからないのもムリはないんだな。ぼ、僕は、ま、松川淳なんだな」

「松川……？」

　記憶を辿(たど)り、該(がい)当(とう)する名前に思い当たったのか、ビックリした表情で淳の顔を覗(のぞ)き込(こ)んできた。

「え、うそっ!?　淳くん!?　なんで!?　どうしてここにいるの!?」

　小中学校時代の、クラスメイトとの再会だった。




「それにしても五年か……。月日が経(た)つのは残(ざん)酷(こく)だねぇ」

　千晶は淳のおなかの辺りをまじまじと眺(なが)めながら言った。

「淳くん、太ったねぇー。昔は細身の優(やさ)男(おとこ)だったのに。それがこんなにぶよぶよと……」

「ほ、ほっといてほしいんだな！」

「しゃべり方もすごい鈍(どん)くさくなってるし」

「ぼ、僕よりも、ち、千晶ちゃんのほうはどうなんだな！」

「私？　私は実家の魚屋を手伝ってるよ」

　ついでに、町の消防団員としても活躍しているらしい。

　子供の頃から気(き)っ風(ぷ)のよい少女だっただけに、魚屋を手伝う姿も、消防団員として男たちと一(いつ)緒(しよ)に駆け回る姿も、容(よう)易(い)に想像できた。

「いやあ、しかしすごい偶(ぐう)然(ぜん)だねぇ。こんなところで会えるとは思わなかったよ」

「そ、そんなに、す、すごい偶然じゃないと思うんだな」

　この辺りは、眺めのいい観光スポットになっている。少し離れたところには遊(ゆう)歩(ほ)道(どう)が整(せい)備(び)されており、絶好の釣り場もある。老(ろう)若(にやく)男(なん)女(によ)を問わずに訪(おとず)れるのだから、昔のクラスメイトに会うことくらいは、そんなに珍しくはない。だからこそ、淳はしばらく、この岬に寄りつかなかったのだが。

　千晶はからからと笑った。

「いやいや、充分にすごいと思うよ。だって、淳くんは県外に引っ越しちゃったでしょ？　おまけに、世界の終わりがやってきたような状況で、しかも、この辺りもこんな有(あり)様(さま)で」

　やはり、県ヶ浜一帯は津波のせいで壊(かい)滅(めつ)したのだという。

「み、みんなは、ぶ、無事なんだか？」

「とりあえず、避難はしてたから、無事だと思う。ただ、全部が全部把(は)握(あく)できてるわけじゃないし、いまも散り散りのままだからね……」

　千晶は、他の消防団員と共に、この辺りの様子を見に来たのだ。

「あ、危なくないんだか？」

「ひとりでこんなところにいた淳くんに言われたくないな」

　まったくもってその通りである。

「ま、この状況がいつまで続くかはわからないけど、いずれは戻ってこなきゃいけないわけだしね。すぐにでも復(ふつ)興(こう)がはじめられるなら、早いほうがいいから」

　だから、様子を見に来たのだという。

「で、でも、き、危険は危険だよね？」

　いつ、次の地震と津波が来るかわからない状況なのだ。

「だって、ほかに人がいないんだもん」

　地方の街には、自衛隊や災害救助隊の手が及んでいない。警察や消防なども、人のいる場所でかかりきりになっている。だから自然に、こうした役目は自主的に、消防団が受け持つしかないのだという。

　しかし、災害が続くこの状況で、復興に目が向くというのは、気が早いというか、前向きすぎるような気もした。

「残念だけど、復興したいっていうのは後ろ向きの発想なんだよ」

　特にお年寄りたちが、自分の住んでいた場所に帰りたがっている。ただのホームシックではなく、死に場所を求めての願望なのだという。

「みんなね、薄(うす)々(うす)気がついてるんだ。これはただの災害じゃない。このまま世界が終わってしまうような、天(てん)変(ぺん)地(ち)異(い)なんじゃないかって……」

　だから、もし帰る余地があるのなら、帰りたい。そして千晶たちもその想いには応(こた)えたかった。どこにいても待ち受ける運命が一緒なら、できるだけのことはしてあげたい。

「それだけ、この町が好きなんだよ、みんな。生まれ育った場所だし、愛着もあるだろうし。だから、帰りたい気持ちは、私にもわかる。だからってわけでもないんだけど、訊いてもいいかな？」

「う、うん？」

「淳くんは、どうして帰ってきたの？」

　言葉に詰まった。理由はあるようなないような、そんなところなのだ。

「その人形、妹さんのだよね？」

　手にする人形に目をやりながら、躊(ちゆう)躇(ちよ)しつつも訊いてくる。

「やっぱり、思い出の場所だから？」

「…………」

「いい意味でも悪い意味でも、妹さんの記憶が残っているから？」

「た、たぶん……」

「そっか……」

　千晶はクスリと笑ってから、寂(さび)しそうに目を伏せた。

「妹さんは幸せだね。こんなに大切に想ってもらえて」

「そ、そうかな？」

「そうだよ。どんな形でも、大切に想ってもらえるってのは、女の子冥(みよう)利(り)に尽(つ)きるんだから」

　そういうものなのだろうか。

「ところで、淳くんを大切に想ってくれる人はいるのかな？」

　イタズラっぽい目で、千晶が淳の本心を覗き込もうとしてくる。

　淳はとまどった。その様子は、ただの好奇心のようにも見えるし、意(い)味(み)深(しん)な発言のようにも見える。

　いないよ、と淳は無(ぶ)難(なん)に答えた。答えようとした。

　淳を大切に想ってくれる人は、もうこの世にはいない。だから、自分を一番大切に想ってくれる人はいない。

　答えようとして、気がついた。

　大切に想ってくれる人はもういない。

　だけど、大切に想っていたという事実は、いまも生きている。

　どうして忘れていたのだろう。

　大切な人の想いは、確かに受け取り、心の中にしまってあったというのに。

　守って……。

　彼女はハッキリと、伝えたではないか。

　彼女は、薫は、守ってほしいと。

　誰よりも大切な淳が生きる、この世界を守ってほしいと。

　それが、妹が、最後に残してくれた想いなのだ。

　戦わずに滅びを受け入れるということは、その想いを無(む)下(げ)にすることだ。

「ち、千晶ちゃん、ご、ごめんなんだな」

「えっ、どうしたの？」

「こ、この話は、ま、またいつかするんだな。き、今日は、こ、これから、や、やるべきことをやらないといけないんだな」

　首を傾(かし)げる千晶だったが、彼女はおもむろに顔を近づけると、淳のメガネをサッと奪い取った。

「う、うあっ……」

「メガネを取ったら、やっぱり昔の面(おも)影(かげ)あるね」

「な、なにをするんだな！」

「いい目してる。ちゃんと男の子の目だね」

　嬉(うれ)しそうに微笑(ほほえ)んで、千晶はメガネを返し、体を離した。

「なんだか沈んでたみたいだから、心配してたんだけど、その様子じゃもう大丈夫みたいだね。なにを思いだしたか知らないけど、元気が一番。よかったよかった」

　我がことのように喜んで、手を叩(たた)く。

「だから、やるべきこととやらをやったら、ちゃんと話してもらうからね。そのときは、おいしい魚とお酒を用意しておくから」

「う、うん……」

「だから、約束」

　そっと、小指を立てた手を差しだしてくる。

　おっかなびっくり、淳はその指に自分の小指を絡(から)めた。

「はい、指きった！　えへへ、こんなときでも、約束ができるっていいね」

「そ、そうなんだか？」

「約束があれば、そのときまで頑(がん)張(ば)ろうって気になるじゃない。こんなときだから、なおさら」

　そう、約束なのだ。

　妹とかわした約束。世界を守るという約束。

　その約束を、違(たが)えるわけにはいかない。

　もちろん、千晶との約束も、だ。

「ありがとう、千晶ちゃん」

　大切な想いと、約束を思い出させてくれて。

　千晶は照れ笑いを浮かべながら、淳の肩をバシンと叩いた。かなり痛かった。でも、悪い気はしなかった。

「お礼はやるべきことをやって、約束を果たしてからにしな！」

「う、うん、頑(がん)張(ば)るよ！」

　やるべき事は決まった。

　約束を果たすために、大切な人の想いを守るために……。

　淳は、戦うことを心に決めた。
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　タロウの飼い主である池(いけ)田(だ)千(ち)代(よ)子(こ)は、いまだに自宅にとどまっていた。

　住み慣れた家を離れたくない。そういう老人たちは、実は多いようだった。

「奥方殿、やはりここは避難したほうがいいのでは……」

「いんや、どこにいってもおなじだべ。だったらわたしゃ、太(た)助(すけ)さんと一緒に、ここに残っとったほうがええ」

　認(にん)知(ち)症(しよう)を患(わずら)う千代子は、タロウを自分の子供か孫だと思い込んでいる。だから、タロウが話しかけても、疑問に思うことすらなく、受け答えをするような状態だった。

「しかし、命には代えられまい」

「命より大事なもんもあるんよ。どうせ老い先短いんじゃ。好きにさせてくれ」

　どうやら頑(がん)固(こ)さは夫(おつと)譲(ゆず)りのようだった。

　警察官だった夫の太助は、正義を貫(つらぬ)くことに一(いち)途(ず)な男だった。

　悪事や不正を許さず、自分の信じた道をまっすぐ歩み、一度もぶれることなくその生(しよう)涯(がい)を閉じた。こうと決め込んだら、テコでも動かない。いい意味でも悪い意味でも、それと同じ頑固さが、彼女にもあった。

　千代子は現在、居間で寝起きをしている。家の奥にある寝室よりも逃げ出しやすく、外からも中の様子がわかりやすいからだ。

　生活に必要のないものは、すべて客間の押入れか、寝室に詰め込んである。棚(たな)などの倒れやすいものや、食器などの動きやすいものは置いていない。テレビも映らないのだからと、物置に放り込んである。だが、一つだけ絶対に移動させないものがった。

　太助の位(い)牌(はい)と写真が置かれた、仏(ぶつ)壇(だん)だ。

　神棚は取り払っても、これだけは動かせないと、強(きよう)硬(こう)に主張したため、そのままになっているのだった。

　千代子が自宅にとどまる以上、タロウもこの場にいるしかなかった。最後の瞬間まで彼女の側(そば)にいよう。寂しい思いをさせないようにしよう。それがタロウを拾い、育ててくれた夫婦への、せめてもの恩返しになるはずだった。

「それにしても、いつになったら洗濯ができるのかねぇ……」

　もう二度とできないことを知っているタロウは、聞こえないフリをしてやり過ごした。さらに、外に出てゲートボールをしたいだの、もう一度温泉に行きたいだの、呑(のん)気(き)な独(ひと)り言(ごと)を呟(つぶや)いては、縁(えん)側(がわ)で重く立ちこめた曇(くも)り空(ぞら)を見上げている。

　タロウはたまに相づちを打ちながら、縁側に寝そべり、一緒に空を見上げた。

　穏やかな時間の流れに、こうしているのも悪くはないなと、思うようになっていた。

　穏やかなままで最(さい)期(ご)を迎えることができるのなら、それはそれで幸せなことなのではないか。特に、誰もが絶望に身を浸(ひた)している状況では、一番幸福な部類に入るのかもしれない。

　空を見上げ、老女の独り言に付きあう時間が、ゆっくりと流れていった。

　だが、夜の闇が迫る頃、地震があった。

　最初は小さな揺れだったので、居間に戻っていたタロウは千代子と顔を見合わせただけだった。

　ところが、揺れはどんどん激しくなり、ついにはドンっと突き上げるような振動がタロウたちを襲(おそ)った。

　咄(とつ)嗟(さ)に、タロウは千代子を守ろうとした。しかし。

　普段からでは想像もできないほどの機(き)敏(びん)さで、千代子が覆(おお)い被(かぶ)さってきた。

「お、奥方殿!?」

　タロウの叫(さけ)びは振動と轟(ごう)音(おん)にかき消される。だが、覆い被さってきた千代子の密(ひそ)かな呟きだけは、なぜかハッキリと、耳に届いた。

「タロウだけは、守ってあげるから……」

　のしかかられているだけではない重いものを感じとって、タロウは動けなかった。地震が止(や)んで、しばらくしてからも、目を見開くことしかできなかった。

　のそりと、千代子が起きあがり、体を離す。

「大丈夫か、タロウ」

「う、うむ……。奥方殿は……」

「わたしのことなんかどうでもいい。それより、タロウが無事でよかった……」

　心の底から無事を喜ぶように、頰(ほお)を緩めて何度も頷(うなず)く。

「なんというムチャを……」

「大切なもんを守るのに、ムチャしないでどうするんだい」

「…………」

「それを言うなら、タロウだってわたしのことを守ろうとしたじゃないか」

　返す言葉もなかった。

　同時に、思い知らされたことがある。

　タロウにとって千代子は守るべき存在であるのと同じように、千代子にとって、タロウは命をかけてでも守るべき存在であるのだ。

「ま、お互い様だわな」

　お互い様？

　本当に、そうだろうか。

　タロウは動揺した。

　急に浮かび上がってきた疑念に、戸(と)惑(まど)わずにはいられなかった。

「あーあ、太助さんが転んじまってるよ」

　地震の揺れで落ちたのだろう。位牌と写真が床(ゆか)に転がっている。

　位牌を手に取る千代子の傍(かたわ)らで、写真の中の太助が厳(いか)めしい顔で、なにかを訴えるようにこちらを見つめていた。

　おまえは本当に、千代子を守ろうとしているのか、と。

　ギクリとして、タロウはその場にへたり込んだ。

　太助の声がしたような気がした。その声に、タロウは自信を持って答えることができなかった。

　なぜなら、タロウは、本当の意味で千代子を守ろうとしていなかったからだ。

　千代子はタロウを必死で守ろうとしてくれたのに。

　タロウ自身は、千代子を守るための戦いから、逃げ出していた。

　そうだ。こんなところにいる場合ではない。

　本当に千代子を守りたいなら……。

　戦うべきなのだ。世界の危機と。

　たとえ、どんな絶望的な状況であったとしても。

　最後まで戦い抜いてこそ、守りきったと、胸を張って言えるのではないか。

　もしこのまま最期を迎えたら。きっと、太助はタロウを叱(しか)りとばすだろう。

　おまえをそんなふうに育てた覚えはない、と。

　おまえは俺のなにを見て育ってきたのか、と。

　太助が魔(ま)神(じん)の力を得てこの町を見守ってきたということは、大魔王が復活することも、どこかで見越していたのかもしれない。けれど、彼はすでに老齢で、魔神の力程度では、大魔王に対抗できないことを知っていたのかもしれない。

　だから、自分と同じ志(こころざし)と、強さをもった後継者を作りたかったのかもしれない。

　子供に恵まれなかったから、その想いを、ただの捨て犬だったタロウに託(たく)した。託せると思ったから、太助は愛情を込めて、厳しくも優しく、タロウを育ててくれたのだ。

　その想いに、いまこそ応えるべきだった。応えなくてはならなかった。

　タロウは立ち上がる。

　千代子を一人残していくのは後ろ髪を引かれる思いだが、しかたがない。

　不毛な死を遂(と)げた太助に代わって、彼女には大(だい)往(おう)生(じよう)してもらいたい。こんな理(り)不(ふ)尽(じん)な厄(やく)災(さい)に巻き込まれて、死んでほしくはなかった。

「奥方殿、すまんが、ちょっと出かけてくる」

「ああ、そうかい」

　あっさりと頷いて、千代子は言った。

「行ってらっしゃい」と。

　驚くくらい気持ちよく、送り出してくれた。

　たぶん、太助と毎日行っていた、定期パトロールに行くのだと勘(かん)違(ちが)いしたのかもしれない。けれど、その一言は、どんな言葉よりもタロウを勇気づけ、奮(ふる)い立(た)たせた。

　太助の想いは、確かな形で息づき、ここに引き継がれたのだ。

　一人じゃない。

　タロウには、いつも太助が側にいる。そして、仲間たちがいる。なによりも、守りたい人がいる。

　戦う理由はそれで充分だった。

　どんな絶望的な戦いであっても、最後まで戦い抜くことができる。

「行ってきます」

　必ず、帰ってくる。

　強い決意と共に、タロウは住み慣れた我が家を飛びだした。
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　八(や)坂(さか)光(みつ)夫(お)は、避難所になっている県ヶ丘第一小学校で、両親と共に漫(まん)然(ぜん)と時間を過ごしていた。

　残された時間は少ない。わずか二日という時間では、やりたいことを探して実行するにも、短すぎた。

「俺(おれ)は、やりたいことがいっぱいあったんだけどな……」

　ぼやくのは父親の信(しん)一(いち)だ。

「スキーにスノボもいいし、ドライブもいいな。夢の国にもまだ行ってないし、海外も……、いや、もっと身近なところで、近所のレストランの最高級ステーキを味わってみたいよなぁ」

「全部遊びじゃねぇか」

「やりたいことってのは、遊びみたいなもんなんだよ、結局は。人生楽しんだ者勝ち。これまであんまり楽しめなかった分、これからだって思ったんだけどなぁ……」

「だったら、一人のときに行ってくればよかったじゃねぇか」

「わかってないな、光夫は。一人じゃ意味がない。母さんとおまえと、三人一緒じゃなきゃダメなんだよ」

　照れもせずに、そういうことをマジメな顔で口にする。これまでとは違った意味で、父親のことが苦手になりそうだった。

「ところで、おまえはこんなところにいていいのか？　なんかやるべきことがあるんじゃないのか？」

「あるけど……、できないんだよ……」

　そのことには触れてほしくなかったから、光夫は両親の元を離れた。

　すでに陽は落ち、グラウンド中央の焚(た)き火(び)だけが闇の重苦しさに抵抗を見せていた。

　昼間でもまったく陽(ひ)の光が差し込まないせいか、この二日で急(きゆう)激(げき)に冷え込むようになった。吐(は)く息は白く、むきだしの肌(はだ)が痛くなるくらいに寒い。

　光夫はなるべく、人の集まりを避けるようにして歩いた。どこかにいる真吾と顔を合わせたくなかったのだ。

　一人でぶらぶらと歩いていると、いったい自分はなにをやっているんだという気になってくる。

　父親が言うように、やるべきことはわかっている。戦いに赴くべきなのだということも、理解している。

　けれど、自分一人が戦いに赴いてもダメなのだ。仲間と、みんなと一緒でなければ、意味がない。そもそも、勝てるはずがない。

　その仲間たちはいま、バラバラになっている。物理的にも、精神的にも。

　光夫としては、できる限りの説(せつ)得(とく)を試みたかった。けれど、自分自身を説得できない人間が、他人を説得などできるはずがない。

　それでも、もしかしたらという一(いち)縷(る)の望みを込めて、いつもの河原(かわら)へ向かってみる。しかし、どこにも人の気配はなかった。予想通りだったのに、落(らく)胆(たん)する自分がいる。まだ諦(あきら)めきれていないらしい。そのくせ、戦う気力もない。

　肩を落として踵(きびす)を返すと、後ろから誰かが駆けてくるのに気がついた。何気なく振り返ると、足音の主はなにも言わずに光夫の胸の中に飛び込んできた。

「ぐわっ！　だ、誰だ！　なにしやがる……！」

　言い切る前に、胸に飛び込んできた相手が顔を上げた。見知った顔だった。

「神(かん)林(ばやし)……？」

　光夫のクラスメイト、神林祥(しよう)子(こ)だった。

「おまえ、こんなところでなにやってるんだよ！」

「さ、探してたの……」

「誰を」

「八坂を」

　だからといって、いきなり抱きついてくるとはどういう了(りよう)見(けん)だ。

　体を引きはがそうとして肩を摑(つか)み、光夫は祥子の服装が、見た目よりも薄着なのだということに気がついた。

　厚手のパーカーを着ているためわかりにくいが、手に触れるとよくわかる。この下は、シャツ一枚程度しか着ていない。こんな冷え込みの中では、自殺行為に近い服装だ。

「バカか!?　こんな格好でうろついて、風(か)邪(ぜ)でもひいたらどうするんだ！」

「かまわない。ボクにはもっと、大切なことがあるから」

　頰に触れると、氷を触ったように冷たい。手を握(にぎ)っても、寒さでかじかんでいるのか、握り返してくる力もないようだ。かなり長い時間、歩き回っていたに違いない。

「こんなになるまで俺を捜(さが)して、なんだっていうんだよ」

「会いたかったから」

　絶(ぜつ)句(く)した。

　祥子はぎこちなく微笑んだ。顔の筋肉も、寒さで引きつっているのだろう。それでも、かじかんだ手で懸(けん)命(めい)に光夫の手を握り返し、喜びを伝える。

「俺なんかに会って、どうするんだ？」

「そ、それは……」

　なぜか言(い)い淀(よど)んでから、答えた。

「こ、この地震とかって、八坂たちが戦ってる、世界の危機と関係あるんだよね？」

「……まぁな」

「今度の敵は、ボクのときなんかとは比べものにならないくらい、強い敵なんだよね」

「……だろうな」

「だから、応援に来たの」

「応援？」

「これからきっと、凄(すご)い戦いが待っているはずだから。だからせめて、応援しようって……。ぼ、ボクは、魔法石がないと、なんにもできないから、ボクができることってなんだろうって思って、それで……」

　頑張れと言うために、光夫を捜していたというのだ。

　気持ちはわからなくもないが、実際のところ、光夫は言葉をかけてもらえるような状態ではないから、見当違いもいいところだった。

　そのことを伝えると、祥子は不思議そうに光夫を見返してきた。面倒だったが、説明しないわけにもいかなかった。なにも知らないのならともかく、祥子は世界の危機の一(いつ)端(たん)に関わったことがあるのだ。

「……じゃあ、八坂は、戦わないの？」

「そうだよ」

「なんで？」

「いま言っただろ、戦えるような状態じゃないんだよ」

「どうすれば、戦えるようになるの？」

　それは、こっちが聞きたいくらいだった。

「いいから、早く帰れよ。本当に風邪ひくぞ？」

「いやだ」

「おいっ」

「八坂は、戦わないんだよね？」

「だから、そう言ってるだろ」

「世界は、明日滅んじゃうんだよね」

「…………」

「だったら、帰りたくない。八坂の側にいたい」

　光夫は天を仰(あお)いだ。

「……なんでだよ」

「わからない？」

「ちっとも」

　拗(す)ねたようにむくれると、祥子はいきなり握っていた手を引き寄せた。引っ張られた光夫が前のめりになると、祥子の顔が接近して、なにか柔(やわ)らかいものが頰に押し当てられた。

「んなっ!?」
















　仰天して叫び、光夫は慌てて頰を拭(ぬぐ)った。それに非難めいた視線を浴びて、さすがに失(しつ)態(たい)に気づき、「悪い」と一言謝った。

「でも、なんだよ、いきなり。こんなことして……」

　祥子は悲しげに項(うな)垂(だ)れた。

「……まだ、わからない？」

「わかるかよ」

　こんな、勘違いしてしまいそうな行動。

「そっか、わからないんだ」

「残念だけどな」

「だったら、教えてあげる」

「そうしてくれるとありがたい」

「ただし、戦いが終わったら、ね」

「戦いが、終わったら？」

「世界は滅ばない。だって、八坂たちが守ってくれるから」

「おい、だから……」

「守ってくれるよね？　でないと、教えてあげられないんだから」

　二の句が継(つ)げなかった。

　まさか、そういうふうに話をもってくるとは思わなかった。

「だけど……」

　自分一人では、太(た)刀(ち)打(う)ちできない。仲間たちが揃(そろ)って初めて、戦うことができるのだ。

「八坂は、噓(うそ)をついたの？」

　またも、虚(きよ)をつく言葉だった。

「八坂は言ったよね？　一人じゃダメでも、誰かのためになら、人は強くなれるって。仲間と一緒なら、どんな困難も乗り越えられるって。あれは、噓だったの？」

「それは……」

　噓ではない。けれど、あのときと今とでは、状況が違いすぎる。

「じゃあ、八坂の仲間は、仲間じゃないんだ」

「なんでそうなるんだよ！」

「だって、八坂は仲間を信じていない」

　グサリと刺さる言葉だった。

「信じていないから、一人でいる。戦えないってふてくされてる。それは逃げてるだけ。仲間を信じられなくて、逃げてるだけなんだから」

　なにも言い返せなかった。まさにその通りだったから。

　そんな光夫に、祥子は優しく語りかける。

「だから八坂、ボクからのお願い。仲間を信じてあげて。なにより、仲間を信じろと言ってボクを助けてくれた、八坂自身を信じてあげて」

　光夫は、胸に詰まる言葉を飲み込んだ。

　信じたい。いや、信じることはできる。でも、みんなが同じ気持ちとは限らない。そして自分は、自分では、みんなを信じさせるだけの力がない。できるのは、みんながみんな、それぞれの力だけで、立ち直り、立ち上がってくれることを、信じるだけだ。

「それでいい。その想いはきっと、力になる。再び集まったときに、この上ない力になる。だから、信じよう？　ボクも一緒に、信じるから」

　手を握りしめる弱々しさが、なぜか頼もしく、心強い。

　信じてみようという気になった。

　もう一度だけ、仲間のことを信じて待とうと思った。

　祥子の言葉に応えるために、光夫は強く、手を握り返した。
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　宮田真吾は悄(しよう)然(ぜん)とした様子で、県ヶ丘高校の前を歩いていた。

　窓という窓のガラスが割れ、まるで捨て去られた廃校のような校舎の佇(たたず)まいに、自分のいまの心(しん)境(きよう)がふと重なる。

　真吾は一人だった。

　頼れる仲間は側にいない。

　いつも支えてくれた少女は敵に回った。

　そして、心からの親友だと思っていた男は、自分を利用していただけだった。

　自分にはなにもない。どうすることもできない。世界が滅ぶのを、じっと待つことしかできない。

　学生や教師のいない学校と同じ。

　ただそこにいるだけ。

　存在する理由はあっても、使い道のない、利用される価値すら失った、無力な人間。

　真吾は改めて校舎を仰ぎ見た。

　走(そう)馬(ま)燈(とう)のように、大輝との思い出が蘇(よみがえ)る。穂香(ほのか)との出会いの場面が思い返される。

　大輝とのバカなやりとり、穂香との恥ずかしい対面、そしてそこから連なってゆく、仲間たちとの出会い、リーナや清(きよ)美(み)との邂(かい)逅(こう)……。

　ふと、頰に手をやる。

　清美にはたかれた頰に、痛みはない。ただ、清美の小さな手のひらの感触だけが、烙(らく)印(いん)を押されたように、熱く残っている。

　清美に指摘されたとおりだ。

　自分は弱い。仲間たちの助けがなければなにもできないし、親友の力添えがなければ、困難に立ち向かうこともできない。

　清美とリーナは、そんな自分が奮い立つことを願っているようだが、とてもではないが、期待に応えることはできそうもなかった。そんな不(ふ)甲(が)斐(い)ない自分がイヤで、イヤな自分を自覚しつつもどうすることもできず、無力感と自(じ)己(こ)嫌(けん)悪(お)の泥(どろ)沼(ぬま)に沈み込んでいく。

　みんなはどうしているだろう。

　この絶望感と閉(へい)塞(そく)感(かん)の中で、どんな気持ちで最期を迎えようとしているのだろう。

　このまま明日を迎えれば、穂香は真吾たちを臆(おく)病(びよう)者(もの)と断じるだろうか。それとも、しかたのないことだと、同情してくれるだろうか。

　大(だい)輝(き)はどんな思いでいるのだろう。世界が滅んでいく様子を、嬉(き)々(き)として写真に収めているのだろうか。それとも、滅び行く世界を目(ま)の当(あ)たりにして、後悔と絶望にうちひしがれているのだろうか。

　それはないな、と真吾は苦笑した。大輝のことだ。自分のもたらした結果に、後悔や絶望などするはずがない。ならば、やはり嬉々として写真を撮りまくっているのか。それもなんだか違うような気がした。

　写真は、フィルムなりデータなりに残しておくものだ。明日にでも消えてしまう世界で写真を撮っても意味がない。それに、大輝は自分の撮った写真を誰かに見せることで、己(おのれ)の腕と感性を磨(みが)き、誇(ほこ)っているようなやつなのだ。ならばなぜ、世界が滅ぶと知りつつも、神の意に従い、真吾を利用したのか。

　真吾は動揺した。

　この期(ご)に及んで生まれた疑問に、どうしようもなくうろたえる。

　世界の行く末と同じように、大輝のことなど、もうどうでもいいはずだった。なのに、なんでこんなに気になるのか。どうして気にしてしまうのか。

　むずがゆい気持ち悪さが、胸の中から這(は)い上(あ)がってくる。スッキリしない感情が、強い衝(しよう)動(どう)となって真吾の体を席(せつ)巻(けん)する。

　世界の行く末なんてどうでもいい。だけど、それだけは知っておかねばならない。

　直感に近かったかもしれない。自分が抱いた疑問の答えだけは、絶対に探し出さねばならない。そのためには、大輝を直接問いつめるしかない。しかし、大輝の行方(ゆくえ)はわからない。けれど、もう一度、二人は出会える。出会わなくてはならない。なぜなら……。

　真吾と大輝は、お互いを求めているのだから。

「よう、真吾」

　だから、大輝がいつものように声をかけてきても、驚きはしなかった。ごく自然に挨(あい)拶(さつ)を受け入れていた。

「よう、大輝。なんか、久しぶりのような気がするな」

「残念だが昨日振りだ。そんなに俺が恋しかったか？」

「心の距離が、ずいぶんと離れてたからな」

「なるほど、確かに彼女の言うとおり、誤解をしているようだな」

　よくわからない独り言を呟いてから、楢(なら)川(かわ)大輝は真吾の正面に立った。

「こんなところでなにをしているんだ？」

「それはこっちのセリフだよ」

「ふむ、そうだな」

　あっさりと納得して、大輝はコートのポケットに手を突(つ)っ込(こ)んだ。

「少し、誤解があるようだから、それを正しに来た」

「誤解？」

「俺はおまえを利用した。だが、俺はおまえを裏切ったつもりはないし、このまま世界が滅んでもいいとは思わない」

　唖(あ)然(ぜん)とした。

　あまりにもあっけらかんと昨日の言葉をひるがえし、大輝は続けた。

「そのことで、落ち込んでいたんだろう？」

「お、落ち込んでなんかないよ！」

「そうか？　だったらいいんだが」

「よくないよ！　どういうことだよ、説明してくれよ！　俺にはなにがなんだかさっぱりだよ」

「やっぱり、わかっていなかったようだな」

　ムッとしつつも、真吾は無言で先を促した。

「俺は確かに、世界が滅亡してゆく姿を写真に収めたいと思って、神の意に従った。しかし、それには前提が必要だった」

「前提？」

　大輝はニヒルに笑った。

「世界が救われるという、前提だ」

「あっ……」

　先ほどの疑問が、文字通り「あっ」という間に氷(ひよう)解(かい)する。

「そして、世界を救うのはもちろん、おまえだ、真吾」

「…………」

「俺は神の意に従い、世界を滅亡に導く。だが、おまえが神の思惑を振り切って世界を救う。それが俺の思い描いているシナリオだ」

「どうして、そんなことを……」

「それを訊くか？　おれは貴重な一瞬を切り取ることに命をかけてるんだ。最近はおまえの力の影響で、パンチラばかりに目がいっているが、本来は対象やジャンルにはこだわらないんだ。今回はたまたま、その貴重な光景が『滅亡してゆく世界』であり……」

　世界を救うために奮い立つ、真吾の姿だったのだ。

　どっと力が抜けたような気がした。思わず、校門に手をついて寄りかかる。

　なんだ……。

　こいつはずっと、変わらないんだ。

　小学生の頃から、真吾という人間を認め、価値を見出し、期待している。

　世界の危機と引き替えに、自分の輝く姿を写真に収めたいというのだ、このバカは。

「まったく、冗(じよう)談(だん)きついよ……」

「俺は冗談で世界を危機に陥(おとしい)れたりはしない」

　もっとタチが悪い。いや、そんなことはどうでもいいか。いまは大輝が大輝であったことを喜ぶべきだろう。全世界の皆さんには、迷惑かけっぱなしではあるが。

「誤解は解けたか？」

「拍(ひよう)子(し)抜(ぬ)けするくらいに」

「そのわりにはあまり元気そうじゃないな」

「しかたないだろ」

　誤解が解けたところで、行き詰まっていることには変わりがないのだ。

「住(すみ)吉(よし)穂香のことか」

　ピクリと、体が反応してしまう。

「彼女の行動が、気持ちがわからない。そんなところだろうな」

「まあな……」

「そして、世界を救う手だてが見つからない」

「うん」

「八(はつ)方(ぽう)塞(ふさ)がりか」

「そうだね……」

「本当にそうか？」

　なにかをうかがうような目で、大輝は真吾を見つめていた。

「本当に、なにもできないのか？」

「なにか、できるっていうのかよ」

「少なくとも、俺の知っている真吾なら、最低でもこれだけはできるだろうな」

「これって？」

「諦めないことだ」

　全身に、稲(いな)妻(ずま)が走ったような衝撃を受けた。

「最後まで諦めない、それがおまえの信(しん)条(じよう)じゃなかったのか？」

「…………」

「仲間を信じて突き進むのが、おまえの生き様じゃなかったのか？」

「…………」

　大輝は真吾の反応を待っていた。それがわかっていながら、真吾はなにも答えられなかった。

「おまえの仲間は、おまえと同じように傷つき、悩み、苦しんでいる。しかし、立ち上がろうと懸命にもがいている。そんな仲間たちの想いに応えるためにも、おまえも立ち上がるべきじゃないのか？」

「……みんな、戦っているのか？」

「そうだ」

　大輝が言うのだから、本当なのだろう。しかし、立ち上がれる保証はない。なにしろ、一緒に戦うべき仲間の一人は、敵に回っているのだ。

「真吾、一つだけ訊いていいか？」

「……なに？」

「住吉穂香は、本当に裏切ったのか？」

　真吾は唇(くちびる)を嚙(か)み締(し)めた。

　本当もなにも、本人が敵に回ると宣言したのだ。これ以上ない確かな事実ではないか。

「おい、真吾。おまえはそんな簡単に、仲間を敵視するのか？」

「別に、敵視はしてないよ」

　だからこそ、戦う意欲が湧(わ)いてこないのだ。

　大輝は一つ、首を振った。

「住吉穂香はおまえたちを裏切った。間違いないな？」

「そう言ってるだろ、本人も」

「つまり彼女は、敵に回ったら裏切ったと思えてしまうような、その程度の存在だったんだな」

　敵になったとはいえ、穂香をけなされて、真吾はムッとした。

「いま、怒ったな」

「怒って悪いかよ」

「悪くない。むしろ訊きたい。仲間をけなされて怒りが湧くのに、どうしてそいつを敵だと思えるんだ？」

「それは……」

　それとこれとでは、話が違う。

　言い返そうとしたが、うまく言葉にならなかった。

「本当は信じたいんだろう？」

　そうかもしれない。戦う意欲が湧かない根本的な理由は、そこにあるのかもしれない。

「だったら、信じるべきだ」

「信じるったって、穂香は自分で敵に回るって言ってるんだぞ？」

「言葉がすべてか？」

　思いもよらないカウンターを喰(く)らって、真吾は息を呑(の)んだ。

「彼女の言葉が真実だと、誰が確かめた？」

「…………」

「彼女は確かに、敵に回った。その理由はなんだ？　真意を問(と)い質(ただ)したのか？」

　していない。

　穂香の言葉をそのまま受け取り、受け入れただけだ。

「もしかしたら、言葉にできない理由があるんじゃないのか？　いや、むしろその可能性のほうが高いだろ。なにしろ、彼女はおまえみたいな男に惚(ほ)れ込(こ)み、散々酷(ひど)い目にあって、ライバルも多い中で、それでもおまえへの想いを貫いてきたんだろ？　それがそう簡単にひるがえるか？」

　わからない。

　ただ、行動が極(きよく)端(たん)であることは確かだった。

「わずかでも引っかかりを覚えるなら、とことん突き詰めろ。正面からぶつかって、真意を聞き出すべきだ。聞き出すまで、いくらでも食い下がるべきなんだ。どうせ世界が滅ぶなら、スッキリとした気持ちで滅んだ方が、いいんじゃないか？」

　そうかもしれない。

　よくよく考えてみれば、穂香の行動は不可解だ。

　穂香自身が行動せずとも、同じことはグランにもできたはずだ。

　なのに、穂香は自らの意思で、真吾たちの敵に回った。そこに、なにか真意があるのではないだろうか。

「真吾、世界を、彼女を救いたいか？」

「それは……、できるなら、もちろん」

「ならば、俺が言えることは一つだけだ」

　自分の力を信じろ。

「俺の、力？」

　真吾は戸惑った。

　これまで世界を救ってきたスカートをめくる力だが、さすがに今度ばかりは役に立つとは思えない。

「違う、そうじゃない」

「え？」

「スカートをめくる力は、あくまで二次的なものでしかない。俺たちが誇り、そして本当に世界を救う力となりえるもの、それは……」




　おまえの、想像力だ。




　確かに、真吾は神の手のひらの上で踊らされていた。大輝の協力で、様々な困難を乗り越えてきた。

　しかし、そうではない。

　真吾はいつも、神や大輝の想像を超えてきた。その典(てん)型(けい)例(れい)が無限のファンタジーだ。

　大輝はあくまで、可能性を示していたにすぎない。実際に実行し、実現して新たな可能性を広げてきたのは、真吾の想像力だ。それは神ですら想像できなかった進化である。

「神が想定していたのは、王女と婚約関係になるところまでだ。その後については、真吾の力が世界を救う決め手になるなど、神は想像もしていなかった」

　真吾のスカートをめくる力が次々にパワーアップしていったのは、神の力ではない。なにしろ、スカートめくりの力で津波やら岩石やら次元やらをめくるなどという発想は、神では思いもしないことだったのだから。

「そう、おまえは確かに、神に操られていた。その一方で、神の思惑をも越えていたんだ。俺はそんなおまえに惹(ひ)かれていた。人(じん)智(ち)を越えた想像力を働かせるおまえに魅(み)せられた。おまえと一緒なら、想像もつかないような高みに連れて行ってくれる。そう確信したからこそ、俺はおまえの側にいたんだ」

「大輝……」

「いまさらのようだが、真吾、俺たちの可能性は無限だ。そして、おまえの想像力と、俺たちの無限のファンタジーが加われば、怖いものはない！」

　ああ、そういうことなのか……。

　大輝が自分を見込み、無限のファンタジーと称して、様々な写真を撮ってきた理由。

　人の、そして神の想定をも越える、無限の想像力が見たくて、想像力の果てにある未知の「なにか」を見たくて、大輝はずっと、頑張ってきたのだ。

　大輝の言いたいことが、ハッキリとわかった。

「信じろ！　諦めるな！　可能性に向けて突き進め！　その果てには必ず、俺たちが求めるものが待っている！　そう――」

　もう一度、信じよう。

　仲間たちを。

　穂香を。

　自分自身を。

　そして――、己の、想像力を。




　大輝は拳(こぶし)を突き上げ、叫んだ。




「無限のファンタジーは、無敵だ！」
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　誰が声をかけたわけでもない。

　誰かと示し合わせたわけでもない。

　それでも、彼らは自然に集まっていた。

　夜も更(ふ)けているというのに。

　いつもの河原で、ごく当たり前のように。

「みんな、吹っ切れたような顔してるな」

　茶化すでもなく、光夫が不敵に笑う。

「為(な)すべきことを、改めて心に刻み込んだのだ。もう迷いもためらいもない」

　タロウがハッキリと、己の意思を告げる。

「ぼ、僕も、こ、このまま世界が滅ぶのを、て、手をこまねいて見守るわけにはいかないんだな」

　たどたどしくも、淳も決意をあらわにする。

「それにしても、一番心配してた真吾が、ちゃんと立ち直るとは思わなかったぜ」

「それは俺も思うよ」

　苦笑しつつ、真吾は光夫の横にいる少女に目を向けた。

「祥子ちゃんも、戦うのかい？」

　神林祥子はコクンと頷いた。祥子は光夫の手を握りしめている。盛大に囃(はや)したてたいところだったが、それが二人の絆(きずな)をあらわしているのなら、無(ぶ)粋(すい)なことはしないほうがいいのかもしれない。

「あとは、王女が来れば全員揃うのだが……」

　リーナはおそらく、当日の参戦になるだろう。

　いまはこのメンバーで、対策を練るしかなかった。

「まずは大前提を確認しようぜ」

　いつもなら穂香が進行役を務めるのだが、いないものはしかたがない。光夫が率(そつ)先(せん)して口を開く。

「世界を救うのはもちろんだが、そのために穂香姉ちゃんを犠(ぎ)牲(せい)にはしない。これはいいよな？」

　全員、頷く。

「つまり、穂香姉ちゃんを犠牲にしないで、大魔王を倒すことになる。本当にできるのか？」

「そもそも、大魔王の復活をどのように防ぐのかが問題だろう」

　タロウの指摘はもっともだ。

　大魔王の肉体が復活すれば、その時点で世界は滅びる。しかし、そのまま地中に埋(う)めておくこともできない。

「ぎ、逆に言えば、そ、そこがクリアできれば、ほ、穂香ちゃんを助ける希望が見えてくるんだな」

　その通りではあるが、最初が最難関なのだ。

「まさか、地面を掘って引っ張り出すわけにもいかないしな」

　どの深さに埋まっているのかわからないし、どう考えても時間が足りない。

　しかし、真吾は自分が口にしたことにかすかな可能性の芽(め)を感じることができた。

「うまくいけば、そこはクリアできるかもしれない」

「本当か？」

「うまくいけば、な」

　自分の作戦を伝え、仲間たちから全権を委(い)任(にん)される。

「仮にそれが成功した後、穂香姉ちゃんは俺たちのほうに戻ってきてくれるかな？」

「まだムリだろうな。穂香殿の体に大魔王の魂(たましい)が宿っている限り、復活の可能性が残されていることになる」

「じ、じゃあ、ほ、穂香ちゃんと、だ、大魔王の魂を切り離すことができれば……」

「穂香を、取り戻すことができるかもしれない」

　ただ、その方法はどんなに頭を捻(ひね)っても、導き出すことができなかった。

「どうする？」

「どうもこうもない、最後の最後まで考え抜いて、穂香を救う道を探し出すんだ」

「言うと思ったぜ」

　呆(あき)れつつも、まんざらでもない顔で、光夫は笑った。

「いいだろう」

　タロウも同意した。

「ここまでくれば一(いち)蓮(れん)托(たく)生(しよう)。我々も、最後まで運命に抗(あらが)おう」
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　リーナは自室に軟(なん)禁(きん)されていた。

　扉(とびら)の外では何人もの兵士が待(たい)機(き)し、窓の外にも、脱(だつ)走(そう)を防止するために人(じん)員(いん)が配置されている。

　夜が明けるまで、リーナはおとなしく部屋の中で体を横たえていた。強引に部屋を抜け出して地球へ向かうことはできるだろうが、それは最後の手段だった。

　抜け出すにしても、相当な体力を消(しよう)耗(もう)するだろうし、なによりいまは地球への派(は)兵(へい)が進められており、臨(りん)戦(せん)態(たい)勢(せい)が整っているのだ。そんな中に飛び出していけば、容(よう)易(い)に囲まれてしまうのは目に見えていた。

　今は、来るべき決戦に向けて事(じ)態(たい)がなんらかの動きを見せるまで待つしかない。

　とはいえ、夜が明けてしまえば悠(ゆう)長(ちよう)なことも言っていられない。軍団が地球に派(は)遣(けん)されれば、いくらでも抜け出す算(さん)段(だん)がつくのだが、いまだに動き出す気(け)配(はい)がない。

　じりじりと、焦(じ)れるような時間だけが過ぎていく。

「……やるしかないか」

　地球では、いますぐにでも大(だい)魔(ま)王(おう)が復活しようとしているのだ。これ以上機を窺(うかが)うのは、地球人である真(しん)吾(ご)たちにとっても、これから地球に攻め入ろうとするオクターヴァ人にとっても、好ましい結果にはならない。

　リーナはオクターヴァ王家の戦(いくさ)装(しよう)束(ぞく)であるドレスに着替え、窓際に移動した。

　魔(ま)剣(けん)は母親によって取り上げられている。呼んでも来ないところをみると、この部屋全体か、魔剣に封(ふう)印(いん)の結(けつ)界(かい)が張られているのだろう。

　だからまずは、この部屋を抜け出したら、どこかに安(あん)置(ち)されている魔剣を見つけ出して、取り戻さなくてはならない。その間に兵たちがリーナを追いつめるのは間違いないだろうから、いかに早く見つけ出せるかが勝負だ。

　一つ息を吐(は)いて、扉に目を向ける。

　扉をぶち破った先に、どれだけの兵が詰めているかにもよって、今後の展開が変わってくるだろう。外の様子がわからない以上、ここから先は臨(りん)機(き)応(おう)変(へん)という名の行き当たりばったりで行くしかない。

　大きく息を吸い込む。そして全身に力を込めて、扉に向かって、肩から全力でぶつかっていく。

　ズドン、と、予想外に柔(やわ)らかい感触がして、扉は吹っ飛んだ。

　いや、違う。

　扉は開け放たれている。そして吹っ飛んだのは人間だった。

「うぐぅぅぅ、リ、リーナ様……」

　吹っ飛んだのは男だった。それも、リーナのよく知る男だった。

「フォルス!?」

「さ、さすがリーナ様。絶(ぜつ)妙(みよう)なタイミングで脱走を図ろうとは……」

　尻(しり)餅(もち)をつきながら、リーナの許嫁(いいなずけ)だった男は、恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべて、苦しんでいた。どうやらリーナの体当たりを、まともに喰(く)らったらしい。

「おまえ、どうしてここに!?」

「リ、リーナ様に、お話があってまいりました」

「そうではない！　おまえは写真の中に閉じこめられていたんだろう!?　どうやって抜け出したというのだ!?」

「我らが神が、手を差し伸べてくださったのです」

　息も絶(た)え絶(だ)えになりながら、フォルスは語った。

　宝物庫に安置されていた写真の中から、フォルスは神の力によって抜け出すことができた。しかし、フォルスはリーナに刃(やいば)を向けた罪人である。しばらくの間、身を隠(かく)す必要があった。

　その後、戦いのためにオクターヴァを離れた大王と密(ひそ)かに接触していたのだという。

「お父様と？　なぜだ？」

「ガルヴァン様は、ミヤタシンゴを買っておられるからです」

　フォルスは、神より一つの使命を与えられていた。

　神は、繋(つな)がりを持った地球とオクターヴァを切り離し、リーナを連れ帰る。その際に、もしかしたら不(ふ)測(そく)の事態が発生し、神と連絡がつかなくなったら、オクターヴァの軍をまとめて、大魔王の厄(やく)災(さい)に備えろというものだ。

　しかし、フォルスは罪人扱いとなっている。女王に謁(えつ)見(けん)しようにも、まともに取り合ってくれる保証はない。だからフォルスは、女王ではなく大王の元へと向かったのだ。

「それがどうして、シンゴと繋がるんだ？」

「リーナ様、僕はまだ、貴女(あなた)を諦(あきら)めたわけではありません」

　真吾との婚約関係同様、本人たちのあずかり知らぬところで決められた間柄だが、フォルスはリーナを慕(した)い、敬(うやま)っている。先の一件で、てっきり諦めたと思っていたのだが、その程度で心変わりするほど脆(ぜい)弱(じやく)な慕(ぼ)情(じよう)ではなかったらしい。

「だから、ボクの恋(こい)敵(がたき)であるミヤタシンゴとの決着が、僕たちの手の届かないところでついてしまうのが我(が)慢(まん)ならないのです」

　それは、リーナも同じ気持ちだった。

「地球はもうすぐ、大魔王の復活によって滅(ほろ)びることになります。そうさせないためには、オクターヴァが一丸となって戦いに挑(いど)む必要があります」

　だが、フォルスが身を隠している間に、何者かが女王に神(しん)託(たく)を下し、地球への侵(しん)略(りやく)という名目で、軍が動き出そうとしている。

「トランクィロ様は、ラメントの動向にも注意しろとおっしゃっていました。ですからおそらく、女王に神託を下したのはラメントでしょう。魔剣を奪(うば)うのであれば、オクターヴァの戦力を減らし、リーナ様を孤立させるのが手っ取り早いですから」

　そうなのかもしれない。トランクィロと同じ神であれば、神になりすますのも容易だろう。噓(うそ)の神託を下して、リーナを拘(こう)束(そく)する理由もわかりやすい。

　しかし、神と連絡が取れない以上、なにが正しい言葉であるのか、確かめる術(すべ)がない。それは同時に、フォルスだけでは女王を説(せつ)得(とく)できないということでもある。

「なるほど、そういうことか」

　ようやく、合(が)点(てん)がいった。

　フォルスの言葉で動くことができるのは、神が本物だろうが偽(にせ)物(もの)だろうが、自分の価値観で動くことのできる者だけだ。オクターヴァで神の言葉に左右されないのは、他の世界からオクターヴァ王家に入った、大王だけである。しかも大王は、真吾のことを真の戦士と認め、リーナとの婚約関係にも、一番乗り気だった人物である。地球の、ひいては真吾の危機であり、リーナの婚約者の危機ともなれば、黙(だま)っているはずがない。

「では、お父様も一(いつ)緒(しよ)に戦ってくれるのか？」

「その前に、戦うべき相手がいますがね」

　リーナの母親である、女王のことだろう。

　彼女を説得できないことには、オクターヴァの軍を動かすことはできない。

「説得できる見込みはあるのか？」

「それをこれから、貴女に確かめたいのです」

　フォルスが指を鳴らすと、一人の兵士がやってきて、恭(うやうや)しく剣を差し出した。リーナの魔剣だった。

「オクターヴァが総力を挙げて地球に向かうということは、我らが民を危険にさらし、死(し)地(ち)に赴(おもむ)かせるということでもあります。そうまでして、あの世界を、あの男を守る価値があるのですか？」

「ムリにとは言わん。これはわたくしの問題だからな。神とか国とか関係ない。わたくしが決めたことなのだ。だからわたくしは一人でも地球に向かい、真吾を助ける」

「それを聞いて、ボクも決心がつきましたよ」

　苦みを感じさせる笑顔で、フォルスは魔剣を手に取り、リーナに差し出した。

「ボクはこれから、ガルヴァン様の支援に向かいます。女王様の説得に成功すれば、全軍で駆(か)けつけることはできますが……」

「正直、その可能性は低いだろうな」

　説得できる材料がなく、しかも、神と同等の存在である大魔王との戦いに向かわせるのだ。異世界での出来事なのだから、放っておけばいい。あとは、不測の事態に備えて、オクターヴァで防(ぼう)御(ぎよ)に専(せん)念(ねん)するのが当然だろう。それくらいの判断ができなくては、とてもではないが女王として国をまとめることなどできない。

　リーナは魔剣を受け取った。

　援軍は見込めない。それでも、リーナは行かなければならなかった。

　大切な人を守るために。

　大切な人の、力となるために。

「ガルヴァン様の勢力は、まだごく一部です。城内のほとんどは、リーナ様の敵に回るでしょう」

　だから、衛(えい)兵(へい)が入れ替わるこの時間を狙(ねら)って、やってきたのだという。

「我々がこの辺りで牽(けん)制(せい)します。その間に……」

「うむ、わかった。フォルス」

「はい？」

　リーナはまじまじとフォルスをみた。

　少女にしか見えない美(び)貌(ぼう)を持つ青年が、頼もしく感じられる。

「ありがとう」
















「いえ、これが、リーナ様のためですから」

「必ず、また会おう」

　どんな形であっても、必ず、再会できると信じて。




　リーナはフォルスに背を向け、駆け出した。




２




　日本の霊(れい)峰(ほう)である富士は、風(ふう)光(こう)明(めい)媚(び)な様相を一変させ、不(ぶ)気(き)味(み)な佇(たたず)まいを見せていた。

　爆発の衝(しよう)撃(げき)で山頂が吹き飛び、至るところで地(じ)滑(すべ)りが起きて、美しい肢(し)体(たい)を誇(ほこ)った山(やま)肌(はだ)は、見るも無(む)惨(ざん)なほどに荒々しくも険(けわ)しい火山へと姿を変えている。

　絶え間なく吐き出される噴(ふん)煙(えん)が上空に充(じゆう)満(まん)し、朝だというのにまるでこれから夜を迎えるのではないかというほど、暗く重苦しい雲となってたちこめている。

　真吾たちは、富士山の麓(ふもと)にある北富士演習場でそのときを待っていた。

　マグマの動きを感じさせる微(び)震(しん)が続き、腹の底に響(ひび)くような轟(ごう)音(おん)が、絶えず耳を打つ。

　演習場の広大な敷地は決戦の場にふさわしく、まるでこの世の終わりを体現したかのような富士の威(い)容(よう)は、真吾たちを厳(きび)しく見守るようであり、世界の終(しゆう)焉(えん)を嬉(き)々(き)として待ちかまえているようでもあった。

　決戦の場に集まったのは、五人と一匹。

　真吾、光(みつ)夫(お)、淳(じゆん)、タロウに祥(しよう)子(こ)、そして清(きよ)美(み)である。

「清美、ムリしなくていいんだぞ？」

「……大丈夫だから」

　魔剣の刺し傷が、二日でよくなるとは思えない。

　ムリに動かせば傷口が開くのは目に見えているが、もっとも早く戦うことを決意していた清美を止めることは、誰(だれ)にもできなかったのだ。

「王女は、まだのようだな」

　タロウは言うと、大きくくしゃみをした。ただでさえ火山灰で空気が汚(お)染(せん)されている上に、硫(い)黄(おう)の匂(にお)いが強(きよう)烈(れつ)なのだ。敏(びん)感(かん)な鼻をもつタロウには酷(こく)な環境である。

　リーナとは、昨日からまったく連絡が取れなくなってしまった。連絡がつかないのでは、真吾たちがどこにいるのかもわからないはずだ。

　それでも、真吾は最後の瞬間まで、リーナを信じて待つつもりでいた。リーナなら必ず、自分たちの元へ駆けつけてくれる、と。

　とはいえ、最悪の展開も考えなくてはならないのも事実だった。このままではたぶん、魔剣なしで大魔王と戦うことになるだろう。　

「穂香(ほのか)姉ちゃん、来るかな？」

「来るさ」

　光夫の呟(つぶや)きに、真吾は断言する。

「俺(おれ)たちが来ることを、穂香だって望んでるんだから」

　穂香は、真吾たちが世界を救うために戦う道を選ぶことを見越しているはずだ。真吾たちが富士山の近くに来れば、仲間を感(かん)知(ち)する能力で必ず、この場へとやって来る。

　果たして、真吾たちが演習場にやってきてから五分もたたないうちに、どこからともなく穂香が姿を現した。

「来ましたね」

　嬉(うれ)しそうに、しかしどこか諦めの混じった表情で、穂香は笑った。

「ぎりぎりでしたけど、私と戦う決心がついたようですね」

「そんな決心はついてないさ。俺たちが戦うのは穂香とじゃない。大魔王となんだ」

「そうですか……」

　呆(あき)れたような、聞き分けのない子供を見る目で、穂香は真吾たちを一(いち)瞥(べつ)した。

「では、地球を傷つけずに大魔王の肉体をどうやって引っ張り出すか。とくと拝(はい)見(けん)させてもらいますね」

　穂香は美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)の制服姿だった。いつも通りの姿だが、寒さを防ぐためなのか、布のようなものであしらったマントを身につけている。たったそれだけで、穂香の佇まいや雰(ふん)囲(い)気(き)が、大魔王の風格を感じさせることに、真吾は焦(あせ)りを覚えた。

　穂香は自分の意思だといっていた。けれど、そう思っている感情こそが、すでに大魔王の、グランの魂(たましい)に乗っ取られているのだとしたら……？

　真吾は悪い予感を懸(けん)命(めい)に振り払った。

　そんなことはない。

　穂香は穂香のままだ。絶対に、助けだす。

　しかし、不安材料もある。

　ここまで来ながら、グランがまったく表に出てこないのが不気味だった。なにもかもを穂香に任せているのだとしたら、真吾の不吉な考えを強力に後押しすることになる。

　いや、そんなことを考えている場合じゃない。

　とにかく、まずは大魔王の肉体をどうするか。そこに集中しなくては。

「余(よ)裕(ゆう)だね」

「そうでもないですよ。これでも、真吾くんたちがどうあがいてくれるのか、楽しみにしてるんですから」

　これだけ聞くと、敵か味方かわからない発言だ。

　未来は覆(くつがえ)らない。けれど、真吾たちには期待をしている。

　真吾は穂香を信じたかったが、ますます混(こん)迷(めい)を深めていくだけだった。

「だったらよーく見てなよ。俺たちが地球を滅ぼさずに、大魔王を引きずり出してやる」

　真吾たちは円(えん)陣(じん)を組むように、輪になって身を寄せ合った。

「いいのかよ、あんな大言なんか吐いて」

　光夫が責めるのもムリはない。

　真吾たちに作戦はあったが、確実に成功できる保証はないのだ。しかも、ぶっつけ本番。失敗したら、その後のことはなにも考えていない。

「し、信じましょう」

　緊張の面持ちで、祥子が喝(かつ)を入れる。

「皆さんの力を、想いを」

「……だな」

　光夫は素直に頷(うなず)いてみせた。

　この二人の間になにがあったのかはわからないが、特別な関係へと、一歩踏(ふ)み出(だ)したのかもしれない。これはますます、世界を終わらせるわけにはいかなかった。

「じゃあ、行きますか！」

　真吾の声を合図に、選ばれし者たちは陣形を整える。

　と言っても、実際に行動に移すのは真吾と淳、清美だけである。他のメンバーは、穂香からの不意の攻撃を警(けい)戒(かい)しつつ、いざというときの盾(たて)になる役目だ。

　三人は膝(ひざ)をついてしゃがみ込み、地面に手を添(そ)える。

「どう？」

「……感じる」

　顔をしかめながら、清美は答えた。

　作戦は、単純で強引そのものだ。

　ずっと神の声の届く場所で生活してきた巫(み)女(こ)である清美は、仲間たちの中で唯(ゆい)一(いつ)、大魔王の気配を感じることができる。それが一つの原因となって体調を崩(くず)したほどだが、ここはあえて、ムリをしてもらうほかなかった。

　大魔王の気配を清美が感じ、できるだけ言葉として伝えることで、真吾と淳に大魔王のイメージを抱かせる。ある程度のイメージが固まったところで、真吾がスカートをめくる力で大魔王を地中からめくりあげ、さらにそのイメージを利用して、淳の瞬間移動で地上に引っ張り上げる。

　それが、真吾たちの立てた作戦だ。

「最後の切り札が、まさか想像力とはな……」

「いや、真吾や大輝殿が示してくれた無限のファンタジーに共感できた我々ならば、きっとうまくいくはずだ」

　根(こん)拠(きよ)としては希(き)薄(はく)だが、説得力はあるような気がする。

　真吾は苦笑してから、清美に声をかけた。

「清美、頼む」

「……うん」

　清美は目を閉じ、手のひらに意識を集中させた。

　地の底に眠る大魔王。

　その気配を、圧(あつ)倒(とう)的(てき)な恐怖と存在感を、地面越しに辿(たど)り、探りあてる。

　清美の額(ひたい)に汗が浮かぶ。傷の痛みと、傷からくる発熱に、苦しそうな息づかいをする。真吾にはただ、見ていることしかできない。心の中で応援することしかできない。これは、清美が自ら願い出た戦いなのだ。その想いを、無(む)下(げ)にはできない。

　やがて、清美の様子に変化があった。

　肩がビクリと揺(ゆ)れ、呼吸がさらに荒くなる。地面に突いた腕がガクガクと震(ふる)え、それでも、清美は耐(た)えるように歯を食いしばっていた。

「……いる」

　ポツリと、一言。真吾と淳は、その一言に全神経を集中させた。

「……なにか、大きくて……、すごいものが……」

　はるか地の底深くに、熱いマグマに身を浸(ひた)して、じっとそのときがくるのを待っている、巨大ななにか。

　それは、体を丸めた赤ん坊のようであり、エサが引っかかるのを微(び)動(どう)だにせず待ちかまえるクモのようであり、孵(ふ)化(か)する寸前の、サナギのようでもあった。

　それはかすかに動いていた。一定のリズムを刻(きざ)みながら、脈(みやく)打(う)つように、ときには、みじろぎするように、寝返りを打つように、ぐるりと回転して……。

「…………！」

　清美は大きくのけぞった。そのまま尻餅をつくほどの勢いだった。

「清美!?」

　真吾が抱き起こそうとすると、清美は首を振って拒(こば)んだ。

「……見ていた」

「えっ？」

「……なにかが、私を、見ていた……」

　大魔王を感じようとして意識を集中していたところに、逆に覗(のぞ)かれた。清美はそう言うのだ。

　全身が震えている。不意の視(し)線(せん)は、清美を驚(きよう)愕(がく)させるのに充分だったようだ。

　助け起こしたいが、いまはそのイメージのほうが大切だった。

　淳と目(め)配(くば)せをして、意識を集中する。清美のイメージを頼りに想像を膨(ふく)らませ、こちらを覗き見ようとする大魔王の姿を思い浮かべ……、真吾は叫(さけ)んだ。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　同時に、淳が瞬間移動を発動させる。

　その瞬間。

　一気に、辺りが暗くなった。

　なにかが覆(おお)い被(かぶ)さってくるような、圧(あつ)迫(ぱく)感(かん)を覚えた。

　全員の視線は、自然に上へと向けられた。

　そこで目にしたものを見て、誰もが絶(ぜつ)句(く)し、圧倒された。

　上空を覆い尽くすような巨大な翼(つばさ)が浮かんでいた。いや、飛んでいた、というべきだろうか。体らしい体はどこにもあらず、ただ、蚕(かいこ)の繭(まゆ)のようなものから、漆(しつ)黒(こく)の翼が生えているのだ。

「これが……」

「大魔王……？」

　真吾たちは、状況を忘れてその姿に見入っていた。

　ハッキリとした姿をイメージしていたわけではない。ただ、おぞましくて、凶(きよう)暴(ぼう)で、強大で、死と破(は)滅(めつ)を象(しよう)徴(ちよう)するような異(い)形(ぎよう)を想像していただけに、この姿は意外なものだった。

「お見事です」

　穂香が気のない拍(はく)手(しゆ)をする。それで真吾たちは我に返った。

「どうだ、穂香！　俺たちは地球を破滅させずに、大魔王の肉体を引きずり出したぞ！」

「引きずり出しただけですよね？　それではまだ、世界を救ったことにはなりませんよ？」

　穂香の言うとおりだった。

「タロウ、清美と祥子ちゃんを頼む」

「任せておけ」

　二人と一匹を下がらせておいて、残りの三人が大魔王と対(たい)峙(じ)する。

「これも打ち合わせ通りにな」

「わ、わかってるんだな」

「いつでもいいぜ」

　穂香は、興味深そうにこちらを見ている。真吾は前(まえ)口(こう)上(じよう)を述べることもなく、攻撃を開始した。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉ！」

　真吾の力が、地面をめくりあげる。

　吹き上がった大量の土砂が、大魔王に降り注ぐ。目に見える範囲のほぼすべてをめくったのだ。それがのしかかっているのだから、見た目以上の負荷とダメージがあってもおかしくはない。

　さらに、淳の瞬間移動で大魔王の上空に移動した光夫が、落下しながら叫ぶ。

「バリアァァァァァァァァァ！」

　光夫のバリアは、生物に触れると凄(すさ)まじい衝撃が襲うようになっている。どの程度の衝撃を与えたのかはわからない。しかし、繭がブルリと震えると、翼はしおれ、大魔王の体はゆっくりと地面に落下し始めた。

「とどめだ！」

　真吾が再び、力を振るう。今度はめくりあげた土(ど)砂(しや)の下に埋(う)もれている岩や、手近な木々を根こそぎめくりあげ、淳の瞬間移動で大魔王の肉体へ降り注がせる。

　岩は繭を打(う)ち砕(くだ)く弾丸に、木々は繭を貫(つらぬ)く刃となって突き刺さる。

　破れた繭からは、どす黒い液体が溢(あふ)れ出(で)る。大魔王の血だろうか。なんにせよ、あと一押しだった。

「うりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　光夫のバリアが衝撃を増し、真吾と淳で、さらに岩や木々を叩(たた)きつける。

　執(しつ)拗(よう)な攻撃の果てに、大量の土砂などによって、大魔王の姿は埋もれ、小さな山のようになっていた。

「やった、のか……？」

　光夫が呟く。大魔王の肉体は、動く気配を見せない。

　真吾は穂香に目を向けた。大魔王の肉体を倒したなら、狼(ろう)狽(ばい)をあらわにするはずだ。

　ところが、穂香はうろたえてなどいなかった。それどころか、余裕の笑みを浮かべて、ゆっくりと歩み寄ってきた。

「さすがですね、と言いたいところですが、ここまでは想定していましたよ」

「えっ？」

「でも、まさかこれで終わりだなんて、思ってないですよね？」

　当然だ。

　これからが、本番なのだ。

「大魔王の動きを封じ、その間に私を助ける。悪くない流れだと思います。でも、方法はあるんですか？　グランから――大魔王の魂から、私を救い出す方法が」

　ない。

　そこから先は、どうやっても思いつかなかったのだ。それでも、じっくり話し合えば、ひとまず世界の危機を回避できれば、いつかは救い出す方法を見つけられるのではないかと、甘い見通しを立てていたのだ。

　穂香は真吾の目の前に立った。

　手を伸ばせば、すぐに触れることのできる距離。

　二人が触れあうと、大魔王の魂は一つになる。

　そのことが脳(のう)裏(り)をよぎり、真吾は慌(あわ)てて後ずさる。

　だが、穂香はさせなかった。

　間(かん)髪(はつ)入(い)れずに詰め寄ると、恨(うら)めしそうに見上げてくる。

「ひどいですよ、真吾くん」

「な、なにが……」

「女の子から、逃げだそうとするなんて」

　そういう問題ではない。

　言い返そうとして、果たせなかった。

　言葉と一緒に、真吾の唇(くちびる)は穂香の唇で塞(ふさ)がれていた。

「ごめんなさい、真吾くん」

　満足そうな表情で、寄せていた体を離す。

「これが私の、最後のわがままです」

　真吾は慌てて自分の唇に手をあてた。

　女の子にキスされたということよりも、穂香に触れてしまったという衝撃のほうが大きかった。

　穂香は、じっと真吾を見つめていた。真吾を求めていた。蠱(こ)惑(わく)的(てき)な唇が、真吾を妖(あや)しく誘(さそ)っている。

　体の奥で、熱いなにかが弾(はじ)けた。頭の中がジンっと痺(しび)れ、なにも考えられなくなる。

　なんだ、これは。

　痺れる頭の片(かた)隅(すみ)で警(けい)鐘(しよう)が鳴る。

　なにかがおかしい。このままではまずい。

　けれど、そんな警鐘も、やがて消えていく。

　穂香が待っている。

　自分を、求めている。

　後に残ったのは、安(あん)堵(ど)と、喜び。

　そう、ようやく、一つになれるのだ。

　自分の半身と。

　長い年月を経(へ)て、いま、この瞬間に。

　穂香が手を差しだす。真吾はうっとりしたような目で、その手を握(にぎ)りしめる。

「さあ、行きましょう、真吾くん」

　真吾は頷いた。

　大切そうに、慈(いつく)しむように、丁(てい)重(ちよう)に両手で穂香の手を包み込んで。

「いまこそ、一つになるときです」




　真吾と穂香の体が光を放つ。光は二人を祝福するように包み込んで、一つになる。

　清美たちは愕(がく)然(ぜん)としてその様子を見守っていた。

「穂香、姉ちゃん……？」

　光夫がおそるおそる声をかける。穂香は満面の笑顔で振り返った。

「あの大魔王の肉体は、入れ物にすぎません。いくら肉体を倒しても、魂が宿れば、簡単に復活します」

　その魂がいま、一つになった。同時に、大魔王の肉体が、脈動をはじめる。

　真吾と穂香は手を繋いだまま、肩を並べて歩き出した。大魔王の肉体に向かって。

「待て！」

　タロウが二人を回り込んで、立ち塞がる。

「穂香殿は、本当に、世界を滅ぼすつもりなのか……？」

「世界の滅亡を止めるために、みなさんは来たんですよね？」

「そうだ……、そのとおりだ。だから拙(せつ)者(しや)は、二人をこれ以上先に進めるわけにはいかんのだ！」

　分身して、行く手を塞ぐ。

「ダメですよ、タロウさん」

「なにがだ」

「その程度で、私を止められると思っているんですか？」

　タロウは反射的に体を捻(ひね)った。ついさっきまでいた場所を、光の刃が薙(な)ぎ払(はら)っていく。たったの一振りで、タロウの分身はことごとく消滅させられていた。

「穂香殿……！」

「もう、止められませんよ」

　穂香と真吾を、止められない。

　そして、大魔王の、完全な復活も。

　二人は再び、歩き出す。

　止められない。けれど、止めないわけにはいかなかった。

「待てよ、こんちくしょう！」

　光夫も回り込み、バリアで行く手を遮(さえぎ)る。だが、穂香の持つ力は、神と同等の、大魔王の力だ。あっさりと打ち砕かれ、光夫は真吾の手によって押しのけられる。

「真吾！」

　光夫は真吾の腕にしがみついた。真吾は光夫に顔を向けたが、興味なさそうに視線を戻し、振り払った。

　地面に尻餅をついて、光夫は悔しさと怒りに打ち震えた。

　真吾の瞳(ひとみ)は、なんの感情も映していなかった。光夫を目にしても、光夫とすら認識せずに、ただの障害物として、排除した。

「こんの、バカヤロウ！」

　立ちあがり、もう一度、二人の前に立ちはだかる。だが、結果は同じだった。

　真吾に振り払われ、それでもと食らいつくと、穂香がグランの力を使って威(い)嚇(かく)する。

「ほ、穂香ちゃん！」

　淳が瞬間移動で、二人の前に立ち塞がる。しかし、二人の無(む)機(き)質(しつ)な瞳に射すくめられ、なにもできずに進行を許してしまう。

　穂香が一つ、腕を振るった。

　光夫たちの目の前の地面が大きく抉(えぐ)られ、穂香たちへの接近を阻(はば)む。これくらい、瞬間移動で一(ひと)跳(と)びなのだが、穂香たちとの距離を物理的に示されたようで、光夫たちは途方に暮れた。

　だが、一人だけは違った。

「真吾くん！」

　清美の叫びに、光夫たちは驚く。

　いつのまにか、地面の裂(さ)け目(め)の向こう側、真吾たちの前に、清美が立っていた。

「……真吾、くん」

　真吾は反応しない。清美は傷の痛みをこらえながら駆け寄り、真吾に訴(うつた)える。

「……真吾くん、ダメ……。行っちゃ、ダメ……！」

　懸命の訴えも、いまの真吾には届かない。

　唇を嚙(か)み、清美はなにを思ったか、全身で真吾にぶつかっていった。

　振り払おうとする真吾の腕にしがみつき、無言で真吾に目を向ける。

　清美は「誘(ゆう)惑(わく)の力」を授(さず)かっている。清美の瞳に見つめられた相手は、否(いや)応(おう)なく彼女の虜(とりこ)になってしまうのだ。

　真吾の足が止まった。顔が吸い寄せられるように、じっと清美に向いている。

　もしかしたら、真吾を止められるかもしれない。

　だが、そんな光夫たちの期待は、二人の間に割り込んだ穂香によって打ち砕かれた。

「清美さんこそダメですよ。真吾くんは、私のものなんですから」

　険(けん)のある目を穂香に向けるが、傷口を一押しされて、清美は呻(うめ)きながらその場に崩れ落ちた。

　二人の歩みを、誰も止められない。

　大魔王の肉体は、まるで二人を喜び迎え入れるかのように、翼をばたつかせ、土砂を押しのけ、割れかけた繭を動かそうとする。

「ここが約束の地です」

　繭を見上げ、感(かん)慨(がい)深(ぶか)げに、穂香は呟く。

「この中で、私と真吾くんは一つになって、永遠に生き続けるんです」

　繭の割れ目から、一本の太いツタのようなものが飛びだしてくる。それは昆虫の足のように不格好で、それ自体が独立した生き物のように蠢(うごめ)いていた。

　一本だけではない。割れ目からは次々とツタが溢れ出し、真吾たちを取り囲んで、まるで喜びの舞を踊るようにグニャグニャと動き回った。

「お待たせしました」

　穂香は真吾の腕を取り、告げる。

「あなたの魂、ここに揃(そろ)いましたよ」

　ツタが二人の体に巻き付き、繭の中へと引っ張り込んだ。

「真吾！」

「穂香姉ちゃん！」

　光夫たちの叫びは、もう届かない。

　一瞬の間の後、繭の至るところからツタが飛びだし、触(しよく)手(しゆ)のように、辺りの木々を絡め取り、石や岩に巻き付き、地面に突き立てて、暴れ回る。

　さらに、内側から太い腕のようなものが繭を破り、とてつもない怪物が姿を現した。

「あ、あぁ……」

　光夫たちは、為(な)す術(すべ)もなく、怪物が羽(う)化(か)するのを眺(なが)めていることしかできなかった。
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　低くたれ込めた暗(あん)雲(うん)に届くかのような巨体。肉がそげ落ちたような、皮(ひ)膚(ふ)がむきだしのどす黒い全身に、等身のバランスを崩したかのような、太く長い腕と、細く短い足。かろうじて頭部と判別できる場所には、鈍(にぶ)く輝く二つの眼(がん)光(こう)。光夫たち全員を一度に丸(まる)呑(の)みできそうな裂けた口。そして、翼のつけ根から無数に伸びる、ツタのような触手。

　邪(じや)悪(あく)な魔王と言うには、あまりに無(む)惨(ざん)な異(い)形(ぎよう)。

　だが、これこそが、復活した大魔王の姿だった。

「こいつは、ただの化け物じゃねぇか！」

　光夫は吐き捨てるように叫んだ。

　大魔王との距離は数十メートルはある。にもかかわらず、大魔王の全身は視界に入りきらないほどの巨大さだった。しかし、その威(い)容(よう)とは裏腹に、醜(みにく)く、不気味な容(よう)貌(ぼう)に、光夫は生理的な嫌(けん)悪(お)感(かん)を覚えずにはいられなかった。

　真吾と穂香を犠(ぎ)牲(せい)にして生まれたのが、こんな怪物だとは。まさに、悪夢のような光景だった。

「化け物とは、失礼ですね」

　穂香の声がして、全員がギョッとした。

　見れば大魔王の頭頂部に、穂香がちょこんと腰を下ろしていた。

「この子はまだ、生まれたばかりの雛(ひな)。成長するには、もう少しの時間と、たくさんの栄養が必要なんです」

「栄養……？」

　ハッとして、光夫は辺りを見回した。

　触手に絡みつかれた木々は枯(か)れ細(ほそ)り、岩は原形をとどめないほどに崩れ落ち、地面に生えている野草たちがしおれて横たわっている。つまり、大魔王はいま、この大地から栄養を吸い上げているのだ。

「皆さんに、一つ問題を出します」

　穂香は呑(のん)気(き)に、場違いなことを言いだす。

「大魔王の魂は、二つに分かれていました。では、どうして、二つに分かれた魂が一つになるために、二人の人間が、それも、二人の男女が必要だったか。皆さんはわかりますか？」

　わかるはずがない。

　無言で通していると、穂香はほがらかに笑って答えた。

「男女が持つ、生物としての役割を考えてみてください」

　男は、子孫を残すために種を生みだし、蓄(たくわ)える。

　女は、その蓄えられた種を受け取り、新たな命を産み出す。

　つまり、真吾の体は栄養を吸い上げる媒(ばい)体(たい)で、吸い上げた栄養を穂香が受け取ることによって、大魔王は成長していくというのだ。

　成長という言葉が正しいかはわからない。だが、触手は縦(じゆう)横(おう)無(む)尽(じん)に駆け回ってありとあらゆるものを蹂(じゆう)躙(りん)し、広大な演習場を埋め尽くしながら栄養を吸い上げていく。ついには富士山にまで手を伸ばし、その山肌を、火口を食い荒らしていく。そのたびに、大魔王の肉体がますます大きくなり、精気を取り戻すかのように、瑞(みず)々(みず)しくなっていく。

「富士山の持つエネルギーはすごいですね。こんな短時間で、彼の体が変わってきていますよ。でも……」

　穂香の目は、獲(え)物(もの)を狙う獣の目となって、光夫たちを射(い)抜(ぬ)いた。

「神の力を授かったみなさんなら、もっといい栄養になってくれるでしょうね」

　まるで穂香の言葉に従うように、触手が一(いつ)斉(せい)に襲いかかってきた。

「ば、バリアァァァァァ！」

　バリアで全員を守る。しかし、バリアに取りついた触手は、放たれる衝撃を逆に吸収してしまう。バリアは光夫の体力と連動している。このままいけば、光夫の体力は保たないし、続けていては大魔王に栄養を与えてしまう。

「淳、いったん下がるぞ！」

　光夫の指示を受けて、淳は瞬間移動を発動させた。

　演習場から河(かわ)口(ぐち)湖(こ)畔(はん)まで距離を取り、時間を稼(かせ)ぐ。

「まずいな。このままでは地球全体が、やつの栄養源にされてしまう」

「止めるなら、いまのうちか……」

　しかし、大魔王の力は圧倒的だ。

　大魔王の威容は、ここからでも目にすることができる。その顔が、緩(かん)慢(まん)な動きで、ゆっくりとこちらを向こうとしていた。

「穂香殿の、我々を感知する能力を使われているのか……」

　触手は驚異的なスピードで、光夫たちに迫ってきた。バリアで防ぎつつ、小刻みに瞬間移動して、その間に対策を考えるしかなかった。

　しかし、相手は四方八方からやってくるのだ。とてもではないが、考え事をしながらしのげる攻撃ではなかった。

「どうする!?  　一度距離を取るか!?」

「ダメだ！　下(へ)手(た)な場所に逃げ込めば、そこが巻き込まれる！」

　それ以前に、大魔王の通路すべてが巻き込まれることになるのだ。なるべくなら、ここで足を止めておきたかった。

　とはいえ、光夫たちにも体力の限界がある。

　体勢を立て直すためにも、北海道辺りまで逃げるか……。

　そう考えたとき、淳の叫び声が聞こえた。連続する力の行使に、注意が散(さん)漫(まん)になっていたらしい。触手が光夫の目前に迫っていた。

　バリアは間に合わない。

　観念して目を閉じかけたとき……。

　一つの影が目の前に飛び込んできて、触手を一刀のもとに両断した。

「なにをボケッとしている！」

　影は怒(ど)鳴(な)りつけると、立て続けに襲いかかってきた触手を薙ぎ払う。

「ジュン、逃げるぞ！　まずは状況を説明しろ！」

　リーナ・シェン・フィス・オクターヴァは叫んだ。




　こういうときに、自衛隊の広い敷地が役に立つ。

　河口湖の南東にある滝(たき)ヶ原(はら)駐(ちゆう)屯(とん)地(ち)まで移動した光夫たちは、これまでの状況をリーナに説明し、なにか対策はないかと訴えかけた。

「自分で言うのもなんだが、わたくしが来たことで状況は変わったぞ」

　防御に徹(てつ)するしかなかったのが、リーナの魔剣によって、一気に攻勢に出ることができるのだ。

「それにもう一つ。大魔王は生まれたての雛のようなものなんだろう？　つまりまだ完全じゃない。倒す機会があるのは、いまのうちだ」

「だとしても、そう単純にはいかないだろ」

　ただ倒すだけなら、力押しすればいい。リーナにはそれだけの力があるのだから。

　問題は、大魔王に取り込まれた穂香たちをどうやって救うのかだ。

「シンゴはどこにいるかわかるか？」

「いや、全然姿が見えない」

「まさか、もう吸収されて跡(あと)形(かた)もなく消えてしまったということはないだろうな……」

「それはないだろう」

　タロウが断言した。

「穂香殿の言葉通りなら、真吾には栄養を吸い上げて蓄える役割がある。その最中ということは、まだ真吾は生きているはずだ」

「そう信じよう。あまり時間はないがな」

　いつ、完全な復活をむかえるのかわからないのだ。

「さらに問題をいえば、当のシンゴがどこにいるかわからないことだな」

　それがわかれば、対策の立てようもあるのだが。

「さ、先に、ほ、穂香ちゃんを助けた方がいいんでないだか？」

「そうしたいところだが、助ける方法がわからない。むやみに突っ込んだら危険だぞ？」

　穂香は、身体(からだ)ごとグランに支配されているようなものだ。それよりは、まずはグランとは切り離されている真吾を救出する方が、可能性はあるように思える。

「シンゴの居場所か……」

　穂香と同じように、体のどこかに居座っているのか、それとも、体内に閉じこめられているのか。どちらにせよ、大まかな場所が把(は)握(あく)できないことには、戦いようがない。

　大魔王の体は、触手に覆われているため、全身をくまなく探すのは容易ではない。時間がかけられない戦いなだけに、場所の把握は急務だった。

　大魔王が、富士山を迂(う)回(かい)するようにして姿を現した。ここももう、安全地帯ではない。

「あ、あの……」

　すると、それまで光夫の後ろに張りついていた祥子が声を上げた。

　全員の視線が集まる中、祥子はしどろもどろに告げた。

「よく、わからないけど……、なにか、知っている感じが、します」

「知っている感じ？」

「大魔王のところに、ボクが知っている、なにかがあるんです」

　リーナたちは顔を見合わせた。

　祥子が感じているもの。

　よくわからないが、魔(ま)神(じん)と関わりのあった彼女のことだ。もしかしたら、そのときのなにかが、大魔王にはあるのかもしれない。

「神林に関わりのあるもの……？」

　真っ先に思いついたのは、魔法石だった。その力によって、富士山の封印が解(と)かれたのだ。となると、魔法石は大魔王とも関係があることになる。

「魔法石は、人間の生命力を取り込むんだよな……」

　ただの確認のつもりで口に出した言葉が、思いもかけずに核心に迫った。

「それだ！」リーナは指を鳴らす。

　魔法石は人間の生命力を取り込む。そして真吾はいま、大魔王の栄養を――生命力を――得るための媒体となっている。

「シンゴ自体に、栄養を吸い上げる力があるとは思えない」

「だとすれば、その魔法石とやらを使っている？」

　リーナは黙り込んだ。

　確証はない。なにしろ、魔法石はリーナが魔剣で砕いているのだ。同じようなものが、そう何個もゴロゴロしているとは思えない。

　リーナは祥子を見た。彼女の印象は、最初に出会ったときとは大違いだった。世界を滅ぼすと言っていた尊(そん)大(だい)さはなく、戦いに怯(おび)え、強大な敵を恐れる、か弱い少女だった。

　そんな彼女が、わずかな感覚を頼りに、声を上げた。その勇気を、リーナは評価したかった。

「ショウコの感覚を信じよう。いや、この場合、信じなくては活路は開けん」

　全員が、リーナの意見に賛同する。

「ショウコ、きみの知っているなにかは、どこにある？」

「それは……」

　それが重要であることを、祥子も認識しているのだろう。いいかげんなことは言えない、けれど、確かなことも言えないという葛(かつ)藤(とう)が見て取れる。

「自分を信じろ、神林」

　光夫が支えるように、寄り添う。祥子は光夫の手を探り当てて、ギュッと握り締めた。

「たぶん、大魔王の……、胸の辺り」

「胸……？」

「胸というより、懐(ふところ)……？」

　大魔王は、体のバランスが悪いせいか、四つんばいになって動き回っている。その体勢では、うまく場所を表現できなくてもムリはない。

「だが、充分だ」

　リーナは魔剣を構える。

　場所はかなり限定できた。あとは強行突破していけば、探し出すことができるはずだ。

「とにかく、懐に飛び込まないことにはどうしようもない。一点突破でいくぞ」

　リーナたちは、清美と祥子を残して突撃した。

　瞬間移動で、大魔王に接近する。

　しかし、降り立った場所は触手の上だった。蠢く触手に翻(ほん)弄(ろう)され、まともに立つこともできない。

「はぁぁぁぁぁぁ！」

　リーナが剣を振るい、触手を薙ぎ払って空間を作る。どうにか自力で地面に立つことができた選ばれし者たちは、自分たちのいる場所を確認する。

　遙(はる)かに見上げる先には、大魔王の胸から首の辺りしか見えない。目の前には、もはや壁としか形容できない体が視界を覆い尽くしている。それだけに、大魔王は触手でしかリーナたちを攻撃することができないはずだ。

「行くぞ！」

　リーナが魔剣で道を切り開く。四方八方からやって来る触手は光夫がバリアで防ぎ、打ちもらしは分身したタロウが嚙み砕く。それでも危険が迫ると見ると、淳の瞬間移動で危機を脱する。

「シンゴ、どこだ！」

　大魔王は山のような巨体だ。懐に飛び込んだとはいえ、探すのは広範囲にわたる。触手に応戦しながら、山の中で人を探すようなものだ。緊張と疲労が、リーナたちに重くのしかかる。

「くそ！」

　リーナの息が上がってきた。舌打ちする間にも、触手は襲ってくる。息つく暇(ひま)もないとはこのことか。光夫たちも、愚(ぐ)痴(ち)をこぼす余裕もないようだ。

　どれくらい、同じことを繰り返していたのかわからない。魔剣を持つ手が痺れてきた。魔剣を重く感じることなど、初めてだった。

　それでも、リーナは戦い続けた。真吾を見つけるために。真吾を助け出すために。

　何重にもなって行く手を塞ぐ触手を斬(き)り伏(ふ)せるのと、真吾を見つけたのは同時だった。一瞬、呆(ほう)けたように動きを止めるが、リーナはすぐに駆け出した。

「シンゴ！」

　リーナは叫んだが、真吾は反応しなかった。

　眠っているのか、意識がないのかはわからない。ただ、大魔王の気味の悪い体に、半分以上飲み込まれるような形で、真吾は磔(はりつけ)にされていた。

「待ってろ、いま助けるからな！」

「そうはいきませんよ」

　頭の上から降ってきた声に、リーナは咄(とつ)嗟(さ)に剣を振りかざして対抗した。

　穂香の光の剣と、リーナの魔剣がぶつかり、火花を散らす。

「こんにちは、リーナさん」

　呑気な挨(あい)拶(さつ)とは裏腹に、穂香は光の剣を突きつけた。

「さすがといいたいところですが、私も真吾くんを奪われるわけにはいかないんです」

「そのセリフ、そっくりそのまま返してやる。わたくしもシンゴを、簡単に奪われるわけにはいかんのだ！」

　再び、剣と剣がぶつかり合う。

　つばぜり合いから、お互いの反動を利用して距離を置き、再び激突。

　これも決定打にはならず、また距離を取る。

　そこで穂香が手を振り上げると、触手が一斉に襲いかかってきた。

　かろうじて魔剣と光夫のバリアでやり過ごすが、体勢を崩された。その隙(すき)を見逃さず、穂香が突っ込んでくる。これもどうにか魔剣で受け流したが、左腕を傷つけられた。

「まだだ！」

　再び突っ込んでくる穂香に対応しようとするが、反応が遅れた。魔剣を持つ手が、限界を迎えようとしていた。

　光の剣が、胸元に迫る。

　痛みと衝撃を覚(かく)悟(ご)したリーナだったが、どちらもやってくることはなかった。気がつけば、いつの間にか清美と祥子のもとまで移動していた。

「ジュンか!?」

　リーナは淳に食ってかかった。

「なぜ退(たい)却(きやく)する！　もう少しでシンゴを助けられたものを！」

　ものすごい剣幕で怒鳴りちらすが、淳は引かなかった。

「リ、リーナちゃんの体力は、げ、限界だったんだな！　あ、あれ以上は、む、ムリなんだな！」

　リーナは唇を嚙んだ。そのとおりだが、だからこそ、悔しい気持ちでいっぱいだった。

「淳殿の言うとおりだ。それに、真吾の居場所が特定できただけでも上出来だろう」

　タロウの言葉に、リーナも頷かざるを得なかった。

　とにかく、まずは対策を練り、体力を回復させるのが先決のようだ。

「王女、大丈夫か？」

「気にするな、かすり傷だ」

　気にかける光夫の言葉を、ぶっきらぼうに返す。

　出血は多いが、そんなに深く斬られたわけではない。

「しかし、ホノカがこんなに厄(やつ)介(かい)な敵になるとは思わなかったぞ」

　穂香はいま、大魔王の頭の上に腰をかけている。余裕があるのか、じっとこちらの様子を窺っているようだ。

「で、でも、ほ、穂香ちゃんをどうにかしないと、し、真吾くんを助けられないんだな」

「だが、穂香殿をどうにかできる方法がない」

　八方塞がりである。

　作戦がなければ、強攻策しかない。しかし、それでは立ちゆかないのは実証済みだ。

「あ、あの……」

　また、祥子がおずおずと声を上げた。

「どうした？　なにか気になることでもあるのか？」

「う、うん……、気になるというか……」

　光夫たちが攻撃している際、大魔王の動きがピタリと止まったのだという。

「止まった？　体がか？」

「体だけじゃなくて、あの変なうにょうにょした奴(やつ)も」

　触手のことか。

　戦いに参加していた者は、誰も気がつかなかった。しかし、遠くから眺めていた祥子と清美は、大魔王が動きを止め、しばらくじっとしている様子を確かに見たのだという。

　傷口に唾(つば)を塗(ぬ)りつけて止血をはかっていたリーナが、大魔王を見上げて小さく唸(うな)った。

「もしかしたら……」

「なにかわかったのか？」

「確証はない。だが、可能性はある」

　全員、耳を傾ける。

「シンゴが奪われて困るのは、ホノカだろう？　なのになぜ、ホノカはあんなところにいるのだ？」

　あんなところとは、大魔王の頭の上である。

　確かに、真吾を奪われたくなければ、最初から真吾の側(そば)にいればいいのだ。わざわざ、遠くの高いところにいる必要はない。

「そして、ショウコが言っている大魔王の動き。あくまで仮定だが、もしかしたら大魔王は、一人では動くことができないのかもしれない」

　大魔王は、孵(かえ)りたての雛のようなものだ。だから、父親がいなくてはエサも取れないし、母親がいなくては、勝手に動くこともできない。

　真吾がいなくては、栄養を得ることができず、穂香の指示がなくては、大魔王は動けないのかもしれないというのだ。

　要するに、穂香が攻撃をしている間は、指示が出ないから大魔王も触手も攻撃できない。また、触手を動かしているときは、指示を出しているため穂香自身は攻撃できない。

　穂香は、大魔王の頭の上に腰を下ろしている。ただそこにいるわけではない。周りを見渡し、的確に指示を出す必要があるから、そこにいるのだ。真吾を守るために、つきっきりでいるわけにはいかないということでもある。

「確かめている時間はない。ぶっつけ本番でやってみるしかないな」

　リーナは光夫たちに作戦を伝えた。

　簡単に言えば、穂香の視線を逸(そ)らし、その隙に真吾の元へたどり着き、救出するというものだ。

　オーソドックスであり、戦力を分散する分、誰かがしくじると一気に全滅しかねない危険な賭(かけ)だったが、これ以外に方法はなかった。

「行くぞ」

　まず、淳の瞬間移動で、ある程度の距離まで詰める。そこからは瞬間移動は使わず、自力で行くしかない。

　リーナが魔剣から放たれる衝撃波で、真吾までの道のりを切り開く。リーナは一直線に真吾に向かって走る。打ちもらしはタロウが防ぎ、その後ろから光夫と淳が続く。

　瞬間移動を使わないリーナたちを、穂香は怪(け)訝(げん)に思っているだろう。それで少しでも慎重になってくれれば、もうけものである。

　真吾の姿が見えてきた。穂香がスッと立ち上がる。

「淳兄！」

「わかってるんだな！」

　すかさず、光夫が瞬間移動で穂香の眼前に移動する。バリアを展開し、行く手を塞ぐ。

「穂香姉ちゃん、真吾はもらってくぜ」

　感情の読み取れない表情で、穂香は光夫と眼(がん)下(か)のリーナたちを見比べる。

　その間に、リーナは真吾の元へ辿り着いた。

　剣を突き立て、肉壁をそぎ取り、磔にされた真吾を救出する。

「タロウ！」

　リーナの合図で、タロウは遠吠えをする。

　それを聞いた光夫が「じゃあな」と言って大魔王の頭から飛び降り、淳に拾われる。

「シンゴ！」

　清美たちの元へ戻ったリーナは、地面に横たえた真吾を揺さぶった。しかし、反応がない。目は虚(うつ)ろに見開かれているが、胸が上下している以外は、ピクリとも動かなかった。意識がないという感じでもない。まるで、魂を抜き取られたような、抜(ぬ)け殻(がら)のような状態だった。

「水をぶっかけてやれば目が覚める、というものでもないか……」

「魂というか、精神みたいなものが、大魔王に吸収されてしまったとか……？」

　それは考えたくない事だった。しかし、ありえないことでもない。

「あっ……」

　突然、祥子が身を乗り出して、真吾の組まれた両手に手を添える。どうやら、手をほぐそうとしているらしい。

　祥子に代わって、光夫が手をほどく。すると、真吾の手の中から赤い宝石のようなものがこぼれ落ちた。

　魔法石だった。祥子は本当に、この魔法石を感じとっていたのだ。

　魔神との戦いの中で、光夫たちは一度、この魔法石に捕らわれたことがある。

　中は真っ暗で不気味な空間となっており、外界とは断絶した世界になっている。そこで、光夫は捕らわれた人たちをバリアで守りつつ、外にいるリーナが魔法石を破壊してくれることを信じて待ち、リーナもまた、光夫がバリアでみんなを守っているということを信じて、魔法石を砕き、無事に全員を救出したのだ。

「確か、魔法石は人間の生命力を取り込めるんだよな？」

　光夫の言わんとしていることを、全員が悟った。

「真吾の魂は、この中にあるということか」

　そうとわかれば、話は早い。この魔法石を砕けば、真吾は意識を取り戻すはずだ。

「ってことは、また俺の出番か？」

　ただ砕くだけでは、中の魂も砕けてしまう。そうさせないためには、光夫も魔法石の中に入り、バリアで真吾を守らなくてはならない。

「すまんが、頼む」

「言われなくてもやるさ」

　光夫が魔法石に触れようとすると、そこへ重ねるように、清美が手を伸ばしてきた。

「……私も、行く」

　押しとどめようとして、光夫は思い直した。

　光夫のバリアは男を守らない。だから、真吾を守るには、女性が一人必要だ。

　本来なら、リーナを連れて行くべきなのだろうが、彼女には魔法石を砕く役目がある。ならばここは、清美と共に行くべきだろう。

「わかったよ」

　はぐれないように、清美と手を取り合って、魔法石に触れる。

　その瞬間、二人の姿はリーナたちの前から消えていた。




　魔法石の中に取り込まれたとたん、ゾワリとする悪(お)寒(かん)が光夫を襲った。

　清美も同じように感じたらしく、青い顔でさかんに周囲を気にしていた。

「前は、こんなんじゃなかったけどな……」

　無限に広がるかのような荒(こう)涼(りよう)とした空間、月や星が瞬(またた)かない夜空、そして、ほんのわずかに光を放つ、絵の具を適当にぶちまけて混ぜ合わせたような、蠢きまとわりつく靄(もや)。

　不安を煽(あお)るイヤな場所には違いないが、一刻も早く抜け出したいと思わせるなにかが、いまのここには存在していた。

　誰かに見られているような気がする。それも、おぞましくて、不気味で、できることなら目にしたくないような、なにかに。

　辺りは暗(くら)闇(やみ)である。すぐ側にいる清美の姿も、目をこらさなければ判別できない。

　そんな闇の中で、まるで光夫たちを待ちかまえるように、淡(あわ)く輝く人の姿があった。

　かろうじて表情が読み取れる距離で、不敵な笑みを浮かべているのは間違いない、真吾だった。

「真吾……！」

　駆け寄ろうとする光夫の足下に、真吾の腕から放たれた稲(いな)妻(ずま)が炸(さく)裂(れつ)する。

「真吾!?」

「俺は戻らないぞ」

　威嚇するように、腕から電流を逬(ほとばし)らせ、真吾は言った。

「なに言ってんだよ！」

「もうすぐ穂香と一つになることができる。こんな喜ばしいことはないだろ？」

　怒鳴りつけようとして、光夫は思いとどまった。

　これは、真吾ではない。大魔王の魂が、真吾の姿で、光夫たちの前にいるのだ。

　焦(あせ)りからくる汗が、背中を伝う。

　光夫のバリアは男を守らない。清美が側にいなくては、真吾を守れない。

　せめて、近づくことができれば。

　光夫は何度か接近を試みるが、ことごとく阻まれる。なんでも防ぐバリアも、大魔王ほどの強大な力の前では、本(ほん)領(りよう)を発(はつ)揮(き)することができない。うかつに突っ込めば、バリアは破られ、稲妻が光夫を直撃するだろう。

　外ではリーナが、魔法石を砕こうとしているはずだ。時間がない。

「……光夫くん」

　耳元で声をかけられ、光夫はギョッとした。

　清美が顔を寄せてきた。

「……私に、任せて」

「どうするんだよ」

「……どうにか、してみる」

　作戦があるわけではないようだ。しかし、光夫だけでは限界がある。ならば、使えるものは使うしかない。

「……とにかく、真吾くんの側に行かせて」

「やってみる」

　清美は真吾に向かって駆けだした。光夫も、横に並んで走る。

　牽制と思(おぼ)しき稲妻は、バリアで受け止める。そして本気で打ち込んできたものは、体を捻ってかわす。真吾は清美よりも、光夫のほうに注意を向けていた。だから、光夫がバリアを展開して真吾に飛びかかるのと、清美が飛びつくのが同時だったため、清美を振り払うことができなかった。

　清美は真吾の体に飛びつき、その勢いで押し倒した。

「……真吾くん」

「どけ、清美」

「……穂香さんと一緒になるのが、そんなに嬉しい？」

「……当然だ」

「……だったら……」

　清美は真吾の目を見つめ、勢いよく口づけた。




　そこは、ふわふわとした、地に足がつかないような不思議な世界だった。けれど、温かくて、気持ちよくて、辛(つら)いことも悲しいこともない、穏やかな世界だった。

　もうすぐ一つになれる。

　真吾はそれが楽しみで、わくわくして、ドキドキして、待ち遠しかった。

　なのに、それを邪(じや)魔(ま)しようとする奴らがいた。

　これから大事な儀(ぎ)式(しき)が始まるというのに、無(ぶ)粋(すい)なマネをする奴らが許せなかった。

　中でも一番厄介なのは、清(せい)内(ない)路(じ)清美だった。彼女は日頃から、真吾にべったりで、執拗に追いかけてくる。今日もまた、真吾の邪魔をしに来たようだ。

　その清美が、いきなり真吾を押し倒した。穂香と一緒になるのが嬉しいかと問われたから、当然だと答えた。

　そこで清美は、いきなり唇を重ねてきた。

　柔らかい感触が、真吾の唇を襲う。さらに清美は、舌をねじ込み、唾(だ)液(えき)を絡(から)ませ、真吾のものを吸い出すかのような激しいキスを繰り出してきた。

　真吾は慌てて押しのけようとした。どうしてそんなに慌てたのかわからないまま、肩に手をやり、力を込めようとして、けれど果たせなかった。

　力が抜けていく。頭の奥が痺れていく。とろけるような甘(かん)露(ろ)な舌触りに、意識までが持って行かれそうになる。

　清美が顔を離した。二人の唇の間に、唾液の橋がかかる。髪を掻(か)き上(あ)げ、上気した顔に潤(うる)んだ瞳が真吾を見つめる。思わず引き込まれてしまいそうなほどの、いや、実際に意識を奪われるほどの、魅力的で官(かん)能(のう)的(てき)な姿だった。
















「……真吾くん」

「…………」

「真吾くんには、まだやることがあるでしょう？」

「……うん」

　知らず知らずのうちに、答えていた。

　そうか、誘惑の力、か……。

　不思議と、抗(あらが)おうとは思わなかった。この心地よい時間をもっと過ごしたいと思った。けれど、清美はおあずけだとでも言うように、体を離してしまう。

　たっぷり未(み)練(れん)を残しつつ、真吾は上体を起こした。

「行こう、真吾くん」

　清美が手を差し伸べる。

　真吾はその手を取った。

　そうだ。

　じぶんにはまだ、やるべきことがある。

　それまでは、こんなところで安(あん)寧(ねい)に浸っている場合ではない。

　頭の中が、スッキリと冴(さ)えていく。視界が急に開けたように、自分自身を取り戻してゆく。

「ありがとう、清美」

　己(おのれ)を取り戻した真吾は、心から、感謝の言葉を伝えた。

　清美はただ、くすぐったそうに微笑(ほほえ)むだけだった。

「あー、いい雰囲気のところ悪いんだが……」

　いきなり、光夫が声をかけてきた。

　ギョッとした真吾は、慌てて清美を押しのけるように体を離した。

「早くしないと、王女が魔法石を砕いちまうぜ？」

「ここは、魔法石の中なのか？」

「説明は後だ。とにかく、俺の側にいろよ？」

　もうすぐ、リーナが魔法石を砕くはずなのだ。




　どのタイミングで魔法石を砕くか、リーナは意識を研(と)ぎ澄(す)ませていた。光夫たちが真吾を簡単に見つけ出せればいいが、そうでなければあまり早く砕いては、大(だい)惨(さん)事(じ)になりかねない。かといって、悠長に待っていては、大魔王がやってきてしまう。

　意を決し、リーナは剣をかまえる。

　信じるんだ。

　仲間たちを。

　そして、自分の感覚を。

「――行くぞ」

　呟いて、地面に置いた魔法石を、叩き割る。

　同時に、リーナの目の前に、光夫たちがドサリと落ちてきた。

　光夫に清美、そして真吾は、したたかに打ち付けた腰をさすりながら、起き上がった。

「うぁ……、いてててて……」

　まるで寝起きざまにベッドから落ちたような姿だった。

　寝ぼけたような顔で、辺りを見回している。

「えっと……、ただいま？」

「なにがただいまだ、このマヌケ！　わたくしたちがどれだけ苦労したと思っている！」

「うわぁ！　ご、ごめんって！　でもしかたないだろ！」

　言いたいことはたっぷりあったが、リーナは口をつぐんで、そっぽを向いた。

「でも、ホントに、みんなのおかげで助かったよ」

「気にするな」

「よ、よかったんだな」

　タロウと淳は心から喜んでいるようだが、清美は恥ずかしそうにうつむき、光夫も顔を真(ま)っ赤(か)にしてあさっての方を向いていた。

　魔法石の中で、なにがあったのだろう。

　あとで、絶対に聞き出そうと、心に決めるのだった。




　穂香は、真吾が救い出される様子をじっと眺めていた。

　よかった、これでよかったのだ。

　穂香の願いは、計画通りに進み、そして成(じよう)就(じゆ)した。

　あとは、穂香と一緒に大魔王を倒してくれれば、世界は救われる。もう二度と、大魔王の脅(きよう)威(い)にさらされることはない。

　ふと、穂香の胸に寂(さび)しさがよぎる。

　これまでこらえていたものが、少しだけにじみ出す。

　にぎやかな真吾たちのやりとり。

　その中に、もう自分は入っていけない。

　後悔はしていないつもりだったが、寂しさがこみ上げてくるということは、心のどこかでは、違う道を選択したかったのかもしれない。けれど、他に方法はないのだ。

　大好きな人と、大好きな人がいるこの世界を守るには、穂香が敵に回るしかなかった。自分が大魔王の魂を抱き込んで、大魔王共々倒れる道を歩むことしかできなかった。

　真吾たちに、戦う理由を与えるために。

　だから穂香は、行動を起こした。

　これが最後。

　これですべてに、決着がつくはずだ。

「ご苦労様です」

「うわっ」

「ほ、穂香!?」

　穂香は、真吾たちの輪の中に入っていった。

　目を剝(む)く真吾たちを尻目に、穂香は砕けた魔法石をかき集め、両手の中に包み込む。

「これで、真吾くんは大魔王の呪(じゆ)縛(ばく)から解き放たれたわけですね」

「え？　あ、そう、なるのか……？」

「そうなるんです。だって、大魔王の魂は、この中にあるんですから」

　愛(いと)おしそうに、砕けた魔法石を撫(な)でてみせる。

「もう、真吾くんは必要ありません」

　酷(こく)薄(はく)な笑みを浮かべて、穂香は真吾を突き放した。

「後は、生命力をたくわえた魂の片割れと、私が一つになれば……」

「穂香！」

　真吾は穂香の腕を摑(つか)もうとした。しかし、身をひるがえして避ける。

　穂香は真吾たちの輪の外に出て、魔法石を掲(かか)げた。

「さあ、いまこそ復活のときです！」

　触手が、穂香に絡みつき、大魔王の肉体へと引き寄せる。

「穂香!!」

　真吾の叫びが響き渡る。

　少しばかり後ろ髪を引かれつつも、穂香は決して振り返ろうとはしなかった。

「ありがとうございます、真吾くん」

　最後まで、私のことを想ってくれて。

「だから、これで、さよならです……」

　穂香は大魔王の体の中へと、取り込まれた。




４




　真吾は大魔王の魂から解放された。しかし、今度こそ、魂は一つになり、大魔王は完全な復活を遂(と)げようとしているのだ。

　グォォォォォォォォォォ！　と、大魔王が雄(お)叫(たけ)びをあげる。

　復活を喜ぶかのように、触手が激しくざわめき、大魔王の体がぐんぐんと大きくなっていく。真吾たちからは、大魔王が迫ってくるように見え、慌てて距離を取った。

　再び河口湖に移動した真吾たちだったが、そこで呆(ぼう)然(ぜん)とせざるを得ない光景を目にすることになった。

　間に富士山を挟んでいるにもかかわらず、大魔王の姿が見えるのだ。

「おいおい……」

　驚愕以上の呆れ声を光夫がもらす。さらに驚くべき事に、こうしている間にも、大魔王の体はますます大きくなっているのだ。

　頭からは禍(まが)々(まが)しい二本の角(つの)が伸び、体中にびっしりと、鱗(うろこ)のようなものが生えていく。

　手足には鉤(かぎ)のような鋭い爪(つめ)を、首筋から背中にかけてたてがみのような体毛を、そして口からは、毒々しい真っ赤な舌を覗かせて、翼を一つ、はためかせた。

　そのはためきだけで、地面に立つあらゆるものがなぎ倒される。直線距離で二〇キロは離れた真吾たちでさえ、吹き飛ばされそうな威力だった。

「待ちわびたぞ、人間どもよ」

　低くドスの利いた声が、真吾たちの鼓(こ)膜(まく)を揺さぶる。あまりの重(じゆう)低(てい)音(おん)に、腹の中に重しを抱え込んだかのような錯(さつ)覚(かく)を覚えた。

「ついに、完全なる復活のときがきた。我が名はグランディオーソ！　大魔王グランディオーソなり！」

　金色に輝く双(そう)眸(ぼう)を真吾たちに向け、大魔王グランディオーソは咆(ほう)哮(こう)した。

「いまこそ絶望のとき。いまこそ死と闇に世界は覆われる。見るがよい、人間どもよ。そなたらのひ弱さを。我が力の絶大さを。恐怖の底で、その身に刻むがいい！」

　ぐわりと開いた口(こう)腔(くう)に、光が集(つど)う。静電気のようにピリピリしたなにかが、真吾たちの髪を逆立てた。

「ふ、伏せろ！」

　咄嗟の判断だった。不吉な予感に押し倒される格好で、真吾たちが地面に這(は)いつくばると同時に、大魔王から放たれた凄まじい光線が、頭上をかすめていった。

　光線は、一撃で富士山を半分以上も吹き飛ばし、一拍遅れて、遙か彼方(かなた)の空が真っ赤に染まって見えた。さらに遅れて、轟音。

　あまりの一撃に、真吾たちは身を伏せたまま、唖(あ)然(ぜん)とその光景を眺めることしかできなかった。

「冗談だろ……」

　富士山を吹き飛ばした威力もだが、光線が着弾した場所が問題だった。どれだけ遠くまで飛んだかわからない。けれど赤く染まった空の下には、なにも知らない一般市民がいたはずだ。直撃を受けて無事で済むはずがない。たとえ直撃は免(まぬが)れても、後からやって来る衝撃波に、家もビルも人間も動物も、みんなゴミのように薙ぎ払われたはずだ。

　犠牲が出た。

　それも、おびただしい数の犠牲者が。

　真吾は叫びだしたい衝動にかられた。胸の中の重しが、そのまましこりとなってわだかまり、吐き気をもよおす。地面に爪を立て、荒い呼吸を繰り返して、かろうじて踏みとどまる。

「み、みんな……！」

　真吾は泣き出しそうだった。このままでは、一人で立ち上がることすらできそうもなかった。だから仲間を呼んだ。少しでも、この辛さをわかちあうためにも。少しでも、犠牲という名の重しを和(やわ)らげるためにも。

　しかし、全員が青い顔で光線の行方(ゆくえ)に目を向けていた。ショックを隠しきれずに、呆然としている。

　気持ちはわかる。けれど、みんなでへこたれるわけにはいかない、悔しさに押しつぶされるわけにはいかないのだ。

「立て！　立つんだ、みんな！」

「で、でも、でも……」

　歯の根が合わないのか、淳の言葉は震え、意味をなさない。

　そこへ、再び大魔王の一撃が襲う。

「ば、バリアァァァァァァ！」

　光夫がバリアを展開する。しかし、光線はバリアをものともせずに撃ち抜き、さらなる被害をもたらす。

「愚(おろ)かな」

　グランが嘲(ちよう)笑(しよう)する。

「その力は神が与えしもの。神と同一の存在である我に通用するはずがあるまい」

「そんな……」

　それはつまり、真吾たちには為す術がないということだ。

　バリアは破られる。タロウの分身は、巨大な相手には意味をなさない。淳は瞬時に移動できるだけだ。なにかと応用の利く真吾の力も、大魔王相手では通用しない。

「だが、切り札はこちらにある！」

　リーナは起きあがり、魔剣を構えた。

　リーナの魔剣は、神殺しの剣である。この世で唯一、神に死を与えることができるアイテムだ。

　大魔王を倒すだけなら、どうにでもなる。しかし、ただ倒すわけにはいかない理由が、真吾たちにはあった。

「シンゴ、もしかしたら、穂香を助け出すなどと、悠長なことは言ってられないかもしれないぞ」

　否定はできなかった。大魔王の破壊力を見た後では、穂香の救出が遠い夢物語のような気がしてしまう。

「な、なに、あれ！」

　祥子が叫ぶ。

　見れば、大魔王の力が影響しているのか、周辺の木や岩といった自然物が、人の形を取って動き、ひしめき合っている。

「こっちに来るぞ」

　おそらく、大魔王の力を受けて魔神化したのだろう。大魔王だけでなく、こいつらの相手もしなくてはならないようだ。

「ホノカを救う手だてはあるのか？」

「ないわけじゃない、と思う」

　ただ、そのためにはまず、穂香の居場所を突き止めなくてはならない。

　先ほどまで穂香は、大魔王の頭の上にいた。完全ではなかったため、穂香が目の役割を果たし、行動の指示を出していたのだ。

　魂が一つになったいま、穂香の目も指示も必要としていない。ならば、穂香はどこにいるのか。どうなっているのか。ヒントは、穂香自身が口にしていた。

「俺が栄養を蓄える役目を負っていたなら、穂香はその栄養を受け取る役目を負っている。あいつがまだ大きくなっているっていうことは、穂香の役目はまだ終わっていないはずだ」

　だから、穂香は生きている。大魔王の体のどこかで、栄養を送り続けている。

「場所の心当たりは？」

「俺が捕らわれていた場所か、栄養を全身に送るなら、体内が相場だろうな」

　リーナは目を剝いた。

「あいつの体内に、入るというのか？」

「そっちは最後だな。まずは、大魔王の懐に飛び込んで、穂香がいないか確認しよう」

「簡単に言うが、この分だと、近づくのも容易ではないぞ？」

「それでも、だ」

　それでも、真吾は穂香を救わなくてはならなかった。

　穂香が身を挺(てい)して、真吾を救ったように。

　光夫たちは訝(いぶか)しげな顔になった。

「どういうことだ？」

「穂香は、こうなることを望んでいた。いや、こうなるように仕向けていたんだ」

　大魔王を復活させるためではない。

　真吾を、大魔王の魂から解放させるために、だ。

　だから穂香は敵に回り、真吾たちを挑発し、あえて真吾に触れ、魂を真吾から抜き出すように仕向けて、戦いを挑んだのだ。

「じ、じゃあ、真吾を助けるために？」

「ああ」

「その結果、自分は助からないかもしれないのに？」

「だから、俺たちに殺されるように、敵に回ったんだよ！」

　真吾を救った上で、大魔王を滅ぼす。その唯一の方法が、この道だったのだ。

「でもな、それは間違ってる！　誰かを犠牲にして世界を救っても、意味がない！　俺は穂香を救う、救わなきゃいけない！　俺のために命を投げ出してくれた穂香のためにも、俺は絶対に、諦めるわけにはいかないんだ！」

「それを聞いて、こっちも腹が据(す)わったぞ」

　リーナが魔剣を担(かつ)いで、大魔王を睨(にら)みつける。

「文句の一つも言わねば気が済まん。どんな方法で救うかは知らんが、大魔王までの道は切り開いてやる、ついてこい」

「待てよ！」

　光夫が勢い込んで立ち上がる。

「大魔王の攻撃はともかく、魔神どもなら俺のバリアも効くはずだ。壁役にはなるぜ？」

「ち、近くまでは、ぼ、僕が運ぶんだな！」

　淳も、体を震わせながらも奮い立つ。

「となれば、拙者も怖(お)じ気(け)づいて寝ているわけにはいかないな」

「タロウ……」

「まずは突破口を開く。そのためには、全員が一丸となるべきだ」

　戦力は分散させずに、一点集中。魔神たちは強引に退(しりぞ)け、一気に大魔王まで詰め寄る。巨体な分、懐に入ってしまえば、思うように攻撃はできないだろう。

「清美と祥子ちゃんも、ついてきてくれ」

　ここまで来れば、どこにいようと危険度は同じだ。だったら、一緒にいるべきだし、この際、危険を察知する「目」は多い方がいい。

「よし、行くぞ！」

　そのかけ声は、何度目だろう。しかし、何度でも立ち向かうしかなかった。諦めるわけにはいかなかった。

　まず淳の瞬間移動で、魔神や触手の支配が及ばないギリギリのラインまで接近する。そこからは、自力で道を切り開いてゆくしかない。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　リーナの魔剣が、猛(もう)烈(れつ)な衝撃波を発生させ、魔神や触手を薙ぎ払って血路を開く。その道が閉ざされないうちに、光夫のバリアやタロウの分身が攻撃を受け流しつつ、真吾たちは全力で大魔王を目指す。

　だが、物量が違いすぎた。

　大魔王の触手は斬っても払っても、無限に湧(わ)いてくる。

　魔神たちも、その辺にあれば草でも小動物でも、なんでも魔神化してしまうのだ。大魔王の体を数メートル前にして、早くも血路が閉じようとしていた。

「シンゴ、どうする!?　このまま突っ走るのか!?」

「当然だ！　ここまで来て引けるか！」

　さらに巨大化したとはいえ、真吾が捕らわれていた場所は、だいたいの見当がついている。最悪でも、その場所に穂香がいることさえ確認できれば、もう一度態勢を立て直して挑むこともできる。だが、繰り返すことはできない。それだけの体力が残っていなかったし、時間がかかればかかるほど、周囲への被害は広がっていくのだ。

「見つけたぞ！」

　リーナが叫ぶ。声のしたほうを向くと、大魔王の体に、皮膚をはぎ取られたような部分が見えた。リーナが魔剣で抉り取り、真吾を救出した場所だ。

　しかし、そこに穂香の姿はなかった。

「ここじゃ、ない……？」

「ということは、体内のほうか!?」

　できれば違ってほしかった。いまだに、大魔王の体に手が届く位置まで至れないのだ。障害は高ければ高いほど越える甲(か)斐(い)があるというが、高すぎるのにも限度というものがある。

「みんな、もうひと踏ん張りだ！」

　真吾の激(げき)励(れい)に、萎(な)えかけた仲間たちの士(し)気(き)が奮い立つ。

「松川さん、瞬間移動を！　リーナだけでも大魔王の近くに！」

「わかったんだな！」

　了解の声と共に、リーナが大魔王の体のすぐ側に移動する。

　すかさず、魔剣を振るって空間を作ると、そこに全員で移動。それを確認する間もなく、リーナは大魔王の体に剣を突き立てた。が。

　魔剣が、神殺しの剣が弾かれた。

「なっ!?」

　想定外の事態に、全員が愕然とする。

「くそっ！」

　もう一度、斬りつける。だが、大魔王の体は硬(かた)い鱗で覆われており、魔剣を寄せつけなかった。

「は、話が違う！」

　リーナの嘆きはもっともだった。

　大魔王を倒せる唯一の武器。それが通用しないだなんて、誰が想像できただろう。

　どうする？

　もう一度、対策を立て直すべきか……。

　すぐ側で、大魔王の体がぐにゃりと動いた。視線を感じて振り向くと、大魔王の顔が逆さまの状態で、こちらを覗き込んでいた。口の中に、光が収(しゆう)束(そく)する。

「……松川さん！」

　叫んだのと、光が奔(ほん)流(りゆう)となって逬るのは同時だった。

　目の前が真っ白になり、猛烈な熱気を感じると……、ふわりと体が宙に浮いて、背中から地面に落ちた。

　息が詰まるのもかまわず、ムリヤリ体を起こして、状況を確認する。

　そこは、最初の戦場となった演習場だった。どうやら無事に逃げ出すことができたらしい。

「み、みんな、大丈夫か!?」

　声をかけると、口々に無事を知らせる声が上がる。体を起こすのに、みんなムリをしている様子がないので、安心した。

「タロウは？」

　一匹、声のなかったタロウを案じる。すると、真吾のすぐ後ろで、呻くような声が上がった。

　顔を向けると、そこにはおびただしい血を流して倒れているタロウの姿があった。

「た、タロウ!?」

　真吾は慌てて傷口を確認しようとした。しかし、それを後ろからリーナに止められる。

「なにするんだよ！」

「うかつに触るな、よく見てみろ！」

　怒鳴られ、タロウに目を戻す。そこで真吾は、うっと息を飲み込んだ。

　タロウの右前足が、なくなっていた。大量の出血は、そこからのものだった。

「た、タロウ……」

　呼びかける真吾の声は震え、かすれた。にもかかわらず、タロウはその声に応(こた)えようと、頭を持ち上げた。

「ぶ、無(ぶ)様(ざま)だな……」

　舌を投げ出すようにして、荒い呼吸を繰り返す。痛みに耐えているのか、体が酸(さん)素(そ)を欲しているのか、どちらにせよ、消えそうな命を懸命に繋ぎ止めているようで、まともに目にすることができなかった。

　淳と光夫もやってきて顔をしかめ、清美と祥子は口元を押さえて目を背(そむ)けた。

「は、早く……、早く、手当を……」

「そ、その必要はない……！」

　苦しむ様子とはうってかわって、強い調子でタロウは拒んだ。

「でも……！」

「それよりも……、拙者の命がある間に……、伝えねばならんことがある……！」

　苦しそうに咳(せ)き込(こ)むと、吐(と)瀉(しや)物(ぶつ)と一緒に血が吐きだされた。

　激しく喘(あえ)ぎながらも、タロウは介(かい)抱(ほう)しようとする真吾を、目の力だけで押さえ込んで、続けた。

「し、真吾……、やつは立派な翼をもっている……。なのに一度も翼を使って飛ぶ素(そ)振(ぶ)りを見せない……。なぜだと思う？」

「知らないよ！　そんなことより、傷の……」

「いいから聞け！」

　一(いつ)喝(かつ)され、黙るしかない。

「時間が、ないのだ……。い、いいか？　翼を使わない理由、飛ばない理由……、その理由を、おそらく、拙者は見つけることができた……」

　だから、それがなんだというのか。

　口にしたいのをこらえて、真吾は続きを待った。

「……やつの体は、硬い鱗に覆われている……。だが、一カ所だけ……、鱗に覆われていない部分がある……」

「……顔か！」

　リーナが手を叩く。しかし、タロウは首を振った。

「それもある、が……、体内への侵入には、向かない……。口からが一番手っ取り早いが……、それだけに、あの光線が、障害になる……」

　確かに、突入と同時に光線を撃たれては、避けようにも逃げ場がない。

「では、どこなら行けるというのだ！」

「真吾……」

　充血した目で、真吾を見る。

「お主が捕らわれていた場所……。王女が救出の際に傷つけた場所……。そこだけは……、剝き出しのまま、放置されていた……」

　ドクンと、心臓が脈打つ。

　剝き出しの肌。飛ばない理由。そして、生命力を得る媒体だった真吾がいた場所。

　そういうことか……。

　つまり、大魔王には魔剣が通用する、知られたくない場所がある。また、そこが剝き出しになるような体勢だけにはしたくない。だから飛ばないのだ、大魔王は。

　しかも、そこは真吾がいた場所である。生命力を集めるために捕らわれていた場所。それは、大魔王の生命力の在処(ありか)、魂に直結している部分でもある。

「じゃあ、そこを狙えば……」

「魔剣も、通用するのか！」

　希望が見えてきた。しかし、絶望も迫っていた。

「行け、真吾……」

　気持ちを見(み)透(す)かすかのように、タロウは真吾を促(うなが)した。

「拙者のためを思うなら、拙者が見つけた希望の糸を断ち切るな……」

　声が、呼吸が、弱くなっていく。

「行くんだ、真吾……」

「…………」

「行けぇ！」

　まるで、魂をこめて投げつけるように……。

　タロウの一声は、真吾を動かした。

「みんな、行こう……」

　清美と祥子はすがるような目を向けてきた。

　タロウを助けたい。それは真吾も同じ心境だ。けれど、いまは他にやるべき事がある。

「今度こそ、決める！」

　だから、タロウはもう、助からない。

　悲しみに押しつぶされそうになる心を、懸命に奮い立たせる。

　ズシンという地響きと共に、大魔王が半分以下になった富士山の山頂を乗り越えるように、姿を現す。

　口の中に光が集まる。大魔王の攻撃に備え、身構えたとき、まったくの不意をついて、地面から何本もの触手が飛び出してきた。

　悲鳴を上げる暇もなかった。

　上体を捻り、そのまま地面に倒れて転がり、かろうじて難を逃れる。

　しかし、視界の隅で淳が絡みつかれ、光夫が弾き飛ばされるのを目撃してしまう。

　リーナは触手を斬り倒し、淳の救出に向かう。その隙を狙って、大魔王の光線が放たれた。

「くっ……、おぉぉぉぉぉぉぉ！」

　振り向きざまに、リーナは魔剣で衝撃波を放ち、光線の進路を変えた。その分、触手への対応がおろそかになった。

　光線を防ぎきり、返す刀で触手を狙うが、一歩遅かった。

　触手がリーナの腕に絡みつき、締め付け、腕から魔剣をもぎ取る。

「しまった！」

　叫んでも、どうにもならなかった。

　触手は魔剣を拾い上げ、勝ち誇るように掲げてみせる。

　真吾は力なく、その光景を見上げることしかできなかった。

　ドサリと、すぐ側に淳が投げ捨てられる。気を失っているのか、呻き声を上げつつも、ピクリとも動かない。

　同様に、足を痛めたらしい光夫も、その場に伏せったまま動けないでいた。

　清美と祥子も、傷だらけの体を寄せ合っている。

　リーナは触手によって、がんじがらめにされている。

　大魔王を倒すことのできる魔剣は、手の届かない場所にある。

　終わった……。

　真吾の全身から、力が抜けていく。

　希望の糸は、断ち切られた。

　もはや、為す術がない。

　穂香、ごめん……。

　心の中で謝った。世界中の人たちにも、詫(わ)びねばならなかった。

　ごめんなさい、と。

　自分たちのせいで、世界は滅んでしまいます……、と。

　そんな真吾の横っ面をひっぱたくような衝撃が、いきなりやってきた。

　凄まじい爆発が大魔王の顔面で巻き起こり、さすがの巨体も大きくぐらついた。

　次いで、真空の刃がリーナに絡みついていた触手を断ち切り、さらには魔剣をも奪う。

　地に落ちた魔剣を拾い上げながら、リーナは素早く視線を巡(めぐ)らせた。仰(ぎよう)天(てん)しながらその視線を辿っていくと、予想外の人物が目に入ってきた。

　中年の、がっしりとした体格の男が、触手の海を退けながら、まるで散歩でもするように、こちらへ向かって歩いてくるではないか。

「い、岩(いわ)坂(さか)さん!?」

　美(み)也(や)の飼い主である、岩坂だった。

「うにゃぁぁぁぁぁん、シンゴさまぁ！」

　真吾の背中に、美也が飛び乗ってくる。

「み、美也!?　どうしてここに!?」

「ごしゅじんさまがつれてきてくれたのですぅ！」　

　岩坂に目を向けると、彼はふてくされたように鼻を鳴らした。

「世界が滅んでは、おちおち己を見つめ直すこともできん」

　スーツの上着を脱ぎ捨て、戦闘準備を整えるように、全身の関節の動きを確かめる。

「それに、俺が本当に倒さねばならない敵が、出てきてくれたようだからな」

　大魔王を一瞥し、全身に力を込め、筋肉を隆(りゆう)起(き)させる。

　単純な戦闘力だけなら、岩坂はリーナをも上回る。そんな彼が、真吾たちの味方をしてくれるというのだ。かつては敵として戦ったことのある男だが、共闘するとなると、こんなに頼もしい男は他にいなかった。

「そうだ、真吾！　諦めるにはまだ早い！」

　遠くから、ものすごく聞き覚えのある声がした。

「おまえにはやるべき事があるだろう!?　困難だというなら、抱え込むことはない！　微力ながら、俺たちも手伝わせてもらおう！」

　声の主は大(だい)輝(き)だった。いや、大輝だけではない。彼の横には、光夫の両親が、清美の両親が、清内路村の人々が、光夫と祥子の担任、小(お)倉(ぐら)ひよりがいる。

「真吾ぉ！　おまえだけにいい格好はさせねぇぞ！」

「俺たちだって、世界を救う役に立ってみせるぜぇ！」

　軽いノリで騒いでいるのは、真吾のクラスメイトだ。女の子の集団は、穂香のクラスメイトか。

「みんな、どうしてここに!?」

「世界の一大事だっていうじゃないか。なのに俺たちだけが蚊(か)帳(や)の外(そと)でいられるわけがないだろ！」

　それはそうなのだが……。

「いったい、なにができるんだよ！」

「応援ができる！」

　みんなでビシッと親指を立てて、かっこつけてみせる。

　先ほどとは別の意味で、力が抜けそうだった。

「それにしても、どうやってここまで来たんだよ！」

「心強い協力者たちがいたからな」

　大輝が身を引くと、それを合図に、地面に円形の光が沸(わ)き起(お)こる。その光の輪の中から、屈(くつ)強(きよう)な男たちが次々に飛び出してきた。

「リーナ様！」

「我らオクターヴァの民、リーナ様のために馳(は)せ参(さん)じました！」

　リーナはぶるりと体を震わせた。

　戦いの民、オクターヴァ人だった。

「おまえたち……」

「さあ、リーナ様、ご命令を！」

「オクターヴァの民は、あなたのためにいつでも戦えます！」

　魔剣を持つリーナの手に、力がこもる。

「おまえたちがいるということは……」

「リーナ様！」

　フォルスが、息を乱しながらやって来る。

「遅れて申し訳ありません！　ですが、ご覧ください！」

　身を引くと、その後ろから、堂々とした山のような大男がやってきた。

「久しぶりだな、ミヤタシンゴよ」

「うげぇっ!?　だ、大王!?」

「お父様!?」

　オクターヴァの大王であり、リーナの父親でもある、ガルヴァン・ディー・デス・オクターヴァだ。

「リーナよ、事はオクターヴァの存(そん)亡(ぼう)にも関わる一大事！　我らも全力をもって、おまえたちを支え、戦おう！」

　振り上げる拳(こぶし)に応え、数万の民が鬨(とき)の声を上げる。

「もちろん、我らだけではない！」

　スッと、真吾たちの頭上に影が差した。

　空を見上げると、そこには翼の生えた巨大な怪獣が、上空を旋(せん)回(かい)しているではないか。

「な、なんだ、ありゃ!?」

「ギルガトラス！　おまえも来ていたのか!?」

　その名前には聞き覚えがあった。

　確か、一時期オクターヴァで恐れられていた大怪獣で、幼いリーナによって退治されたはずだが……。

「うむ。そのあとでわたくしに懐(なつ)いてな。いまではペットとして可愛(かわい)がっているのだ」

「懐いたんかい！」

　しかも、ペットにしているとか。

　オクターヴァ人の神経にはついていけそうもなかった。

　大怪獣ギルガトラスの背には、リーナと同じドレス姿の女性が乗っていた。

「リーナ！」

　凜(りん)とした声が、リーナに向けられる。

「あなたの無実と、あなたの正しさを証明するのならば、それを力と勝利で示しなさい！　わたくしは……、娘である、あなたを信じます！」

「お母様……」

「えっ!?」

　ドレス姿の女性は、リーナの母親らしい。

　それにしても……。

　真吾はリーナと母親のフィーネの姿を見比べた。

　怖いくらいにそっくりな親子だった。

　顔立ちはもちろん、身長も、体つきも、佇まいから威(い)厳(げん)まで、なにもかもが生き写しだった。ただちがうのは、フィーネのほうがちょっとだけ、ほんのちょっぴりではあるが、大人びていることだろうか。

　いずれにせよ、真吾はリーナの将来を見たような気がした。

「母親似、か……」

「なんだその憐(あわ)れんだ目は！　勘違いするな！　わたくしにはまだ成長期が残されている！」

　たぶん、その成長期は、一生やってこないような気がする。

　むくれる一方で、リーナの顔にはこらえきれない笑みが浮かんでいた。

　なにやら複(ふく)雑(ざつ)な経緯があったようだが、こうして援軍に駆けつけてくれたことに、感謝と喜びを感じているのだろう。

「ミヤタシンゴ！」

　女王は、今度は真吾を呼びつけた。

「為すべきことがあるのだろう？　わたくしが道案内してやる。ギルガトラスの背に乗るがいい」

　地面に降り立った大怪獣の背に、真吾はおっかなびっくり体を預けた。その横で、リーナが真吾を支えるように寄り添う。

　真吾は仲間たちを、友人たちを振り返った。

　意識を取り戻した淳がいる。光夫がいる。清美と祥子、岩坂に美也、友人たち、オクターヴァの民、そして……。

「行ってこい、真吾」

　心からの、最高の親友がいる。

「おまえの無限のファンタジーを、見せてやれ！」

　真吾は頷いた。

　それを合図に、大歓声が上がる。

　ギルガトラスはゆっくりと、だが力強く、翼をはばたかせた。
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「か弱き人間が有(う)象(ぞう)無(む)象(ぞう)どもを呼んできたか……」

　余裕のなせる技か、大魔王グランディオーソは、半分になった富士山を抱き込んで、一連のやりとりを眺めていた。

「だが、所(しよ)詮(せん)は神ならぬ身。我の力の前では赤子に等しい」

「はたしてそうかな？」

　大魔王の頭上を旋回するギルガトラスの背で、真吾は呟いた。

「いまから人間の強さを、想いの強さを、存分に見せてやるぜぇぇぇぇぇぇ！」

　最後の決戦が始まった。

　大魔王の攻撃は、オクターヴァの民が張った結界で防ぎ、数にものをいわせて触手や魔神たちを蹂躙する。大魔王本体は、岩坂とガルヴァンの連(れん)携(けい)で動きを封じ、これ以上の光線の発射を許さない。大輝たち一般人組は、ひたすら声を上げて、声援を送る。

　そんな多くの人たちの想いを乗せて、ギルガトラスは大魔王へ接近し、降下を始めた。

　岩坂とガルヴァンの力が発動し、大地を揺るがすような爆発が大魔王の近くで巻き起こる。バランスを崩した大魔王の懐が、がら空きになった。

「いまだ！」

　フィーネの合図で、三人は飛び降り、狙いすまして鱗に覆われていない弱点部分に、リーナは魔剣を突き立てた。

　呆(あつ)気(け)ないほど柔らかい感触に、柄までが大魔王の肉体に埋まりそうになった。

　大魔王が、悲鳴のような咆哮をあげる。

　リーナはこじ開けるようにその一角を抉り取り、さらに奥へ奥へと魔剣を突き立てる。やがて、まるで洞(どう)窟(くつ)のようなポッカリとした空間が現れ、真吾とリーナは迷わずに乗り込んだ。

「わたくしはここに残ろう」

　フィーネは、空間の入り口に立つと、背後から襲ってきた触手や魔神を一掃した。

「どうやら、見張り番が必要なようだからな」

　真吾とリーナは頷いて、頭を下げた。

「お願いします！」

　真吾たちは駆けだした。

　大魔王の体内は、迷路のように入り組んでいた。

　周囲は、まるでむきだしの内臓のように、グロテスクな内装をしている。大魔王の体内にいるのだから当然と言えば当然だが、気持ちのいいものではなかった。

　地面は歩くのに不自由しない程度には硬かったが、ぶよぶよとした感触が気持ち悪い。絶えず低く鳴り響いているのは、大魔王の鼓(こ)動(どう)音(おん)だろうか。空気は生暖かく、臓(ぞう)物(もつ)の生臭い匂いが鼻をついてくる。

「体の中が、こんな空間になっているとはな」

　いくつにも枝分かれし、幅(はば)の狭い通路もあればムダに広い通路もある。大魔王の体内ということを考えると、血管のようなものの中をさまよっている気分だった。

　ただ、拍(ひよう)子(し)抜(ぬ)けするほどに静かだった。

　大魔王の体内は、いわば敵の本拠地である。執拗な抵抗が予想されたが、意外なことに、真吾たちの進路を阻むものはなにもなかった。

　入り組んだ通路も、迷うほど複雑ではない。血管と同じように、一カ所に集約する作りになっているのかもしれない。

　どれくらい走っただろう。

　真吾とリーナは、これまでにない広い空間に躍り出た。

　そしてそこに、穂香は待ちかまえていた。

「待っていたぞ」

　姿は穂香だが、声はグランのものだった。案の定、穂香はグランに支配されているようだった。

　真吾はグランと、正面から対峙した。

「穂香を返してもらおうか」

「この娘は我の大切な母体だ。そう簡単に返せるものか」

「だったら、実力で奪うまでだ」

「おもしろい」

　本当に楽しそうな声で、光の剣をかまえる。

　グランにしては珍しく感情が垣(かい)間(ま)見(み)えたので、真吾は少し驚いた。だがすぐに、気を引き締める。

「待ってろ、穂香。いま助けるからな！」




　真吾がやってきた。

　自分を助けるために。

　穂香は、グランと戦う真吾の姿に感激し、自分の本心に気づかされた。

　こうなることを、心のどこかで期待していたのかもしれない。

　自分が犠牲になればと思う一方で、真吾なら、選ばれし者たちなら、自分を救い、その上で世界も救えるのではないかと、願っていたのかもしれない。

　無意識の願いは、期待は、現実のものとなった。

　予想外の援軍に、悲しさや辛さといった、負の感情以外のものが積み重なって、穂香の胸は熱くなり、涙がこぼれそうになった。

　穂香の目的は、ほとんど達せられた。

　真吾を救うことができた。このままいけば、世界は救われるかもしれない。後は自分が殺されるだけだったのだが……。

　もし、本当に願いが叶(かな)うなら。

　もう一度、なんのわだかまりもなく、真吾の側にいたかった。

　真吾と手を繋ぎたかった。

　真吾と話をしたかった。

　もっともっと、自分を知ってほしかったし、真吾を知りたかった。

　体が自由にならないことがもどかしい。

　言葉で伝えることさえできない身が恨めしい。

　穂香には、真吾たちを応援することしかできない。

　いつかと同じだ。

　真吾たちと出会ってすぐ、最初にグランと戦ったときと同じ状況だ。

　そのときとまったく同じく、真吾たちは苦戦していた。

　いつものメンバーが揃っているわけではないから、防御と攻撃はリーナが一人でまかなっている。真吾は穂香に近づこうとしているのか、姿勢を低くして、隙あらば駆けだそうとする体勢を整えていた。

「シンゴ！　本当に、ホノカを救う方法はあるんだろうな！」

「清美がヒントをくれた。それでたぶん行けるはずだ！」

「たぶん、か……」

　一人で攻撃を仕掛け、真吾を守りつつ、リーナは嘆(たん)息(そく)する。

「いつもいつも、危険な賭ばかりだな。たまにはもっと余裕を持って戦いたいものだ」

　嘆きつつも、真吾との会話を楽しむように、息が弾んでいる。

　穂香にはわからない、戦士としての繋がりがあるようで、時と場合も忘れて、二人の関係が羨(うらや)ましくなった。

「この戦いが終われば、きっともう、戦いはなくなるはずだ。頑張ってくれ」

「その言葉を信じよう」

　リーナの攻撃は、苛(か)烈(れつ)さを増した。穂香を本気で殺しにかかっているような激しさだった。本気で殺しにかからなければ、グランに隙がうまれないのだろう。

　いったい、真吾はなにをするつもりだろう。どうやって穂香を救うつもりなのだろう。

　確か、この前のときは……。

　ギョッとして穂香は、頭を振った。

　いや、いくらなんでも同じ方法は使えないだろう。

　穂香自身に耐(たい)性(せい)ができてしまっている以上、あのときよりもさらに強い衝撃を与えなくては、穂香は自分を取り戻すことができないはずだ。

　どんな方法をとるにせよ、穂香は真吾を信じて、声なき声で声援を送ることしかできなかった。

「シンゴ！　まったく隙がないぞ！　どうする！」

　リーナの果敢な攻撃を、グランは容(よう)赦(しや)なく受け流していく。

　隙がなくては、穂香に近寄ることすらできない。

　真吾の焦りが、手に取るようにわかった。

　だが、すぐに開き直ったように、目が据わる。

「しかたない、最後の手段だ」

「そんなものがあるなら、最初から使え！」

「できることなら、使いたくないんだよ。でもまあ、躊(ちゆう)躇(ちよ)してる場合じゃないからな」

　真吾はなにごとかリーナに耳打ちすると、じりじりと近寄ってきた。

「なにをする気だ？」

　グランが問うと、真吾はサラリと答えた。

「告白だよ」

　穂香だけでなく、リーナまでもが飛び上がりそうになっていた。

　……どういうことだろう。

　いや、この場合、この状況で告白といったら、一つしかないだろう。

　まさか、それを使って……？

　だが、真吾の告白は、穂香の想像の遙か斜(なな)め上(うえ)を越えていた。

「俺は変態だ」

　真顔で、断言する。

　穂香とリーナはおろか、グランまでもが意表をつかれたようだった。

「たぶん、とってもエッチで、スケベなんだと思う」

　否定できなかった。

「どれくらい変態なのかというと、そうだな、可愛い女の子がいたら、心のメモリーにまず焼きつける。んで、自分の好みの子だったら、心の中で、いろんな事をしてみる」

　どんなことをしているんだ。

　突っ込みたかったが、穂香は声を出せなかった。

「実は、穂香でもいろんな事を想像したことがあるんだ」

　息が詰まった。

　体が自由だったら、咳き込んでいたに違いない。

「最初に会ったとき、可愛い子だなと思った。小犬みたいな子だと思った。そしたら想像が止まらなくなった。この子を手(て)懐(なず)けてみたい、俺の後を走って追いかけさせたい。追いついたら、しっぽを振ってじゃれついてほしい。全部、一通り、想像した」

　穂香も想像してみた。想像して赤面した。本当にやりそうで怖かった。

「演劇の練習で、陸上部の格好をしていたとき、剝き出しの二の腕と太ももがまぶしかった。汗だくの姿に興奮した。その日の夜に、汗だくの穂香を体育倉庫で押し倒す想像をした」

　今度は赤面どころではすまなかった。体はグランに支配されているのに、全身の血液が沸(ふつ)騰(とう)したかのように熱くなった。

「メイド服姿のときは、従(じゆう)順(じゆん)な穂香に、なんでもさせた。涙目でいやがりつつも拒否できない恥じらう姿に猛烈に興奮した。体操着姿のときは、太ももに指を這わせて、くすぐったそうにしながらもかすかに喘ぐ姿に俄(が)然(ぜん)、興奮した。巫女服姿のときは、俺はなぜかキリスト教の神父になっていて、宗派を越えた禁断の関係に陥(おちい)っていた。その背(はい)徳(とく)感(かん)に、燃えに燃えた！　水着姿は想像の必要なし！　とりあえず、オイルを背中に塗る想像はした！　浴衣(ゆかた)の色気にもやられた！　後ろから抱きしめて、浴衣の合わせ目から指を忍び込ませるのは、男なら誰でも一度は想像したはずだ！　ネコミミに至っては！　にゃんにゃん言わせて縁(えん)側(がわ)で一緒に寝ころんで、ウトウトしつつ目が覚めたらおはようのキスをして、嬉しそうに『うにゃぁ～ん』と俺の胸の中に飛び込んでくる姿を想像して、強烈に悶(もだ)えた！　魔法少女のときは健(けな)気(げ)に頑張っている！　子供たちの夢を守り、大人たちの希望を人知れず守る頑張りやさんだ！　でもたまには落ち込むこともある！　泣きたくなることだってある！　そんなときにただ一人、正体を知っている俺が慰(なぐさ)め、励ます！　魔法少女な穂香は、その頼りがいに感激し、お兄ちゃんと言って俺を慕ってくれる！　まずい！　話してたら興奮してきた！　けどまだまだあるぞ！　朝目が覚めたら、隣で穂香が眠っているとか、やっぱり朝目が覚めたら、隣で穂香が幸せそうな顔で俺を見つめていたとか！」

　なぜか、リーナが顔を赤らめて身じろぎをした。

　穂香はいたたまれなくなってきた。

　真吾に変な形で想われていたことを、喜べばいいのか嘆けばいいのか、それとも怒るべきなのか、判断がつかなかった。

　穂香の戸惑いをよそに、真吾はさらにエスカレートしていく。これまでオブラートに包んできた部分までハッキリと口にするようになり、あまりに卑(ひ)猥(わい)で、しかしそれで真吾が興奮を募らせていく様子に、穂香はパニック寸前だった。

「だから！」

　ダン！　と、真吾は大きく一歩を踏み出す。

「穂香は、どんな想像にも耐えられる、貴(き)重(ちよう)な女の子なんだ！　恥じらい方も、怒り方も、身を守ろうとする姿も、なにもかもが完(かん)璧(ぺき)なんだ！　そんな穂香のエッチな姿をもっと見たい！　もっと想像したい！　この願いは俺だけのものじゃない！　この世に生きる健全な男たち、すべての願いなんだ！　だから穂香！　帰ってきてくれ！　俺たちにもっと、エッチな姿を見せてくれ！　そして俺に、俺に……」




「俺にもっと、スカートをめくらせろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」




　真吾が駆けだした。

　あまりの告白と要求に、穂香は混乱の極(きわ)みにあった。それがグランに影響を及ぼしたのか、動きが一歩遅れた。それが決定的な差となった。

　斬りつけられた光の剣を、リーナの魔剣が受け止める。がら空きになったグランの懐へ真吾は飛び込み、姿勢を低くして、叫んだ。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　腕を振り上げ、スカートをめくりあげる。

　自らの手で。

　直接、スカートをつかんで。

　それだけではない。

　反対の手は、制服と一緒にブラウスを握りしめ、思いきりめくりあげていた。

　真吾の告白が脳裏をよぎる。恥ずかしいあんなことやこんなことが、駆け巡る。

　頭に血が上った。

　全身が燃えるように熱くなった。

　一瞬の間の後、穂香の頭の中はぐちゃぐちゃになり、はちゃめちゃになり、ついにはこらえきれずに、爆発した。




「――っきゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」



















　穂香は真吾を殴(なぐ)りつけていた。

　平手打ちなどという生やさしいものではない。

　拳を握り締め、全力で振り抜いていた。

　もんどりうって倒れる真吾に向かって、穂香は溢れ出てくるものをすべてぶつけた。

「し、真吾くんのバカァ！　最低です！　ひどいです！　ひどすぎです！」

「ちょっ、お、落ち着いて穂香！　早い、早すぎるよ！　俺はまだなんにもやってないのに……！」

「あれ以上、なにかをする気だったんですか!?」

　口ごもる真吾に、ますます怒りが湧いてくる。どんな言葉で罵(ののし)っても、足りないくらいだった。

「ほ、ホノカ……」

　目を丸くしたリーナが声をかけてくる。

「リーナさんも、なにか言ってやってください！　言わないのなら、私が言います！　その代わり、魔剣を貸してください！」

　物騒なことを口にする穂香の肩を、リーナは摑んだ。

「いいから落ち着け。周りをよく見てみろ」

「えっ……？」

　そこでようやく、我に返った。我に返るということに驚いた。

　体が動く。自由に言葉を発せられる。

「お帰り、穂香」

　ぶん殴られた頰を押さえながら、真吾は苦笑した。

「ただい、ま……？」

　なにがなんだかわからなかった。

　ただ、自分がグランの支配から抜け出したことだけは、確かなようだった。

「呆れてものが言えないとは、このことか……」

　リーナがしみじみと呟く。

「そうだ、一つ確認しなければ。ホノカ」

「……はい？」

「おまえの中にはもう、グランはいないのだな？」

　そっと、胸に手をあてる。

　いつも存在感のないグランだったが、いまだけはハッキリとわかる。

「はい、もう、いません」

「なら、目的は達せられたわけだな」

　そういうことなのだろう。

　助けられた方法が方法なだけに、まったく実感が湧いてこないが。

「とにかく、まずはここを出よう。最後の仕上げが残ってる」

　頷きかけて、穂香はおもいとどまった。

「やっぱり、私は行けません……」

「なんで!?」

「私のせいで、多くの人が傷つきました。多くの人が犠牲になりました……。タロウさんも……」

　タロウの無惨な姿を思い浮かべ、胸が痛くなる。

　そう、大手を振って帰ることはできない。

　世界を救うためとはいえ、自分のわがままで、多くの人が巻き添えになったのだ。

　しかし、真吾は意に介した様子もなく、懐から一枚の写真を取りだした。

　そこには、穂香の姿があった。

　笑顔で校舎の前に立つ、自分の姿が写し出されている。

「……これは？」

「穂香が、未来を見てほしいって言って、もってきた写真だよ」

　そういえば、そんなものもあったか。

　けれど、その写真は真っ黒になっていたはずだ。世界が滅ぶから。だから、なにも写っていないはずの写真だったのに……。

　穂香はハッとした。まさかという思いで真吾を見上げると、真吾は力強く頷いた。

「未来は変わった。運命は覆ったんだ」

　だから、未来の、明日以降の穂香の姿が、写し出されているのだ。

「俺を信じてくれ。絶対に、穂香の気持ちも、救ってみせるから」

「え？」

「とにかく、外に出よう。まずはそれからだ」




　フィーネは三人の姿をみとめると、値(ね)踏(ぶ)みするような目を穂香に向けてきた。

「ふうん、なるほどね」

「どうしたのです？」

「いえ、手(て)強(ごわ)い相手がライバルだな、と。特に、スタイルの辺りが」

「お母様！」

　どうやら、オクターヴァの女王に、ライバル認定されてしまったらしい。

「外はひどい状況だ。早く片を付けてくれ」

　女王に促され、外に出ると、ギルガトラスが滑(かつ)空(くう)して、穂香たちを摑みあげた。

　リーナたちの助けを借りて、大怪獣の背中に移ると、辺りが一望できるようになった。

　穂香は思わず、顔をしかめた。

　女王の言うとおり、ひどい状況だった。

　オクターヴァの軍勢は半壊し、多くがそこらじゅうで倒れている。

　真吾と穂香のクラスメイトの姿も見えなかった。オクターヴァ人に紛(まぎ)れて倒れているのか、それとも、どこかに逃げ隠れているのか……。

　周囲の光景も、穂香を苦しめた。

　富士山の美しい姿は、見る影もない。遙か彼方の都市は、大魔王の攻撃によって、壊滅している。そこでどれだけの犠牲が出たのか、想像もつかなかった。

　改めて、自分は戻るべきではないと思った。裁(さば)かれるのなら、裁いて欲しいと願った。

「だから穂香、気に病むなって」

　軽い調子で、真吾は励ました。

「でも……」

「いいか、穂香。俺の力は時間をめくることもできるんだ。それはなにも、時間を未来へ進めるだけじゃない。きっと、逆もできる」

「逆……？」

「そう。時間を、巻き戻すんだ」

　できるのだろうか。いや、できるのだろう。

　真吾の力はこれまでに、何度も世界を救ってきた。

　今回もまた、真吾の力が、世界を救ってくれるのだ。

「あ、でも、そうしたら、大魔王が……」

　世界は元に戻るかもしれない。けれど、大魔王までが、復活前の状態に戻ってしまうのではないか。

「まあ、見てな」

　穂香の心配をよそに、真吾は自信満々に笑顔を見せた。

「みんな、いまこそ見せてやる！　人間の強さを！　想いの強さを！　無限のファンタジーの、底力を！」

　真吾は大きく息を吸い込み、思いきり両手を振り上げた。




「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」




　猛烈な風が吹き抜けた。大魔王のはばたきよりも強烈な風が、全世界に吹き荒れた。

　いや、風が吹いたと錯覚しただけかもしれない。なにしろ、世界中に行き渡る風が吹いたにもかかわらず、なにも被害が出なかったのだから。

　確かなのは、世界中の人々が、同時にその風を感じたこと。そして、世界が、劇的な変化を見せたことだけだった。

　穂香は呆然としていた。驚きを通り越して、目の前の光景に見入っていた。

　青空が広がっていた。

　太陽がまぶしく輝いていた。

　灰色に濁った空は雲一つない青空になっていた。

　荒れ果てた大地は緑を取り戻していた。

　富士山も、見慣れた美しい姿を見せていた。

　さらに。

　倒れていたオクターヴァ人が、次々に起きあがる。

　タロウも元気な様子で穂香たちを見上げ、吠えていた。前足が欠けた様子など、どこにも見あたらない。

　世界が、元通りになっていた。大魔王が復活する前の状態にまで、戻っていた。

　一つだけ違うのは、大魔王の姿があることだ。

「大魔王自身が言ってただろ？　俺たちの力は、大魔王には通用しないって」

「あっ……」

　そうだ、そうだった。だから真吾は、あんなに自信を持っていたのだ。

「真吾くん……」

　穂香は感極まった。

　信じるとは言ったが、本当に、この人はなんでも成し遂げてしまうのだ。

　頼もしくて、嬉しくて、涙がこみ上げる。

「さあ、最後の仕上げだ」

　リーナが魔剣をかまえ、意識を集中する。

「ブルレスケよ。おまえの持つ力を、すべて見せよ！」

　神殺しの剣が、まばゆい光を放つ。

　リーナはギルガトラスの背から飛び降りた。まっすぐに、大魔王の頭上に落ちていく。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　最大級の力で、魔剣を振り下ろした。

　光が巨大な奔流となって逬り、大魔王の顔面を直撃する。

「グォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ!!」

　絶叫する大魔王の体が、真っ二つになる。

　大魔王グランディオーソは、悔しそうに真吾たちを見上げていた。だが、やがてボロボロと、肉体が崩れ始める。

　まるで砂山のように崩壊し、後には小山のような大魔王の残(ざん)骸(がい)だけが残された。

　真吾たちの、完全勝利だった。




６




「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　大歓声が巻き起こる。

　ギルガトラスは人々の真ん中に降り立つと、手荒い祝(しゆく)福(ふく)を受ける真吾たちを置いて、優(ゆう)雅(が)に飛び去っていった。

「やったな、真吾！」

「見事だ！」

「ほ、穂香ちゃんも、お、お帰りなんだな！」

「ありがとう！　みんなのおかげだよ！」

　本当にその通りだった。

　誰が欠けても、この勝利はなかったはずだ。

　歓喜に湧く穂香たちだったが、背後で大魔王の体がズルリと動いて、ギョッとした。

　身構えて臨戦態勢に入る中、大魔王の肉体の残骸の一部が蠢き、やがて、一人の男が姿を現した。

「見事だ、人間たちよ」

　端(たん)整(せい)な顔立ちに細身ながら長身の体をパリッとしたスーツで包み、肩まで掛かる長髪を掻き上げながら、男は言った。その声には聞き覚えがあった。

「ぐ、グラン!?」

「案ずるな、もはや我とそなたらが戦う理由はない。そうだろう、ラメントよ」

「ラメント!?」

　さらに仰天していると、近くの木(こ)陰(かげ)から、武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)が姿を現した。

「あ、あれ？　た、武石さん？」

「武石理沙は仮の姿。その正体は地球の神、ラメントよ」

　えぇー!?　と、真吾たちの間で悲鳴のような声が上がる。

「えっと、その、どういう、ことですか……？」

　おそるおそる訊(き)いた真吾に、理沙は髪を掻きむしって答えた。

「賭(かけ)をしてたのよ」

「賭!?」

「人間が、グランを倒すことができるかどうか、ね」

　まったく話が見えない。

　すべての事情を知っていると思っていた穂香ですら、初耳だった。

「そもそもは、ラメントの人間嫌いに端(たん)を発しているのだ」

　グランは、まえまえから人間の思いもかけない強さに感心し、一目置いていた。しかし、ラメントには、それほどの価値を見出すことができなかった。

　そこで、グランは一計を案じることにした。

　ラメントには内緒でトランクィロの世界に攻め込み、わざと倒される。そうして封印されかかったところへ、いくつかの条件を設定した。つまり。

　人間がグランを復活させ、かつ、グランを倒すことができたなら、人間を見直すようラメントに頼んだのだ。

　グランを復活させるのに、ラメントが手を出すことは禁じられていたし、人間でなくては復活できないようになっていた。だから、封印の解除は人間の手で行わなければならず、そのために人間の力を信じ、人間をうまく導かなくてはならなかった。それが一連の、電話ボックスによる依頼と、世界の危機だった。

　ラメントは長い間、グランを復活させるために、信じるに値する人間を捜していた。せっかく目をつけても、途中で挫(ざ)折(せつ)したり、絶望に身を投げ出すものが多かった。

　そして、三〇〇〇年を越えたある日、度重なる失敗で投げやりになっていたラメントは、一人の少年に目をつける。それが、宮(みや)田(た)真吾だったのだ。

「お、俺!?」

「一人で悪に立ち向かう勇気に、賭けてみたくなったそうだ」

「べ、別に、あんたじゃなくてもよかったんだから！　たまたま目についたから選んだだけ！　もっとよさそうなのがいたら、誰だってよかったんだから！」

「ふっ、素直じゃないな。そこがまた可愛いのだが」

　クールに笑っているところに、理沙の肘(ひじ)が入る。

　脇(わき)腹(ばら)を押さえて呻きつつも、グランは続けた。

　真吾に目をつけた後、さらに、真吾が救った少女とあわせて、大魔王の魂をひっそりと埋め込み、準備が整うまで様子を窺ってきたのだという。

　二人に目をつけたのは、まったくの偶然だった。自分が不利にもかかわらず、見ず知らずの少女を助けた真吾。そして、助けられたことで強く生きることを決めた穂香。この二人の可能性にかけることにした。

　こうして、この一連の物語は始まり、帰結することになる。

「つまり俺たちは、神様と大魔王の賭に付きあわされただけなのか？」

「そなたらから見れば、そうなるだろうな」

　真吾は天を仰いだ。

　ひどい、ひどすぎる。

「でも、どうしてそんな賭をする必要があったんですか？　人間の強さなんて、人間の私が言うのも変ですが、神様にとっては、それほど重要ではないと思うんですが……」

「いや、重要だ。好きな相手には、自分と同じ感覚を共有してもらいたい。そう思うのは人間とて同じだろう？」

　その辺は、人間っぽい感覚である。

　納得していいのかどうか迷っていた穂香だが、グランのセリフの中に、とんでもない言葉がサラリと紛れ込んでいたことに気がついた。

「ちょ、ちょっと、いま、なんて言いました!?」

「なにがだ？」

「その、す、好きな人がどうとか、言ってませんでしたか!?」

　その場にいた全員が、聞き逃していたらしい。

　いや、耳に入っていても、意味を把握しきれなかったのかもしれない。

「言ったが、それが？」

　全身の毛が逆立つようだった。

「じ、じゃあ……」

「その二人は、恋人同士なのよ」

　口ごもる穂香の後を引き継いだのは、梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)だった。

「ゆ、柚子先生!?」

「トランクィロ様!?　も、もう大丈夫なのですか!?」

「ええ、心配かけましたね」

　ニッコリ微笑むと、周囲にいたオクターヴァ人が一斉に膝をついて頭(こうべ)を垂(た)れた。

「トランクィロ様、あの……」

　まさか、神が人の姿で出てくるとは思わなかったのだろう。フィーナはしどろもどろになっていた。

「みなさん、楽にしてください。この度の一件、事が大きくなったのは、私にも責任があります。お詫びをさせてください」

「いえ、そんな……」

　穂香たちは、呆気にとられるばかりだ。

　神様と大魔王が、恋人……？

「ちょ、ちょっと、いつから私とこいつが恋人なんかになったのよ！」

　慌てた様子で、理沙はグランとの関係を否定した。

「なにを言う。封印される前はずっと、激しく愛し合っていたではないか」

「誰が!?」

「そうツンツンするな。いやしかし、我を復活させるために、一途に待ち続ける様子などは、しおらしくてまた別な側面を見た気分だ」

「なっ!?　み、見てたの!?」

「うむ、魔法石に口づけて、我を待ちこがれる姿など、久々にときめいたぞ」

　ときめいたのか、大魔王が。

　理沙は顔を真っ赤にして、わなわなと震えた。

「こ、こいつ……」

「意外なほど寂しがり屋だということもわかったからな。数万数億の年月を共に過ごしてきた我らだが、まだまだ新しい発見というものはあるのだ。ひじょうに興味深い。なんならもう一度、封印されてみようか」

　頼むからやめてください。

　その場にいた全員が、心から願った。

「一人で感慨に浸るなぁ！」

　みんなの願いが届いたのか、神のボディブローが、大魔王の脇腹を撃ち抜く。

「ぐふっ！　そ、それだ。実に三〇〇〇年ぶりの一撃。ふふふ、やはりそなたの鉄拳はひと味違う。癖(くせ)になる」

「この、変態がぁ！」

「ぐはぁっ！　ふっ、照れることはないではないか。うむ、初(う)いやつよのぅ」

「うるさい、黙れ！」

　なぜか、どつき漫(まん)才(ざい)を見せられる。

　理沙は全力で否定しているようだが、その慌てぶりと顔を真っ赤にする様子から、恋人同士というのはどうやら本当らしいと読み取れる。

「ってことは、なにか？」

　すっかり脱力した声で、真吾は言った。

「俺たちは、神様の痴(ち)話(わ)ゲンカに付きあわされただけなのか？」

「ま、平たく言えばそうなるみたいですね」

　なぜか複雑な表情で、柚子はため息をついた。

「だったら、どうして柚子先生は俺たちに大魔王のことを話してくれなかったんですか？　神様との関係を話してくれれば、もっと違った対応ができたかもしれないのに」

「それは……」

　言いかけて、口をつぐむ。

　グランと理沙のやりとりを見つめる姿は、なんだか寂しそうだった。

　まさか……。

　柚子が、大魔王の復活を阻止したかった理由。なのに、真吾やリーナたちに告げられなかった理由。それが、この表情にあるのかもしれない。

　穂香は声をかけようとして、やめた。

　もしそうだとしたら、この状況で指摘されたくはないだろう。

　たぶん、柚子は、グランのことが……。

「で、どうだ？　人間のことは見直したか？」

　理沙は頰を膨(ふく)らませて、そっぽを向いた。

「ま、まあ、認めてやらなくもないわ」

　神様に認められたのに、ちっとも嬉しくないのはなんでだろう。

「そういうわけで、人間たちには迷惑をかけたな。だが、おかげですべては元の鞘(さや)。みなには心から感謝しよう」

　もう、突っ込む元気もなかった。

　最強最悪のバカップルが去った後も、穂香たちはしばらく動けなかった。

　世界の危機から地球を守ったはずなのに……。

　言いようのない衝動とわだかまるモヤモヤを、その場にいた全員に残して――。




　最後の戦いは、幕を閉じたのだった。
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「起きろ、シンゴ！　もう朝だぞ！」

「んがっ？」

　心地よい眠りをむりやり破られて、真(しん)吾(ご)は不(ふ)機(き)嫌(げん)に目を開けた。

「さっさと顔を洗って支(し)度(たく)しろ、遅刻するぞ」

　リーナが偉そうに指図する。いつも通りの朝だった。

　そう、本当に、いつも通りの朝がやってきた。

　世界の状態は、地震と火山による被害が出る直前にまで、巻き戻されていた。

　いまはまだ火山活動と地震が頻(ひん)繁(ぱん)に起きているが、大(だい)魔(ま)王(おう)という原因が消え去ったために、徐(じよ)々(じよ)に沈(ちん)静(せい)化(か)の兆(きざ)しを見せていた。

　壊れた建物も、すべて元通りになっていた。

　建物だけならまだしも、死んだ人間までが生き返ってしまったのだから、その混乱ぶりは凄(すさ)まじいものがあっただろう。なにしろ、人の記憶までは巻き戻っていないのだ。

　世界が終わろうとしていた状態から、まるでリセットボタンを押したかのように、何ごともない状態まで一瞬で戻ったのである。科学では説明できない現象に、多くの科学者が頭を悩ませ、ノイローゼになったが、しばらくして最終的に出た結論は、「突(とつ)発(ぱつ)性(せい)世界同時多発幻(げん)覚(かく)」というとんでもない病名に集約された。

　ようするに、世界中の人々が、まったく同じ幻覚を見ていたというのだ。強引極まりないが、地球が滅びかけた記憶が人々の中にあり、また数日間に渡って都市機能がほぼ停止していたというデータが残っている以上、新しい病名を作り出して説明する以外に結論づける方法がなかったのだ。

　だから、多少の混乱を残しつつも、日常はあっさりと戻ってきた。数日間の空白を除けば、滞(とどこお)ることなく、人や物の流れは再開されたのだった。

「なんだ、リーナか」

「なんだとはなんだ」

「んにゃ、ごめん」

　事情を知る真吾でさえ、いつもの朝がやってきたことに驚きを隠せないのだ。なにも知らない人たちの苦労がしのばれる。

「まあいい。とにかく、早くしろ。疲れているのはわかるが、本当に世界が元に戻ったのか、確認しないといけないからな」

　あれから一週間が過ぎたが、「突発性世界同時多発幻覚」の発表と共に、一気に生活機能は回復し、父親の会社はすでに業(ぎよう)務(む)が始まっていたし、今日から真吾たちの学校も再開されることになったのだ。

「全部を確認なんかできないだろ？」

「せめて、自分たちの生活圏内くらいは確かめておきたいじゃないか」

　それはそうかもしれない。

　リーナに同意して、真吾は起きあがろうとした。ところが、体になにかが乗っかっていて、動けない。

　びっくりしてふとんをめくると、そこには真吾に寄(よ)り添(そ)うようにして眠る、清(きよ)美(み)の姿があった。

「清美……？」

「う、ん……。あ、おはよう、真吾くん」

「おはよう、じゃなくて……」

　殺気を感じて、真吾は顔を上げた。

　怒りに目を燃やすリーナが、ゆっくりと魔(ま)剣(けん)を構(かま)えた。

　これすらいつも通りの日常だった。

　あまり戻ってきてほしくない日常ではあったが。




　着替えて階段を降りると、穂香(ほのか)が待っていた。

「おはようございます、真吾くん」

　相変わらず、ほれぼれするような笑顔で出迎えてくれる。

　久々に曇りのない笑顔を見たような気がして、真吾の頰(ほお)も自然に緩(ゆる)んだ。

「……真吾くん、だめ」

　清美が真吾の袖(そで)を引っ張る。

「……他の子に目移りしちゃ、だめ」

「いや、ダメって……」

「そうですよ、真吾くん、八(はつ)方(ぽう)美(び)人(じん)はいけません」

「あれぇ!?　なんで穂香までそっちに回るわけぇ!?」

「当然じゃないですか」

　ねぇー、と、清美と二人で頷(うなず)きあう。ライバル同士だというのに、なんだ、この仲の良さは。

「お互いの気持ちがわかるから、仲間意識が芽(め)生(ば)えたのだろう」

「どういうことだよ」

　じろりと、リーナは真吾を睨(ね)めつけた。

「早く結論を出せということだ」

「結論って……」

　言いかけて、慌(あわ)てて口を閉じた。

　つまり、誰(だれ)を選ぶのか、早く決めろということだ。

　真吾は顔を洗うと言って、洗面所に逃げ込んだ。

　困ったことに、結論は出ていない。

　穂香の気持ちは嬉(うれ)しいし、清美を守りたいという想いも変わらない。

　リーナだけは、婚約関係を続ける理由がなくなったので、てっきりオクターヴァに帰ってしまうと思っていたのだが、結局、彼女はオクターヴァには戻らなかった。

　神の言葉により、真吾との婚約関係は効力を失ったのだが、今度は先の戦いで真吾に惚(ほ)れ込(こ)んだらしいフィーネが大(おお)乗(の)り気(き)で、オクターヴァの女王公認の仲にされてしまったのだ。それについて、リーナは反論をしなかったらしい。つまり、婚約関係の続行を、望んでいるということだ。

「本当に、そうなのかな……」

　さらに、真吾を惑(まど)わすものがあった。

　胸ポケットから取り出したのは、一枚の写真。

　リーナの未来の姿を映した写真だ。

　真っ黒だった写真には、未来のリーナの姿が写し出されている。そのリーナは、見(み)惚(と)れるほどに美しく成長していた。

　ハッキリとした目鼻立ちに、幼さの残るふっくらとした唇(くちびる)。化(け)粧(しよう)をしているせいもあるかもしれないが、金色の髪をまとめて結い上げた姿は、写真越しにも神(こう)々(ごう)しさが感じられ、見惚れるよりも平(へい)伏(ふく)したくなるほどだ。

　女性としてのしなやかさを残しつつも、凜(りん)とした佇(たたず)まいは、いまよりもさらに王女の名にふさわしい。細身の体は相変わらずだが、確かな胸の膨(ふく)らみと、理想的な体のラインが、ドレス越しに確認できる。似ても似つかないといえば失礼だろうが、いまのリーナと母親の姿からは想像もできない姿だ。

「女って、怖(こえ)ぇ……」

　何年後になるかはわからないが、リーナは美しく大きく成長する。

　しかも、写真の中のリーナは真っ白なベールをかぶっているのだ。

　たぶん、結婚式の場面だ。

　ニッコリと微笑(ほほえ)むその先には、相手の男がいるに違いない。

　その男のことが無(む)性(しよう)に気になった。気になってしかたがないという自分の感情に、真吾はますますどツボにはまっていくのだった。




　日常という意味では、まったく変わらなかったのは大(だい)輝(き)だった。

　事情を知っているクラスメイトたちでさえ、多少の戸(と)惑(まど)いを見せているのに対し、大輝だけは平然としたものだった。

「真吾、いいものがあるんだ」

　そう言って、今日も今日とて写真を見せに来る。

　真吾は思い直した。

　大輝は変わらないのではない。こうなることすら予測していたから、当然の結果として、この取り戻した日常を過ごしているのだ。

　やっぱり、こいつだけには一生かなわないなぁと、真吾は妙に達(たつ)観(かん)するのだった。

「はい、みなさん、おはようございます！」

　朝のホームルームになると、柚(ゆず)子(こ)が元気のいい声で教室に入ってくる。

　彼女は、リーナが地球に残るということで、引き続き、梓(あずさ)川(がわ)柚子としてリーナを見守ることにしたらしい。元来、人にものを教えたり、世話をしたりするのが好きな質(たち)らしく、教師生活を満(まん)喫(きつ)しているようだった。

　ところが、今日の柚子はどこか憂(ゆう)鬱(うつ)そうだった。

「えー、いきなりですが、転校生を紹介します」

　教室内がざわめく。

　今年に入って何人目の転校生だろう。真吾はイヤな予感しかしなかった。

　入ってきたのは、長身の男だった。端(たん)整(せい)な顔立ちに、肩まである長い髪。一見すると優(やさ)男(おとこ)なのに、妙な威(い)厳(げん)と迫力がある。

　真吾には見覚えがあった。記憶の中の姿とは違いだいぶ若いが、間違いない。真吾だけではない。クラスメイト全員が、その顔を知っていた。

　男は優(ゆう)雅(が)に、しかし、尊(そん)大(だい)な口(く)調(ちよう)で挨(あい)拶(さつ)した。

「説明は必要ないな。グラン・ディ・オーソだ。よろしく」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　教室中が、大パニックに陥(おちい)った。




「まあ、そういうわけなのよ」

　武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)は仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)で、事の成り行きを説明した。

　グランとラメントは、三〇〇〇年振りに再会を果たした。しかし、久しぶりの再会に燃えるグランとラメントの間には温度差があった。

　グラン曰(いわ)く、久しぶりすぎて照れているだけなのだそうだが、理沙は徹(てつ)底(てい)的(てき)に否定した。ならばと、初心を思い出すためにも、地球で学生として生活し、清く正しい男女交際からやり直そうということになったのである。

「ま、こいつがどうしてもって言うから、しかたなく、ね。か、勘(かん)違(ちが)いしないでよ!?　こうでもしないと、しつこくつきまとってうざいんだから！」

　地球を危機に陥(おとしい)れないならなんでもいい。

　真吾たちは投げやりに、このバカップルを見守っていた。




　選ばれし者たちも、それぞれの道を歩み始めようとしていた。

　タロウは、今後もパトロール犬としての使命を果たすことを誓(ちか)い、飼い主の余生を最後まで見守るという。

　光(みつ)夫(お)は、今回の件をきっかけにして、きちんと父親と向き合うよう決めたらしい。「バカはバカなりに、ちゃんと家族のことを考えていたようだからな」と、相変わらずひねくれた表現をしていたが。また、学校では祥(しよう)子(こ)とまんざらでもない毎日を過ごしているという。

　淳(じゆん)は、大学への進学という目標を変更し、新しい道を歩み始めることにしたらしい。

　県(あがた)ヶ浜(はま)に帰って、昔のツテを使って、住み込みのアルバイトをはじめるというのだ。それが魚屋だと聞いたとき、光夫は「似合わねぇー」と感想を漏(も)らしたが、その声には祝(しゆく)福(ふく)する気持ちも含まれていた。

　美(み)也(や)と岩(いわ)坂(さか)は、故郷で静かに暮らすらしい。目的を失った岩坂に元気はなかったが、美也が側(そば)にいれば、大丈夫だろう。




　その日は、いつもの河原(かわら)に朝から集まった。

　県ヶ浜へと向かう、淳を見送るためだ。

「これで、淳ともお別れか」

「で、でも、あ、会おうと思えば、い、いくらでも会えるんだな」

「いままでみたいに、簡単にはいかないけどな」

　真吾たちに与えられていた力は、消えてなくなっていた。もう、必要のないものだった。

「気をつけてくださいね。あと、薫(かおる)ちゃんにもよろしくお願いします」

「う、うん、わ、わかったんだな」

「淳殿、たとえ遠く離れていようと、我らは信頼の絆(きずな)で結ばれた仲間だ。迷い、悩むことがあれば、遠(えん)慮(りよ)せずに頼ってきてくれ」

「あ、ありがとうなんだな、タロウ」

　こうして新しい生活や、新しい旅立ちを見ていると、これまでのことが夢の中の出来事だったのではと思えてくる。

　しかし、夢ではない。

　その証(しよう)拠(こ)が、ここにいる仲間たちだ。

　仲間たちとの出会いは、夢ではない。

　けれど、不思議な力を授かって、世界を救ったことは、夢か、みんなの妄(もう)想(そう)だったのではないか。あまりにも現実離れしすぎていたせいで、現実に戻ってきたときに、どうしても違(い)和(わ)感(かん)を覚えてしまう。

　残念ながら、それを確かめる術(すべ)は、もうない。

　力を失って、そのことを惜しんでいるのは、真吾だけなのかもしれなかった。

　日常に、スカートをめくる力は必要ない。けれど……。

　真吾は穂香に目を向けた。気持ちのいい笑顔で、淳との別れを惜(お)しんでいる。

　むずむずと、ある衝(しよう)動(どう)がこみ上げてくる。無性に、こう呟(つぶや)きたくなる。

「めくれろっ」と。

　気づいたら、声に出していた。しかも、小さく、手首も返して。

　すると。

　穂香のスカートが、ひらりと、めくれあがった。

「えっ？」

「ひゃっ！」

　穂香は慌ててスカートの裾(すそ)をおさえ、真吾を睨(にら)みつける。

「し、真吾くん!?」

「お、俺(おれ)じゃないよ！」

　穂香も、真吾にはもう、そんな力がないことはわかっているはずなのに。

　もはや条件反射で、真吾が犯人だと決めつけているようだ。もしかしたら、穂香を救いだしたときのあれが、トラウマになっているのかもしれない。

「うぅ……」

　穂香は涙目で唸(うな)っていた。

　わかってはいるが、納(なつ)得(とく)できないという表情だ。

「シンゴ、貴様……」

「だから、違うって！」
















　殺気立って睨みつけるリーナをかわしつつ、真吾は自分の腕に視(し)線(せん)を落とした。

　まさか、ね……。

　力が戻ってきた、ということはないだろう。たぶん。

「さ、さあ、そろそろ行こうか！」

　その場をごまかすように、真吾はみんなを促(うなが)した。

　淳だけではない。

　みんなの、新しい門出を祝って、真吾たちは歩き始めた。




完







あとがき







　ついにこのときがやってきました、佐(さ)藤(とう)了(りよう)です。

『世界の危機はめくるめく！』最終巻です。




　いやはや、短編集含めて八冊ですよ、八冊！　自分の新記録です（まだ二シリーズ目ですが）。

　正直なところ、こんなに続けられるとは思ってもいませんでした。これもひとえに、読者の皆様のおかげだと思います。ここまでお付き合いいただき、本当にありがとうございました。

　また、その読者様をもっとも惹(ひ)きつけてくださったのは、藤(ふじ)真(ま)拓(たく)哉(や)さんのイラストでしょう。初めて真(しん)吾(ご)たちの姿を見たときの感動はいまも忘れられません。本当にありがとうございました。

　そして、担当のＫ笠さん。どんな感謝の言葉でも足りません。ご迷惑かもしれませんが、これからもよろしくお願いします。

　そのほか、この作品に関わってくださったすべての方に、ありがとうの言葉を……。




　こうしてあとがきを書いていると、「ああ、もう終わりなんだな……」という感(かん)慨(がい)が湧(わ)いてきました。振り返ってみると、もっとうまくできたかもしれない、という部分がないわけではありません。しかし、これがいま自分にできる全力でした。

　その全力を、次の作品ではさらにレベルの高いところで表現できるよう頑(がん)張(ば)りますので、どこかで見かけた際には、ぜひ、お手に取っていただければと思います。




　さて、その次回作の話ですが、今回のちょっとエッチなこだわりとはまた違ったこだわりの作品になる予定です。それがどんなこだわりになるかは未定ですが、萌(も)えと燃えの両輪は、これからも佐藤了の主(しゆ)軸(じく)となっていくはずですので、どうかよろしくお願いします。

　それでは、またいつか。

　できるだけ早いうちにお会いしましょう。




二〇一〇年一二月末日　佐藤 了
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